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　エルラント帝国の黒こく龍りゆう公こうクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントといえば、敵対するユナイア王国では、残ざん虐ぎやく非ひ道どう、血も涙もない第三皇子として知られている。

　そんな男のもとに嫁とつがされたユナイア国の王女シレイネ姫の生活は、失言ひとつで死に直結するような、さぞ恐怖に満ちた毎日だろうと、ユナイアの民は朝あさ晩ばん涙に暮くれていた。

　その姫は今、侍じ女じよに押しつけられたアネモネのパイを片手に、夫の執しつ務む室しつを訪れている。

「お仕事中失礼いたします、旦だん那なさま。お──」

　彼女はそこで一度黙った。理由は簡単、続きを決めていなかったせいだ。

　お見舞い？　何か違う。差し入れ？　品がないらしい。ぐるぐると考えることしばし。

　姫は焦あせりを隠して優ゆう雅がに微ほほ笑えむと、思いついた『答え』を、練ねる間もなく言い放った。




「旦那さまに、──おそなえをお持ちしました!!」

　以後、城内では、主あるじに持っていく酒食を「お供そなえ」呼びするのが密ひそかに流は行やっている。
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「最近妻が目を合わせてくれなくなったんだが、何が原因だと思う？」

　知るかそんなもの。

　フェルは喉のど元もとまで出かかった突っ込みを吞のみ下した。

　残念なことに、ユナイア王国の王女『シレイネ姫』に扮ふんした素顔のときほどには、突っかかるような反応はできない。

（が、我が慢まん……！　今はわたし、一いつ介かいの『召めし使つかい』のフェルディアなんだから！）

　モップをへし折らんばかりにみしみしと握りしめ、フェルは片かた頰ほおをひくつかせる。

　栗毛のおさげに銀ぎん縁ぶちメガネ、とどめに眉まゆ墨ずみで散らしたソバカス顔。上下左右どこからどう見ても野や暮ぼったい『召使』姿のフェルは、いつもの『ご主人様』の気まぐれに、半はん眼がんになって答える。

「さあ？　わたしに訊きかれましても。なにせド庶しよ民みんですので」

「相変わらず遠えん慮りよがないな。ケイからも、『我が君の凶きよう悪あくすぎる目つきなんて、見つめるだけ拷ごう問もんじゃないですか』とかなんとか、およそ参考にもなりそうにない答えが返ってきたが」

　クロウはいつもどおりすらりとした身体からだを黒衣に包み、黒髪を編んで背に流している。冷たく整った顔立ちや凍こおりついた海を思わせる青い瞳ひとみは、まるで常とこ冬ふゆの精せい霊れいのようだった。

　フェルは現在、クロウとともに、黒こく龍りゆう城じようの一角にある聖堂のベンチで語らっている。外は雪が積もっているが、床石をはがして改かい造ぞうしたこの聖堂には、ガラスを介かいした陽ひ射ざしが溜たまり、色とりどりの花が咲き乱みだれていた。惜おしむらくは、ここにある植物はすべて、毒を持っていることである。

　今日は、雲母きららに似た光こう沢たくがきらきらと美しい、紅あかい花が見ごろを迎えていた。「これも毒ですか？」と首を傾かしげるフェルに、「最近移い植しよくしたばかりで、用よう途とは別口だ」とクロウはよく分からない答えをくれたものである。

　にわとこ月の最後を飾る冬至ユールも明け、樺かばの月が訪れた。季節は着実に春へと歩ほを進めつつある、そんなぽかぽかと暖かな小こ春はる日び和より。

　本物のシレイネ姫の身代わりとして、祖そ国こくユナイアでは「冷れい酷こくな鬼おに畜ちく生しようの毒どく龍りゆう公こう」と畏い怖ふされるクロウのもとに、姫そっくりな容よう姿しを活いかしてフェルが嫁とついできたのは、葦あしの月の初め、立サウ冬インのこと。

「夏までに見事離り婚こんできれば、馬車いっぱいの金貨を与える」と王様に言われ、意い気き揚よう々ようと乗り込んだはいいが、「鬼き畜ちく？　いいえ、ド鬼畜です！」と笑顔で親指おっ立てたくなる噂うわさとおりの旦那さま。そんなド鬼畜の彼とすったもんだがあった挙あげ句く、何をどう血迷ったのか、命をかけて生涯を誓い合う夫婦の『神ゲツ誓シユ』まで結ぶことになってしまい、真剣に頭が痛い。

（でもなあ。なんだか、そうとばかりも言えなくなってきたというか……）

　最近、フェルの胸のあたりにはモヤモヤしたものが漂ただよっている。理由はひとえに彼のせい。──ただの人でなしなら良かったのだ。

　召使姿のとき、花嫁姿のとき。それぞれでクロウの不器用な優しさや思いやりに気づき始めてから、ただの仕事だと簡単に割り切れなくなった。

（気分が晴れないときは、だいたい小こ銭ぜにを枕の下に敷しいて寝ると直るんだけどな）

　厄やつ介かいなのは、モヤモヤは晴れるどころか、日に日に成長していくこと、だ。

　新しい一面を少しずつ知るにつけ、消えるどころかすくすく育って、心の中で結構な幅はばをきかせつつある。

　おまけに、彼がさっき言ったばかりの台詞せりふ、「最近妻が目を合わせてくれない」も気にかかる。

（わ、わたしが目を合わせないんじゃなくって、あなたがやたらこっちを見てるんじゃないの）

　彼が前庭で軍ぐん事じ訓練の監かん督とくをしているとき。

　廊下ですれ違うとき。

　執しつ務むの合間、同じ部屋で過すごす何なに気げない時間に。

　はっと気づけば、クロウの青い瞳と、視線が絡からんでいる。

　そこでなんだか気き恥はずかしいようないたたまれないような心地がして、とりあえず爆ばく発はつせんばかりにやかましく喚わめく心臓に焦あせり、決まってフェルのほうから視線を逸そらしてしまう。

　悶もん々もんとするフェルは、「そういえば」というクロウのひと言に顔を上げた。

「ケイは、『目を逸らすってことは、隠し事があるのかもしれない』とも言っていたな」

「……へっ？」

「敵国の姫らしく、兄王と密みつ偵ていのやりとりでもしているならことだ。留る守すを狙ねらって部屋を探さぐらせてみるかな」

「だ、だめですよ!!」

（ベッド下には掃そう除じ用具ががっさり溜め込んであるし、何よりも変へん装そう用ようのカツラとメガネが見つかりでもすれば！）

　困ったことになるどころの話ではない。ぶわっと冷や汗をかくフェルをじっと見ながら、クロウはどことなく愉たのしそうだった。

「駄目？　なぜだ？」

「じょ、女性の部屋を無断で探るなんて、ってことです！　視線逸らされるなんて、殿でん下かの気のせいかもしれないじゃないですか」

　これからは、何があっても絶対そっぽは向くまいと固く決意するフェルに、クロウは「へえ？」と目を細めた。

（まったく油ゆ断だんも隙すきもない！　……でもまあ、意地悪してくる『シレイネさま』姿のときと違って、こっちの姿では普通に優しいんだけど）

　先日の冬至ユールの祝祭の折など、フェルは心ならずも、育ての親であるガウェイン先生の命を、彼に救ってもらったところである。

（って、そうだよ。いかんいかん。目的を忘れるところだったわ）

　わざわざ掃そう除じにかこつけ、彼が毒草の世話をするこの聖堂で、時間を見計らって待ち伏ぶせていたのには、理わ由けがあるのだ。

「えーと、ですね……殿下。僭せん越えつながら、ちょっと差し上げたいものが」

「？」

　フェルはモップを地面に置くと、そばに隠していた籠かごを膝ひざに上げる。かぶせていた布ふ巾きんを取りのけると、ほわんとシナモンの香りが広がった。

　現れたのは、りんごを使ったクリームタルトだ。こんがり焼き上がった表面には、飴あめ色いろに光るフィリングが、薔ば薇らの花に似せてきれいに並んでいた。

「申し訳ございません、残念ながら毒は入ってないんです」

　クロウは、毒に耐たい性せいがあるばかりか、好んで口にするのだ。言うなら普通逆だよな、と心中では冷静に突っ込みつつ、フェルは手早くケーキを切り分ける。一切れを、籠の底に敷いてきたお皿に慎しん重ちように盛もりつけるフェルに、クロウは訝いぶかしげだ。

「……ひょっとして、『ちょっと太らせてやる』気か？」

「殿下って意外に細かいこと覚え……じゃなくて律りち儀ぎですよね。違います」

「ああ、じゃあ今、城内で流行のお供そなえ」

「違いますってば！　殿下のために作ったものです!!」

（ほんと根に持つよね!?）

　ちらりと後こう悔かいする。実行に移すかどうかは、さんざん迷ったのだ。

（だって、いつも気安く話していただいてるけど……よく考えれば、一召使が城じよう主しゆさまにこういうものを差し上げるのは、たいへんに失礼な気がするし）

　おまけに、ケーキはよくいえばきつね色一色、平たい話が華はなやかさに欠かける。普段、見た目も美しい宮きゆう廷てい菓子を食べ慣なれている彼に、こんなもの。

　皿を前に、クロウは黙っている。考えれば考えるほど、「やらかした!?」と焦り始める。

「……俺のためにわざわざ作って？　ここで待っていた？」

　やがて、ふとクロウが口を開いたので、フェルは慌あわてた。

「ご気分を害がいされたら申し訳ございません！　前に、甘いものがお好きだと聞いていたもので……」

　もごもご言い訳をするフェルをよそに、彼は皿からケーキを摘つまみ、ひょいと口に入れる。さく、と軽い音が立ち、フェルは目をしばたたいた。

「美う味まい」

「え」

　フェルの見ている前で、彼はあっという間に一切れを平らげてしまった。

　はじめ呆ぼう然ぜんとしていたフェルだが、みるみる高こう揚ようで頰ほおを染める。

「あ、ありがとうございます!!」

　りんごもバターも干し葡ぶ萄どうもアーモンドも、城下に出るラナに頼たのみ込んで一番いいものを揃そろえてきてもらった。試作も重ね、会かい心しんの出来のを選んだのだ。

「それにしても、いきなりどうしたんだ。まさかこれ、自じ腹ばらなのか？　……お前の？」

「なんでさも意外そうに自腹強調するんですかそこで。……って、当然です。このあいだ、ガウェイン先生を助けていただいたお礼なんですから」

　ちなみに材料費は、貰もらったお給きゆう金きんから涙を吞んで捻ねん出しゆつした。

（本当は、孤こ児じ院いんに送金したかったけど……あなたのために使え、って先生に言われたし。受けた恩おんをタダで返してちゃ、おさまりが悪いもの）

　クロウから貰ったお金で、彼のためのものを用意するのは不思議な気がしなくもないが──

「地味だし毒どくも入ってないんですけど、先生も大好物のお菓子なんです！　感謝を込めていろいろ奮ふん発ぱつしました。安心してお召し上がりください」

　フェルとしては、「奮発した」ことを言いたいがための台詞せりふだった──のだが。

「ガウェイン殿どのの……やっぱりな。まあ、結局そんなところだろうと思った」

　とたんにクロウの声が、どことなく沈んだ気がして、フェルは首を傾かしげた。

「はい？　殿下、何かおっしゃいました？」

「いや。……余計な期待をしていただけだ」

（期待はずれってこと？　うう、残念。……やっぱり、毒が入ってなかったから？）

「すみません、今度はちゃんとジギタリス入れます」

「？　何の話だ。ああ、でも。また作ってくれるか？　──次は材料費出すから」

「わたしものすごい吝ド嗇ケ家チだと思われてません!?　まあ否定はしませんけども！」

　真っ赤になり、ほとんど悲鳴のように叫さけんだフェルに、ひとしきり肩を揺ゆらして笑ったのち、クロウは「さて」と籠を掬すくい上げて立つ。

「掃除の邪じや魔まをしたな。これ、ありがたく貰っていくぞ」

「いえ」

　ぽん、と頭を撫なでる大きな手に、思わず詰めていた息をほっとつく。

（……安心する）

　肩の力を抜いたフェルは、少しクロウの顔を見上げてみた。

　凍いてつくような青の双そう眸ぼうが和やわらぎ、印象をずっと優しくする。鴉からすの羽に似た黒髪と、整った精せい悍かんな顔立ちに、その色ははっとするほど映はえた。

（もう行っちゃうんだ）

　心臓が、とくとくと鼓こ動どうを速める。

　冷たい印象や、世間の噂うわさ。そういったものに惑まどわされて怯おびえていた頃もあった。

　けれど、今は違う。怖いところも、優しいところも、残ざん酷こくなところも、情に篤あついところも、いくつもの顔を知っている。

　もっと、と。

　そう思ってしまう。もっと知りたい、そばにいたい、素顔を見たい。

（この穏おだやかな時が、続けばいいのにって──）

「そりゃ無いわ!!」

「何がだ!?」

　思わず叫んだフェルに、クロウがぎょっと手を引いた。

（続いてどうすんのよ！　もう行っちゃうんだ、って何!?　一刻も早く離り婚こんするんでしょ!?　ワルプルギスになりでもしたら、一巻の終わりじゃないの!!）

　王おう侯こうの結婚は、立夏ベルテイナの前夜まで純じゆん潔けつを貫つらぬく『白い結婚』。その間に、すぱっと夫に嫌きらわれて帰国するのが、フェルの仕事。

　万一、果はたせないときには──フェルは、『シレイネ＝アリステル＝ユナイア』の名前を持ったまま、名めい実じつともにこの男の妻になってしまう。

（なーにがモヤモヤよ。山盛り金きん貨かと、何より恩おん義ぎあるシレイネさまのため！　とっとと離婚、離婚あるのみ！　でしょう）

　決意を新たに、フェルはメガネのつるを押し上げて、きりりと言い訳をした。

「イエ、本当、なんでもありません。ちょっとオレンジの実について考え事をしておりまして！　尊とうといかたがたは果か汁じゆうだけ搾しぼってあとは捨てると人づてに聞いたものですから、そりゃ無いわ！　と」

「……なんでそこで唐とう突とつにオレンジなのかサッパリ分からないが、普通そうだろう」

「そんなもったいないこと本当にされてるんですか？　葉っぱは揉もんで虫よけに、果か肉にくと果汁は食用に、皮は食器の油あぶら汚よごれを落とすのに使えるし、お湯に入れてもあったまるんですから！」

　甘あま皮がわは水にさらして傷きずに貼はると治なおりが早くなる。捨てるところなんてあってたまるか、と握にぎり拳こぶしで力説するフェルに、クロウは「相変わらずの節せつ約やく主しゆ義ぎだな」と呆あきれている。

「まあ、いい。仕事、あまり根こんは詰めるな。内陸育ちで寒さに強いとはいえ、無茶はほどほどにしておけよ」

「はい。ありがとうございます」

　さりげなく身体を気き遣づかったあと、手を振って背を向ける彼は、「ああ、そうだ」と思い出したように付け足した。

「シレイネ付きの侍じ女じよに会ったら伝えてくれ。次の勝負は夕方に──、と」

「エ」

　場所は執務室、とそっけなく言いおいて、黒い背は今度こそ城の中に消える。

　後ろ姿を見送ってから、フェルはふと首を傾げた。

（……執務室、って）

　そこで彼女は口をひん曲まげ、心底複ふく雑ざつな表情になった。

「勝負、ねえ」




　──旦那さまが近くなった。

　別に、心理的に距離がせばまったわけではない。そこは断だん固ことして認めない。

　単に、空間的に近くなったのだ。

（…………これも『シレイネ姫』への嫌いやがらせの一いつ環かん？）

　時刻は夕暮れ時。

　召使のお仕着せから一転、現在フェルの身を包むのは、濃こい紫むらさきのヴェロアのドレスだ。

　黒いボビンレースで縁ふちを飾ったきりの、ごく素そ朴ぼくな意い匠しようのドレスには、真しん珠じゆやオニキスを銀ぎん糸しで縫ぬい留とめ複雑な花鳥の模も様ように仕上げた白のショールを合わせてある。薔ば薇ら色いろを帯びたフェルの肌に、侍女の見立ててくれたそれはよく似合っていた。

　そう、ドレスは申し分ないどころか、「税金さますみません」と頭を下げたくなるほどの素晴らしい品なのだが──問題は、そのドレスの上。

　長なが椅い子すに腰掛けた自分の膝に乗った、黒い頭。

　無む雑ぞう作さに投げ出された『旦那さま』のバカ長い脚やら、規則正しい寝ね息いきを立てる広い胸やらを視線でたどり、フェルは眉まゆ根ねを寄せた。

　清く正しく膝枕だ。おまけに、片腕を緩ゆるく腰に絡められ、逃げようにも逃げられない。

（孤児院の仲間とか先生には、こういうこともしてたけど。なんだこの安心できない感じ！）

　もっとも、彼がやたらと距離を詰めてきた原因は分かっている。

　先日、離婚に燃える『花嫁シレイネ』の真意を問とい質ただされたとき、とっさに「あなたのそばにいるのがイヤだから」と答えたせいだ。

「そうか、分かった。嫌いやなら仕方無いな──数こなして慣なれろ」
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　否いや応おう無なしの無情な宣せん言げんとともに、休きゆう憩けい中ちゆう、クロウは『シレイネ姫』を執務室に呼びつけるようになった。

（耐たえろわたし。これも離婚に向けての一手なのよ！）

　なぜ膝枕が離婚に繫つながるのかといえば、その次し第だいは、およそ以下のとおりである。




　最初に呼びつけられたとき、「来たついでに枕にでもなれ」と言われたフェルは、例によって嚙かみついたのだ。

「膝を貸すってことですの!?　あなたに、わたくしが!?　ごめんですわ、そんな夫婦みたいなこと！」

「だから、夫婦だろうが」

「ワルプルギスまで正式には違いますわよ！　お断りだわ、嫌ったら嫌、絶対嫌！　というかとっとと離婚して！」

　最初は柱にしがみついてまで全身全ぜん霊れい拒きよ絶ぜつしていたフェルにため息をつき、クロウはぼそっと呟つぶやいてみせた。




「そう、残念。あんまり寝心地が悪いようなら、俺もうっかり離り縁えんしたくなるかもしれないんだが……」

「場所はこちらの長椅子でよろしくて」




　いつの間にかしっかり長椅子の上に陣じん取どって「ほら早く」とぽんぽん膝を叩たたいてまでみせるフェルに、旦那さまはなぜかちょっと斜ななめ下を見やった。

「……お前と話してると、なんだか自分がとんでもなくガキでアホに思えてくる」

「旦那さま？　聞こえませんけれど」

「なんでもない」




　こうして始まった『膝枕戦争』だが、当初はフェルもがんばったのだ。

　振しん幅ぷくの大きな貧びん乏ぼうゆすりをしてみたり、クッションを顔に限げん界かいまで積み上げてやったり、鼻を摘つまんだり、眠っている彼の口にお茶受けに出されたトリカブトの蜜みつ漬づけを詰め込めるだけ詰め込んでみたりした。

　結果といえば──

（なぜ、メゲぬ！）

　間もなくフェルは、内心で遠とお吠ぼえすることになる。

　こちらの涙ぐましい努力もむなしく、彼はめげるどころか、寝顔をいじくられないようフェルのお腹に押しつけて眠る技術を身に着け、おまけに膝から落とされないように腕を腰にがっつり絡ませて安心姿し勢せいを取るようになってしまった。

（ひいっ!?　ちょっと勘かん弁べんして！）

　そうなると困るのはフェルのほうである。

　彼の寝ね息いきがドレス越しに肌に触れる感じも、身体を捉とらえる腕の強さも、心臓に悪いことこの上ない。

　気づけばフェルは、──相手は眠っているというのにだ──すっかりクロウにやり込められてしまっていた。

（そもそもが……なんかうまくノセられてるような……気のせいよね……）

　気のせい気のせい、と言い聞かせ、フェルはふっと自分の意い気く地じのなさをせせら笑うと、庇かばいようのない彼の三つ編みをびこびこ引っ張りにかかった。

（イモ掘りのときみたいに、束たばでごっそり抜けたら楽しいのに）

　肘ひじ掛かけを使ってテコの原理も試してみたが、無む駄だに手触りのいい黒髪はしっかり生えたままだし、彼も相変わらずフェルの腹に顔を伏ふせたままだ。

　──と。

「……いい加か減げんにしろ」

　少し眉根を寄せ、クロウがぼんやりと目を開ける。

「あら旦那さまお目覚め？　寝心地はいかが。離婚、したくなってきましたわね？　ね？」

「いや？」

　顔を覗のぞき込み、瞳を輝かせるフェルの期待をバッサリ切り捨てるも、「だが、鬱うつ陶とうしくはあるかな」と彼は息をつく。

　不意に、彼は無む造ぞう作さに腕を掲かかげた。きょとんとしたフェルは、ぐいっと背を引き寄せられて息を吞んだ。

「わ、……!?」

　気づけば、旦那さまの青い瞳は、長い睫まつ毛げが数えられるほど目の前にある。

　自分が、彼の上に覆いかぶさるような体たい勢せいになっているのだと知り、フェルは必死に黒い胸を押して腕を突つっ張ぱった。

「な、何しますの！」

　至し近きん距きよ離りで絡むまなざしに、ついいつもの癖くせで横を向きかけ、我に返る。

（だめだめ、目を逸らしたら疑われるんだった！）

　逃げを打つ心を叱しかり飛ばし、彼の双そう眸ぼうをぎっと睨にらむように見つめ返すフェルに、どことなく満足そうにクロウが片頰を持ち上げたのは──たぶんきっと気のせいだ。

「さあ、何をしようかな。俺のほうから反はん撃げきしないとは、ひと言も言っていないが？」

　どうしてほしい？　彼は囁ささやき、フェルのうなじに手を滑すべらせ、とんとんと指先で押すように頸けい動どう脈みやくをなぞってきた。

「ひっ」

　何をされるでなくとも、急所を押さえられる恐きよう怖ふにフェルは首を竦すくめる。

「お前のほうから触れてくるとは。……調教の甲か斐いあって、それなりに免めん疫えきがついてきたんじゃないか」

「ち、調教!?　って、ただの連日膝枕じゃありませんの！　旦那さま、わざわざ際きわどい言い方するのはおやめくださいまし！」

「さて。口のほうはまだまだのようだな。実地で教え込む必要がありそうだ……」

（ギャー実地って何!?　とりあえず逃げたほうがいいことだけは分かった！）

　指に絡めるように長い髪を梳すかれ、背筋がぞわりと粟あわ立だつ。不安定な格かつ好こうのまま、フェルが旦那さまを引き剝はがそうともがいていたときだ。

「……邪じや魔まが入るか」

「え？」

　彼は煩わずらわしげに呟き、身を起こした。反射で支えてしまいつつ、フェルは扉に目を向ける。誰も入ってくる気配はない。

「？　旦那さま？　誰もいませんけれど」

「つくづく出で歯ば亀がめが好きだなお前は。とっとと出てこい、ケイ」

　訝いぶかしむフェルには直接答えず、面めん倒どうそうにクロウが呼びかけたのは、クローゼットだ。

　不意に、がたりと音を立てたクローゼットに、フェルはぎょっと身を引いた。

「残念！　自分めのことは隙すき間まとお思いくださいと申し上げましたのに！」

　もうちょっと、嬉うれし恥ずかしな現場まで見たかったところ、と謎なぞの文もん句くとともに這はい出してきた男に、フェルの口元は引きつる。

「ケイさま……またクローゼットに潜ひそんでいらしたの」

「これはこれは。壁からさりた、天てん井じようにもさりた、いつでもどこでもあなたのそばに、が我が『エルネットさりた』のモットーなんですよ奥方さま」

　白に近い金きん髪ぱつに、煮詰めた蜂はち蜜みつのような濃い色の肌を持つ、黒龍城の家か令れいケイ＝サリタは、凝こった意い匠しようのメガネの奥で切れ長の目を細めてみせた。

　前身は東方商人だったという彼は、今でも『エルネットさりた』という怪あやしげな商会を営いとなんでいる。戸口から戸口へ、国をまたいでもご注文の品をお届けするのが売りらしく、それなりに名も通っているという。

「いやあ、それにしても」と、ケイはメガネを光らせた。

「膝枕とはこれはまた。夫婦仲が円えん満まんなのは何よりでございますよ」

　にこにこ──というよりにやにやと冷やかすように笑うケイに、フェルは目を剝むいた。

「冗じよう談だんじゃなくてよ！　わたくし、重たいし足はしびれるし、もうたくさんです」

　ついでにティーテーブルをひっくり返したい衝動に駆られるが、「これは税金！」と自己暗示で乗り切る。

「別に俺も冗談のつもりはないが。俺の『そばにいるのが嫌』なお前が、俺に慣れるまでの訓練だと言っただろう？」

「慣れましたわよ、慣れましたとも！　旦那さまの底そこ意い地じの悪さには、もうじゅうっぶん数こなして慣れましたから、ご休きゆう憩けいの際はお気き遣づかいなく枕なりクッションなりを使ってくださいませ！　だから必要のないときに触さわらないで！」

「そうか。……しかと聞いた」

　クロウは長椅子の肘掛けをトンと指先で打ち、軽く片頰を吊り上げる。

　──嫌な予感がした。こういう笑い方をするとき彼は、だいたいろくなことを言わない。

「じゃ、離婚したい理由とやらもなくなったな」

「は？」

　嫌な予感、いい加か減げんはずれろ。

　さらっと言う彼に、フェルは言げん質ちを取られたことを悟さとる。

「まあ、もとより、王族の責せき務むを負おっている者が言うには、聞いてやる必要もないようなくだらなさだったが。いちおう、な」

　というわけで、もうこそこそ離婚に向けて妙みような画かく策さくするんじゃないぞ、と釘くぎを刺さしてくる彼に、フェルはあんぐり口を開ける。

（…………なんで気づけば退たい路ろ断たたれてるわけ？）

「やー、これで今度こそ先日の事件は、八方きれいに丸く収まったんですねえ、よかったよかった」

（いいわけあるかー!!）

　手を打って黄色くキャハキャハ騒ぐケイに、お前は女子かという気持ちも込めてフェルは心中で力いっぱい突っ込んだ。実行に移していたら、たぶん彼はフェルの裏うら拳けんで壁にめり込んでいる。

　ぎりぎり歯を食いしばるフェルの横で、クロウはむっつりと脚を組む。

「別に、ワルプルギスになれば、髪の毛一筋残さず、お前は俺のものになるんだ。……今のうちから多少触れるぐらい、何か問題でも？」

「…………」

　この人、今、すっごいことを言いやしなかったか。

「おい、何を椅子の端はしまで逃げている、シレイネ」

「逃げますわよ！　ごごご自分がなな何おっしゃったか分かっていて？」

「別に俺も冗談のつもりはないが、とか」

「戻りすぎですわ!!」

「じゃあ、どこだ？」

「……そっ、それは、だからその……アレですわよ。か、『髪の毛ひとすじ残さず、お前は俺のものにな』……って、絶対わざと言わせてますでしょう!?　そもそも、それまでには離婚してますもの！」

　そこまで言い合ったところで、「はいはい、どうどう！」とケイが手を叩く。

　彼の口調は、なぜだかひどく投げやりだった。

「いやいやイイですねえー。仲がおよろしいのはよーく、それはもう胸焼けしそうに分かりましたから。お二人の野いちご味のご歓かん談だんを聞いていると、もう自分め当商会から、砂すな吐はき用の食用砂でも売り出したくなりますよ」

「野いちご!?　わたくしには一週間洗わずにいた雑ぞう巾きんの絞しぼり汁じるの味しかしませんわ！」

「お前は雑巾の絞り汁を飲んだことがあるのか」

「……あれ、なぜでしょう。急に色いろ気けが行ゆく方え不ふ明めいに」

　ぎゃんぎゃん吠ほえるフェルと、軽くあしらうクロウに、ちょっと遠い目を向けたのち、ケイは「さて」とクロウに声をかけた。

「雑巾いちご談義ぶった切って申し訳ございませんがね、ご報告をば。人使いの荒い我が君ご所しよ望もうの資料、優ゆう秀しゆうな家令は集めてきちゃいましたよ。迅じん速そくかつ的てき確かく、きゃーさすがケイさまカッコイイー。誰も言ってくれないから自分で言っちゃう」

「ご苦労」

　長い口こう上じようをさっくり流し、クロウは差し出された紙束を受け取る。

　目を通したあと、その眉が軽くひそめられるのを見て、フェルは首を傾げる。

「……なるほどな。これは、少し急いだほうがいいかもしれない」

「ですねえ、ですよねえ」

（どうしたんだろ。仕事で何かあったのかな。しかも、急ぎ？）

「あの？　お二人とも？　どうかされまして……」

「シレイネ」

　ふと彼が呼びかけたので、フェルは「はい」と反射で姿勢を伸ばす。

「突然だがひとつ、提てい案あんがある」

（えっ。この流れで提案、って……絶対、何か大事なことよね）

　フェルは固かた唾ずを吞んだ。

　まさか、故こ郷きようユナイア王国との間に、また大問題が生じたとか。先せん般ぱん、二国間に、あわや戦争という危機が勃ぼつ発ぱつしたのは、記憶に新しすぎる──

　ただし、彼が次に口にしたひと言は、フェルの予想を軽く飛び越えていた。




「──新婚旅行にいかないか？」




　──なんで、そうなる。

　凍こおった時が動きだすまでには、それなりの間まを要ようした。

「この流れでその提案はおかしいでしょう!?」

　思わず叫んだフェルに、「どこが？」とクロウは動じもしない。

「旅行先はクルヴァッハ南東部、『高原の民』が治めるティカル。空気はきれいだし、薬やつ効こうのある温泉も湧わく。お前はついこの間ひどく体調を崩くずしたところだろう、静せい養ようには打ってつけだ。何か問題か」

　この野や郎ろう、なんだその涼しい顔。思わず、正論を言っているはずのフェルのほうが怯ひるんでしまった。

「だ……って……何か、お仕事で、急ぎのことがあるような雰ふん囲い気きだったじゃありませんの」

「急ぎと言えば急ぎだ」

　クロウは少し笑い、テーブルの上の茶を引き寄せて唇くちびるを湿しめらせる。

「気づけばもう、立りつ春しゆんの式典インボルグも近づきつつある。黒龍領は広い。異民族も多く暮らす地だが、お前の病弱さと厳げん寒かんを理由に、結婚からこちら、各部族の長おさやらへの表ひよう敬けい訪ほう問もんもしないまま。余よ計けいな波風は立てたくない」

「ここは、豊かでも難しい土地なんですよ、奥方さま。特に南東部は、我が君が来る前は、内乱が絶えませんでしたから」

　内ない緒しよ話をする体ていで、ケイがこそっと教えてくれる。

　クルヴァッハが、エルラント最辺境と呼ばれる理由は、何も長年の対立国ユナイアに接しているからだけではない。

　たとえばエルラントもユナイアも、信仰は同じ。口く伝でんの聖せい詩し篇へんで妖よう精せいをはじめとする魔ま性しようを祓はらう樫樹の賢者ドルイドを、頂点とする教えだ。

　けれど、クルヴァッハの南東部に暮らし、東方の伝統を受け継ぐ少数民族たちは、ユナイアやエルラントと、まったく違った宗教観や文化を持っている。

（彼らは妖精と語らい、夜と血とを好み、魔を崇あがめる）

　そのように伝わっている。だから、故郷ユナイアもエルラントも、かの地を忌いみ嫌きらう。

「高原はきれいだって言うじゃない？　いつかみんなで行ってみたいわよねえウチ貧びん乏ぼうだから半永久的に無理だけど！」なんて笑顔でのたまう聖職者は、僧兵を兼かねる吟遊詩人バルドでも、フェルの育ての親くらいのものだろう。

　反目し合う東西は、このあたりではだいたいの場合、少数の、服ふく従じゆうする側が虐しいたげられるものだが──

　どうやらクロウは、武力に頼らずそこを治めているらしい。

　そこでふと思い出したのは、ケイが以前教えてくれた言葉だった。

（そっか、クルヴァッハである限り、少数民族のいる地域も彼の『箱庭』だもんね。彼が、箱庭を守るように抱き込んだものを守るのは、昔あった『陰いん惨さんな事件』のせい……。でも、その事件がどういうものか、わたしまだ知らない）

　離婚には関係のない話だ。いくらなんでも、辛つらい過去があるなら利用してやろうと思うほど、人間性を捨てたくはない。

　でも。

（知りたい）

　それが、彼のひととなりや、歩んできた道を理解することに繫がるのなら。

（……なんでこんな風に思うんだろ……）

　そんな気持ちを強く意識するようになったのは、育ての親であるガウェイン先生を救われた一件からだ。

　離婚あるのみだった意志の揺らぎに、フェルは自分で戸と惑まどっていた。

「ええと、ケイさま。それで『高原の民』というのは」

「おい、何をこそこそ話している」

　同じように耳打ちしようとしたフェルは、旦那さまの不ふ機き嫌げんな声に肩を竦める。

「いえ、なんでも？　でも、表敬訪問？　にしたって、特に急ぎってわけじゃありませんわよね」

　口元に手を当てて考えるフェルに、「ここからが本題だ」とクロウは声を低めた。

「ティカルは、クルヴァッハ有数の夕ゆう輝き晶しようの産地でもある」

「えっ、夕輝晶の？」

　フェルは顔をしかめる。

　通称『妖精の黄たそ昏がれ』とも呼ばれる夕暮れ色の石は、鉱こう物ぶつ資し源げんの豊富なクルヴァッハにおいて屈くつ指しの特産品だ。

　妖精が特に好むという紺こん碧ぺきと緋ひのあわいを閉じ込めた石は、呪のろいと毒とを媒ばい介かいする特性も持つという。ついこの間、呪毒のせいで大切な人を失いかけたフェルにとって、あまり印象のいい石ではない。

「先日の事件の直後、操あやつられていた黒龍師団兵のいた兵へい舎しやを調べたところ、わずかながら『眠らずの蝶ちよう』そのものの標本が手に入ってな。……分ぶん析せきしてみたら、このティカル産の夕輝晶が検出された」

「！　なんですって」

　人じん工こうで呪毒は作れない。おまけに、夕輝晶はその希き少しよう価値から、エルラントの名で、厳げん格かくな輸出規制がかけられているのだ。

「……エルラント国内では今、呪毒を使った事件が異常に多く起きている、ってこの間教えてくださいましたわね」

「ああ。あんな希き少しような石を、大量に買い付けた者がいれば、必ず証拠が残る。……にもかかわらず、その記録がないんだ」

　では、今出回っている呪毒のもととなった夕輝晶は──

「ティカルから直接密みつ輸ゆされたもの……ということになりますのね」

「察さつしが早くて何よりだ」

　と、いうことはだ。

（先生をあんな目に遭あわせやがった黒くろ幕まくに、繫がってる可能性が高い！）

「ティカルを治める『高原の民』イル族が事件と関わっているとしたら……とにかく出向いて調べてみる価値はある」

　それも、証しよう拠こになるものを始末されないうちに。

　おまけに、一度城内に毒の侵しん入にゆうを許したとあれば、今後も、同じような事件が起きないとも限らない。

　理屈には納得しつつ、ふと思いついたフェルは何気なく言ってみた。

「ティカルだってクルヴァッハの一部でしょう。取り締まりを強くして、イルの呪毒を封じるわけにはまいりませんの？　直接、鉱こう夫ふを派は遣けんするとか」

「俺の裁さい量りようでは難しいな」

「え？」

「あのあたりは岩がん盤ばんがもろく、夕輝晶の採さい掘くつにはイル族の技術が不ふ可か欠けつ。エルラントの鉱夫では手に負えないし……何より、微び妙みような地なんだ、ティカルというのは」

「微妙？」

「まず、言語も文化も宗しゆう教きようも違う。異民族の多い南東部でも、とりわけ大規模な集落で、エルラントへの反はん乱らんも多かった」

　それでも、もともとクロウ以前の領主が、イルの首しゆ長ちように無む理り強じいする形で、クルヴァッハ側に採掘権が帰き属ぞくする旨むねの文書を作成してはいたのだそうだ。

「だが、その文書が、今は行方不明なんだ。しかもイル相手に友好関係を保ったままあれこれ要求しようとすると、ちょっと強気な態度には出にくい事情もある」

「あら、どうして？」

「ああ、三年ほど前──」

　そこまで言いかけ、クロウはふと口をつぐむ。

「……いや、それはいいんだ」

「旦那さま？」

　眉をひそめたフェルに、「いいか、これは好こう機きだ」とクロウは告げた。

「先日、ふざけたことを画かく策さくしてくれた奴やつは、代わりに自分に繫がる手がかりを残していったと考えろ。たぐり寄せて、今度はこちらから反はん撃げきしてやりたいと思わないか？」

　さて、どうする。

　口くち端はを吊り上げ、クロウは目を細める。フェルの頰は紅潮した。

　提案は、願ってもないほど魅み力りよく的てきだ。

（反撃したい、だなんて──当然じゃないの！）

「新婚旅行と言い切るには、さして甘くもない話だが、乗るか？」

「乗りますわ！」

（それで、先生をひどい目に遭あわせた犯はん人にんを捕つかまえられるってんなら！）

　育ての親であるガウェインを操り、『シレイネ姫』であるフェルを連れ去ろうとした何者かは、巧こう妙みような呪毒の連れん鎖さによって、結局分からないまま。

（それに……シレイネさまは、孤児院を助けてくれた恩人だもの。あのおかたが狙われているなら、なんとしてでも犯人を暴いて阻そ止ししないと）

　息巻いて拳こぶしを握りしめたフェルを、クロウは満足そうに、ケイは少し戸惑うように見ていた。




「あの、奥方さま」

　クロウの執務室を出たフェルは、急に背後から呼び止められて振り向く。

　スレートの床に敷いた柔らかな緋毛氈フエルトが音を吸い、飾り靴ぐつの尖とがった踵かかとでも、静かにきびすを返すことができた。

「ケイさま？　どうされまして」

　廊下の向こうから、お馴な染じみみになった若草色の東方風の衣ころもを翻ひるがえして駆けてきたケイに、フェルは首を傾げる。

　慌あわてて追いかけてきたらしい。ずれたメガネを押し上げて、彼は「いえいえ、大した用じゃあございませんが、ご旅行の件でひとつ……」と曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「ぜひ、旅のお供にこちらをお持ちください奥方さま」

　ケイが手渡してくれたのは、竹の皮でくるんだ小さな包つつみだった。ちょうちょ結びの真ん中に、ちょん、と何か芯しんらしきものが飛び出ている。

「？　なんでしょう、これ。ぱっと見かわいいですけど……このドクロの印は一体」

「エルネットさりたの新製品、ド派は手でに一発・バカウケ話題かっさらい間違いなし！　必ひつ殺さつ宴えん会かい芸げい兵器『たまや』です」

「タマヤ……？」

「詳しよう細さいはお楽しみです。あ、でも、広い場所でお使いくださいね？　ちゃんと点火するまではくれぐれも火か気き厳げん禁きんでお願いいたしますよ。なにせ兵器ですから。命の危険がありますもので」

「い……命の、危険ですか。あのう、せっかくですがちょっとご遠えん慮りよした……」

「実は、最初は我が君にお渡ししたのですが、自分めの目の前で容よう赦しやなくゴミ箱に放り込まれまして。奥方さまに突き返されたら、もう捨てるしかないでしょうね」

「お気遣いありがたく頂きますわね」

　しまった。捨てられると聞いてつい。内心頭を抱えるフェルに気付きもせず、ケイは「あとこちらも」とごそごそ何やら取り出してくる。

「これ！」

　ケイの瞳と同じ色に塗ぬられた、小さな木もく片へんだ。

　使えるのは一度きりだが、どこからでも、どこにでも、なんでも運ぶことのできる札。

　エルネットさりたの割わり符ふじゃないか、と驚いて視線を上げるフェルに、「ちょっと考えすぎかもですけどねえ」とケイは苦く笑しようした。

「自分めは、家令として黒龍城の留る守すを守らねばなりません。だからまあ、旅の間はこれを自分めと思って、というと何かが違いますねえ。お守り？　ああ、お守りですねえ」

「え？　は、はい……？」

「いざとなれば、これで我が君を強制送そう還かんとか……ハハ、そりゃさすがに、できるわきゃないですねぇ。まあいいや、これは前まえ払ばらい的な何かとしてお好きにお役立てください」

「？　いきなりどうされましたの、ケイさま」

「いえね。確かにティカルは、動向を押さえておきたい土地ではあります。でもそれはまた別口でというか……あるじも、近日中に視察するはずでもあったんですけど……まさかの呪毒絡みで行くことになるってのは予想してなかったんですよ」

「ええと、それが何か」

「食い合わせが悪いと申しますか。あの地は、我が君にとって、あんまりいい思い出がある場所じゃないんです」

「え……」

　驚くフェルに、「この間、少しお話しした件に関わることなんですけれどねえ」とケイは言葉を濁にごす。

「まあ、あのかたは腕うでっ節ぷしもですがお心の強いかたですし、取り越し苦労かもしれませんけど。でも、ちょっと引っかかる」

　奥方さまが大事を取れと言えば、彼も無理を押しての行動はしないでしょう、とケイは言う。

「ごめんなさい。まったく話が読めませんわ」

「ですから呪毒でございますよ。ティカルで、我が君は、大切なかたを、──」

「ケイ？　何を油を売っているんだ」

　話は、半なかばで割り込んできた声に遮さえぎられた。声の主は言わずと知れている。

「旦那さま」

「シレイネ、お前は部屋に戻っていい。出しゆつ立たつに備そなえて体調を整えておけ」

「いだっ、我が君、耳、耳は引っ張らないでくださいぃ、だからってお手て繫ぐのも気持ち悪いですけどね！　いや違っ、そこで鼻に持ち替えろってはなひでもにゃふ、ふごっご」

　フェルには素そっ気けなく言いおいて、クロウはぎゃあぎゃあ騒ぐケイを引きずっていってしまった。

（なんだったんだろ……）

　しばし呆ぼう然ぜんと去った彼らを眺ながめやり、廊下に立ち尽つくしていたフェルだが、気を取り直して自室に向かう。

　ただ、別れ際にケイの残したひと言が、妙に引っかかっていた。

（旦那さまが、大切な人を……なんて言ってた？）

　途中で遮られてしまったが、言い回しからして、不ふ吉きつな予感しかしない。

　彼の過去を知りたいとは、思う。けれど、それ以上に。

（そんな、訳わけありのところなら。本当に、行っても平気なんだよね？　旦那さま……）

　平然と、ティカルの名を口にしていたクロウ。

　けれど、本当は、そこに残る思い出のために、ひどく彼が傷つくような場所なのだとすれば──？

　ふとフェルは心配になった。

　その不安が、まぎれもなく彼の身そのものを案じているためであるなど、当の本人は気づきもしていなかったが。
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「今、ものすごく複雑そうな顔してますね、我が君」

「……突然なんだ、ケイ？」

　慇いん懃ぎんな家令は、摑まれていた鼻を押さえながら「いやねえ」と頭を搔かき、続けて執務机の端を指さした。

「昼前に小さな籠ひっさげてご休憩から戻られたあたりから、嬉しいのか腹立たしいのか愉しいのか苛いらついてるのか訳分かんない顔してたじゃないですか。というかソレ、中身はなんです？　甘あま酸ずっぱくて香こうばしくてすごく食欲そそる香りが漂ってくるんですが……」

「嗅かぐな。減る」

「ひどっ！　せめて『お前にはやらんぞ』くらいで勘かん弁べんしてくれると思ってました!!」

　一いつ刀とう両りよう断だんするクロウに、「絶対、奥方さまからですよねえ……」と、ケイは頭かぶりを振っている。

「相変わらず、独どく占せん欲よくが強いんだから。いやあ、結構結構。たとえ偽にせ物ものでも、あのかたは今はユナイアの姫。そのまま普通の夫婦にもつれ込んでいただくのがいちばんですよ」

　もうすっかり仲よしさんじゃないですか、と声を明るくするケイに、「それはどうだろうな」とクロウの返答はそっけない。

「お前、妻が貝かい殻がら詰づめの口くち紅べにを懐ふところに忍しのばせて夫のもとに通う理由といえばなんだと思う？」

「えっ」

　訊かれたケイは、わざとらしく頰を染めてもじもじしてみせる。ガウェインのオネエ言葉も大たい概がいだったが、これも男にやられると結構な破は壊かい力りよくがあった。

「そりゃあ……こう、アレですよね。甘い口づけのあと、お化け粧しよう直しをする必要がある的なナニですよね」

「残念、外れだ。──正解は、膝枕している夫の鼻の下に鼻血を描かくため。よくネタが尽きないといっそ感心する」

「ぼふっ」

　ケイは勢いきおいよく噴ふいた。羽根ペンを投げるのも面めん倒どうくさいので黙もく殺さつしたが。

「まあ、それでも地道に親交深めつつ、外堀を埋めていこうと試みる我が君のご姿勢は素晴らしいと思います」

「いや。どうせ嫌われているなら、いっそ構かまい倒たおして慣れるくらいはさせておこうかと」

「割り切った結果だった!?　そんなこと言ってるから駄目なんですよ!!」

　両手で顔を覆ってわっと泣き崩れるふりをするケイに、クロウは怪け訝げんそうな顔を向ける。

「だから？」

「だ……だから、って。我が君」

「あいつにとって大切なのは家族だ。それは理解しているし、取って代われると勘違いできるほどめでたい頭は持ち合わせていなくてな。むしろ……構わないと思っている。全部含めて、あいつだろう」

　ドレスに身を包んで一いつ生しよう懸けん命めい虚きよ勢せいを張ってお姫様のふりをしている彼女も彼女なら、守しゆ銭せん奴どでド庶民で家族第一な『フェル』も彼女。

　両方、同じくらい愛いとおしい。だから、──これでいい。

「我が君……」

「引き比べて俺のほうは同じ空気を吸すうのも嫌だとか」

「うん、そばにいるのがイヤって言われたこと、地味に刺ささってますよねえ……」

　それを素直に表に出さないから問題なんですよ、という独白の続きは聞こえていない。

　執務室の扉に鍵かぎをかけるケイの前で、使い込んだ樫かしの大机に戻る。楽しい休きゆう憩けいはおしまいだ。

　ここから先は、シレイネ──いや、フェルには聞かせられない話になる。

「しっかし、呪毒絡みなら、新婚旅行なんて言って奥方さまをお連れしても大丈夫なんでしょうか？　先日狙われたばかりだってのに」

「だからこそだ。同じ狙われるなら、あいつを城に残してへたに気を揉もむより、目の届く位置に置くほうが俺にとってはまだましだ」

「『毒龍公とその土地は、異い名みようのとおり、近く妖精の呪いを受けるだろう』……最近城下に流れ始めた奇き妙みような噂も困ったものですよね」

　どこのどいつでしょうね、とケイは眉み間けんを押さえる。

　毒龍公と妖精の呪い。すなわち、呪毒。意味するところがあからさますぎる。

「妖精がこしらえた呪われし毒なんておとぎ話、どこか遠くに感じていた日々が懐なつかしいですよ、まったく。……それから」

　ケイはぼやき、隠していた書類を引っ張り出す。

「奥方さまには聞かせられない、もうひとつの報告──ユナイア王家についても、調べて参りましたよ」

　煤すすの飛んだ羊よう皮ひ紙しに黒いインクで血けつ脈みやくを刻きざむ、樹のような図。

　公式のものよりも、ずっと詳しよう細さいまで記された、いわばユナイア王家の『裏うら系けい譜ふ』の写しとでもいうべき代しろ物ものだ。

「なっかなか危ない橋渡ったんですよ、入手までに。見終わったら、処しよ分ぶんしてくださいよ」

「分かった」

　頷うなずくあるじから視線を離し、ケイは目を細めてつぶやいた。

「だって、あんまりにも似すぎているんでしょう……あの偽花嫁の『シレイネ』姫と、本物の『シレイネ』姫」

　赤みがかった銀の髪、何より、夕暮れをそっくり閉じ込めた不可思議な瞳。あんな珍めずらしい色合いの人間が、この世に二人と存在するだろうか。

　しかも、年の頃も、声こわ音ねも、目鼻立ちまで、鏡に映したよう。クロウが、『偽にせ物もの』と『本物』、それぞれに対面したのは時を隔へだてていたとはいえ、いくらなんでも不自然すぎる。

　フェルディアという娘は、果たして何者なのか。

　彼女を妻にすることは、クロウにとって、ほぼ確定事項だった。とはいえ、そこは腐くさっても『毒龍公』だ。万ばん全ぜんを期きすために、ユナイア王家を洗い、あわよくばフェルと王族の確かな繫がりを押さえるなり、「もしも」に備えてユナイアからフェルを脅おどし取れるだけの材料を摑んでおきたい。

「王宮に間かん者じやを送りましたが、シレイネ姫に双ふた子ごの姉妹がいるとか、城下にコノール王の落おとし胤だねがいるらしいなんて情報は、とんと得えられませんでした。しかも、シレイネ姫ご本人さまも厳重に隠かくされているのか、姿も見られなかったようだし」

「……そうか」

「でも、ひとつ分かったことが。夕暮れの瞳を持つ子供は、先祖返りのようなものか、ユナイア王家にしばしば生まれているんですよ。姫君ばかりなのは、女性に顕あらわれやすい性質なのでしょうね」

「！」

　視線を上げたクロウに、ケイはぱらぱら報告書をめくってみせる。

「で、奇きッ怪かいなのはここから」

「奇怪？」

「黄昏色の瞳を持つ王族は、いなくなってしまうのですよ」

「……過去にいた者は皆、夭よう折せつしていると？」

「違います。文字どおり、いなくなるのです。ここと、ここ。ほら、線が途と切ぎれているでしょう。別に臣しん籍せき降こう下かしたからってわけじゃない」

　濃い肌色の指が、とんとんと羊皮紙の上をたどっていく。

「幼い頃、というより、まだ赤ん坊の頃に、決まって謎の神かみ隠かくしに遭あっているんです」

　黄昏色の瞳を持つユナイア王族の、最新の記録は、前王コノールの曾そう祖そ母ぼに当たる姫君だ。

「この女性だけは、例外的に二は十た歳ち過ぎまで無事に過ごしているんです。当時、直系の血を継ぐ者がほかにいませんでしたから、特別大切にされたのかもしれませんね。けれど、傍ぼう系けいから婿むこを取り男の子を産んですぐ──」

「また、消しよう息そくを絶った？」

「ええ。それも、ほんのわずかな隙すきに」

　森を少し歩いてくると侍女に言ったのが、最後だという。狩りのために放された猪いのししや鹿しかぐらいしか、獣けものも出ない地だ。侍じ従じゆうたちは油ゆ断だんしていた。

　日が暮れても、夜が明けても、彼女は戻ってこなかった。

「その子供が、コノール王の祖そ父ふ？」

「ですね。今の王族に血を繫いでいる」

「消えた姫君の行方は？」

「分からないままです」

「消息を絶った場所は、王宮から少し遠い、お狩り場の離り宮きゆうか。警けい備びも、いくらか手薄だろうし、誰かが侵しん入にゆうしてきた可能性もあるな」

　では。

「さらわれた姫君が、市し井せいで子供を産む。その血を引いた平民の子があいつだとすれば……」

「はい。つじつまが合いますね」

『本物』と顔が似に通かよっているのは、遠い親しん戚せきだから。

　とはいえ、ただの可能性にすぎない。立りつ証しようできない以上、やはりフェルは『王族』ではなく『平民』の子でしかない。

「だが、仮に曾祖母が同じだとしても、あれほど似るものだろうか？　それに、その神隠し……なぜ本物のシレイネ姫も……」

　いまだに無事なんだ、と。眉をひそめるクロウの前で、そこが不思議なんですよ、とケイは付け足した。

「むしろ殺されていなくなったかたは、一人もいないのです。夕暮れを宿す姫君は、消えてしまう、のだそうです。ただ、忽こつ然ぜんと──」

「……」

　薄気味の悪い話だった。

　クロウは、系図に目を走らせ、頭にすっかり収めてしまうと、報告書もろとも暖だん炉ろに放り込んだ。
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　一方。

「奥方さま？　持っていくご衣装そのものは、殿下のお見立てでいくつかおあつらえになるそうですけれど……身の回りの品はどうされます？　お荷物入れとか」

「そうですわね……軽いほうがいいかしら」

　部屋に戻り、旅支度を侍女のラナに手伝ってもらいながら、フェルは軽くため息をついていた。

（召使の変装は、今回はさすがにお休みかなあ）

　黒龍城のあるキカラから遠く、文化も異なる地への旅に、使用人を伴ともなうことはできるだけ控ひかえるよう、クロウに言われていた。

　黒龍師団は儀ぎ礼れいとして同行するようだが、さすがに兵士に変装は無理だ。二重底の衣装びつも、ずしりと重く、気軽に持ち運べる代しろ物ものではない。

（あーあ。ちょっと息が詰まるかも。せめて、気休めにカツラとメガネだけ持ってくかな）

　あとでこっそり用意しようと心に決めたフェルの前で、ラナがうきうきと目を輝かせる。

「新婚旅行ですよ、新婚旅行！　楽しみですね、奥方さま。ティカルの温泉といえば、美容にもよく効きくって評判だもの。赤い奇き岩がん群ぐんがそれは見事な洞どう窟くつ都市だって」

　あたしをお供に選んでくださってありがとうございます！　と、まるで自分の新婚旅行のような浮かれようだ。準備をする手こそ止まらないが、鼻歌でも歌いだしそうな勢いである。

（新婚旅行、ね）

　離婚できなきゃ大戦争という危機のあとにしては、なんとものんきな響きだった。

　訪問先では、さすがに離婚のための無茶はできない。ほかの民族のお世話になるのだし、何よりこの間、いろいろと──たとえば旦那さまの顎あごに掌しよう底ていを入れてみたり──やらかしたので、しばらくおとなしくしたほうがいいだろう。

　とはいえ、環境が変わると、相手の知らなかった面が見えてきて、離婚率が上がるという噂もある。

（……いい加減、春も近いし）

　無茶はできなくても、離婚したいと思わせる努力はしてやろうではないか。

（いつもと違う自分を見せて、コイツとやってけないと思わせれば勝ちなのよ！）

　めざせ！　離婚旅行だ。
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　それは夢か、うつつか。

　とろとろと。まどろみにふと懐なつかしい声が、響ひびく。




「うわ、クロウ兄上。まーたしかめっ面つらしてる」

「！」

　ばさり。

　予告もなく、読んでいた書類を手から引き抜かれる。空からになった手元に視線を落としたまま、クロウは軽く目を瞠みはった。

「眉み間けんにずっとしわ寄せてっと、そのうち取れなくなるんだってさ。クロウ兄上は、ただでさえ兄きよう弟だいの中でいちばん目つきが凶きよう悪あくなんだしさあ。お年寄りとか顔見ただけで心臓発ほつ作さ起こしそうだってのに、これ以上にでもなってみなよ。やばいって絶対」

　拝はい領りようしたばかりとはいえ、この黒こく龍りゆう城じようのあるじはクロウだ。その彼相手に、こんなぞんざいな口をきく人間といえば、言わずもがな。

「お前な……。その兄に気苦労をかけてる馬ば鹿か弟はどこのどいつだ。書類返せ」

「そりゃま、今限定なら、おれですけどー」

　机の隣に立って、ひらひらと奪った羊よう皮ひ紙しを振る少年を軽く睨にらみ、クロウはふっと笑みをこぼす。

「俺の眉み間けんのしわを減らすのに貢こう献けんしてくれる気があるのなら、その無む駄だににょきにょき伸びていく手足をどうにかしろ。断りもなく兄を追い抜かしたら上から叩たたいて縮めるからな」

「うっわ非ひ道どう！」

　口では非道と言いつつ、亜あ麻ま色の髪を揺らし、少年はからから笑った。クロウの瞳ひとみが氷ひよう海かいなら、彼のそれは南の海だ。明るくあたたかく、誰からも愛される、命の気配に満ちた色。

　まだまだ子供だと思っていたら、剣けんの腕では自分と張り合うようになってきたし、そろそろ背まで抜かされそうな勢いきおいだった。

　クロウもつられて笑う。

　彼と過ごす時間が、クロウにとってはいちばん穏おだやかだ。前の領りよう主しゆが置き土産みやげにした家か臣しんたちが、揃そろって使えない狸たぬきどもだということも相まって、心を許せる相手が弟ぐらいだというのも、クルヴァッハを治めはじめる以前と変わりない。

　やっぱり、ここに彼を連れてきて正解だった。

　化け物だらけの皇こう宮ぐうに置いておいたら、何があるか分からない。

「話戻すけど。おれ、陰いん湿しつなむっつり野や郎ろうって女の子にモテないんじゃねーかなーって思うよ！　ほら、例の『肉だ！』のお姫様にとか」

「……お前、まだその話か。俺が特とく使しに行ってから、どれだけ経たったと思ってる」

「だって面おも白しろいんだもんな。兄上が、楽しそうにどっかの姫君の話をしたのなんて、あれっきりだったからさ」

　ユナイア訪問はもう二年近くも前のことだが、ぽろっとみやげ話にしゃべったのが誤あやまりだった。彼は事あるごとに、呆あきれるほどその話をクロウにせがんでくる。

「妙みような姫君がいたもんだ、ってだけのオチだろう。別に色っぽい意味合いじゃなく……」

「いいよな兄上はさ！　おれも、美少女の手で口に骨付き肉を突つっ込こまれたい」

「聞け。……そんないいものじゃなかった。割と真しん剣けんに窒ちつ息そくするかと思ったぞ」

「またまたぁ」

　少年は再び笑う。クロウは眉み間けんを揉もんだ。

「クルヴァッハは、エルラントの中でユナイアといちばん近いんだし。今より国同士が仲良くなったらさ、おれもいつか会えるかな、シレイネ姫と」

「お前はそのうち、藍らん龍りゆう公こうの称号と自分の領りようを貰もらう予定だろう？　いつまでクルヴァッハにいるつもりだ」

「うーん。クルヴァッハで、大おお手でを振ってシレイネ姫と会えるまで──かな？」

　ここは、土地そのものは美しく豊かでも、ユナイアとの抗こう争そうだけではなく、内ない乱らんだらけの最さい辺へん境きょうだ。それでも、と。

「兄上。ここを、エルラント一良い領地にしようよ。おれ、なんだって手伝うからさ。実現したら……母上だって、兄上のこと、ちゃんと認めてくれるかもしれないじゃないか」

　夢物語を楽しげに語る無む邪じや気きな少年に、クロウもつられて少し笑う。

「それはずいぶん遠い夢だぞ──パール」

　名前を呼んで、気づいた。

　ああ、そうだ。これは夢だ。

　三年前、『彼』とまともに話した、最後の。

「無駄口叩たたいてる暇ひまはあるのか。お前にはクルヴァッハ南東部を任まかせてあるんだ。今回は俺も後から追うが……明日からティカルに視し察さつだろう？」

　思いと裏うら腹はらに口が動く。漠ばく然ぜんとした不安が、急に形を取って、喉のど元もとにせり上がる。

（駄目だ。行かなくていい、視察など）

　なぜなら、彼は、このあと──
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「っわ！　旦那さま!?」

「！」

　いきなり手首を摑つかまれ、フェルは驚いて悲鳴を上げる。

（びっくりした！　馬車に揺られながら、顔を伏せているから、てっきり寝ているのとばかり）

　話しかけても返事がないもので確信を持ち、いつも彼がしてくれているように毛もう布ふをかけようとしたわけだが──

「……シレイネ？」

「はい。ほかの誰に見えますの」

「いや。……夢、か」

（寝ぼけてる？）

　きっちり憎にくまれ口を返しつつ、フェルは意外に思う。珍めずらしいな、と。

　当初は愛あい馬ばに騎き乗じようしていたクロウだが、現在はフェルの正面に座ざしている。フェルは首を傾かしげ、窓に顔を寄せてみた。

（わー！　すっごい眺ながめ！）

　垂たれ幕まくをめくり、危うく素すのままの歓かん声せいを堪こらえる。

　キカラから馬車に揺られることまる三日。

　クルヴァッハ南東部、ティカルの高原地帯は、「鳩はとの城しろ」とも呼ばれている。雨が少なく、冬も雪は降らない。

　少し枯かれた草原が唐とう突とつに途と切ぎれ、ぽっかりと赤い穴が空あいたように、すり鉢ばち状の谷が顔を覗かせる。広い盆ぼん地ち底ぞこや崖がけは棚たな状じようの奇岩や無数の隆りゆう起きを持ち、表面にはさらに、いくつもの穴が開いている。まるで蜂はちの巣や蟻あり塚づかのように。

　蒼そう穹きゆうがキカラよりも近く、いつも見上げるそれより濃こく鮮あざやかに目に映るのは、少し薄く、きんと澄すんだ空気のせいか。

　青い空と、赤い谷間。白い雲。黒い、無数の穴あな蔵ぐら。緑の草原に向け、穴からは、それぞれに蜘く蛛もの糸のように吊つり橋や縄ばしごが延のびている。

　まるでこの世の最さい果はてのような、摩ま訶か不ふ思し議ぎで幻げん想そう的てきな眺め。

「噓うそみたい。あの穴の奥が全部、生活の拠きよ点てんになってる……って」

「ティカルは寒暖の差が激しいからな。高原の民は、ああしてもぐらのように地中で暮らすんだ」

「まあ！」

　思わず瞳を輝かせるフェルに、旦だん那なさまが目を細める。

（……しまった。子供みたいって、思われた？）

　フェルは慌あわてて、窓に張りつけていた身を離した。軽く咳せき払ばらいして、今のうちにしかできない話の口くち火びを切る。

「ところで、訊きそびれておりましたけれど。先日の呪じゆ毒どくの件、旦那さまは、目め星ぼしがついてますの？　犯はん人にんの」

「黒幕そのものについては、目星、というほどのことは何も。ただ、イル族の中にそいつと通じている奴がいる可能性が高いのは話したとおりだ。仮に、……裏切り者、とでも呼んでおこうか」

「裏切り者」

　物ぶつ騒そうな呼こ称しように眉をひそめるフェルに、「その裏切り者については、黒幕より多少手て掛がかりがある」とクロウは続ける。

「まず、イル族の中でも、貴人かそれに準じゆんじる身分の者であること。夕ゆう輝き晶しようは、それは高こう価かな宝石だ。いくら少量ずつとはいえ、夕輝晶を使う呪毒を国中にばらまくには、相当な財力が必要になる。市場に出す前の夕輝晶を入手するにせよ、非合法に買い取るにせよ、それなりの地位がなければ難しい」

「なるほど。それで、イルの貴人ってどれくらいの数いますの？」

「全部で万を超える集落だからな。血族も全員合わせれば、ざっと三百名は下らない」

「えっ」

　容よう疑ぎ者しや、三百名あまり。

　さらに、貴人の従じゆう者しやなどを加えると、数は数倍に膨ふくれ上がる。この旅の日程は限られているのに。

「まあ、訪問当日に、貴人ばかり総出で歓かん迎げいの宴うたげを開いてくれるそうだから、最初に手を打っておくならそこだろうな」

「でも、そんなたくさんの人の中から誰が何人黒幕と通じているかって……しかも、出入りの多い宴で？　無理でしょう、見極めるのは」

　地道な聞き込みすら、考えれば無理な話だ。

「黒龍師団を使って尋じん問もんなんて体てい裁さいを取れば、きっとイルの皆さまから買う反感は計はかり知れないでしょうし。何より……そもそも、言葉が通じないんですわよね」

「ああ。だから、手っ取り早く当たりをつけるためのふるいを仕込んできた」

　彼は、指先で小さな小こ瓶びんを摘み、軽く振ってみせる。

「それ……毒？」

「の、ようなものだ。あとは葡ぶ萄どう酒しゆかな。お前にも協力してもらうぞ」

「？」

　──策さくについて詳しい打ち合わせを終えると、今度は別の疑問も湧わいてきた。

「そういえば、今、エルラント全土ではどれくらい呪毒の被ひ害がいが出てるんですの？」

　言った途と端たん、目の前に大きな羊よう皮ひ紙しを差し出される。

　フェルが首を傾げつつ広げてみると、どうやらエルラント帝国の大まかな地図のようだった。

「最近国内で起きた呪毒がらみと思しき事件を、地図に落としてみた」

「……クルヴァッハ以外は、中央に集中して……こんなに起きてたんですのね」

「各地ごとに、一件二件程度だがな……『眠らずの蝶ちよう』が多いが、ごく稀まれに、『かえらずの夢』に似た物まで出回っているようなのが、気がかりと言えばそうか」

「か、『かえらずの夢』……？　それは、別の呪毒ですの？」

「ああ。もっとも、俺も実物にお目にかかったことはないがな。人体に取り込まれる前に水で中和しないと、被ひ害がいは『眠らずの蝶』どころじゃ済まない代しろ物ものだと聞く」

　赤い点が、ぽつぽつと打たれた地図を、フェルは凝ぎよう視しした。エルラントは不案内だが、それぞれの領を区切る境きよう界かい線せんでなんとなく理解できる。

「……あら」

　気づいたことがあり、ふと顔を上げる。

「ひとつ、中心なのに印のない領がありますわ……ね」

　中央エルラント北部、グリフレイ領。──別名、白はく龍りゆう公こう領りよう。

「俺の兄、グリフレイ公こう爵しやくジルフォード＝グリフレイ＝エルラントが統とう治ちしている地だ」

「！」

（お兄さん……って、どうもイヤな予感しかしない）

　次じ兄けい、翠すい龍りゆう公こうイグレックが、クロウもろともフェルを殺そうとした事件は、まだまだ記き憶おくに新しい。フェルの心中をよそに、クロウはさっさと話を戻してしまった。

「まずは、ティカルの誰が、この件に関わっているか突き止める。そこから黒幕をあぶり出す」

　確かに、新婚旅行なんて甘いものじゃないな、とフェルは実感する。

「これから乗り込むのは、敵地ですのね……」

「そうだ、と言いたいところだが、肩かた肘ひじ張らなくていい。イルそのものは穏やかな民族なんだ。お前は静せい養ようすることを第一に考えておけ」

　この間体調を崩くずしたところなんだから、とそっけなく言うクロウに、フェルは唇くちびるを尖とがらせる。

（ずるい……）

　冷れい酷こくだったり鬼き畜ちくだったりするくせに、彼は息をするように自然に〝身体からだの弱い〟妻を気遣ってみせるのだ。

（わたしは戦力外だって言いたいの？　助けられてばっかなんてガラじゃないのよ。わたしも。わたしだって、あなたの役に立ちた──）

「かったら困るわ！」

「何にだ!?」

　かっと目を見開いて反はん射しやで叫さけんだフェルに、さすがのクロウの驚きも素だった。

（ないないない。まあね、根っから悪人ってほどじゃないのは分かってるし恩だってあるわよ、でも役に立ちたいとか、はあ？　わたし、頭おかしいんじゃないの!?）

「いいえなんでもございませんの。ただ、余った刺し繡しゆう糸いとを無駄なく最後まで使いきる方法について考えておりまして。案が尽きて困りますわ、と」

「だから、なぜこの流れで刺繡糸……いや、いい。ちなみに、たとえばどうやるんだ？」

「や、役に立たない短い糸をより合わせて、手編みで飾りを作りますのよ。重ねて束たばねて切れば、造花の芯しんにもできますわ、ホホホ」

　裏返り気味の声で、しっちゃかめっちゃかな言い訳をしつつ、フェルは混乱する。

（ああもう、余計なこと考えない。結局んとこ、この人も、敵！　敵だから！）

　──そうだ、敵なんだ。

　近い将来、別れが必ず訪れるはずの。

　そこまで考えたところで、ふと胸の内が暗くなった。

　急に翳かげったフェルの表情に訝いぶかしげに眉をひそめたクロウだが、何も訊きかず、ただ「迎えがきたようだ」と窓の外を指さす。

　いつの間にか、緑の平野には、鋲びようを打ったように騎き馬ばの群むれが現れていた。
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　高原の民イルは、神しん狼ろうの末まつ裔えいを名乗るのだという。

　輝く毛皮の蒼あおい狼おおかみと、蛇じや紋もんを背に持つ白い雌め鹿じかから生まれたのが、始し祖そ。

　その神話の一節を描いたものだろうか。

（うわあ、圧あつ巻かん……）

　馬車を下り、整列したイル族の出迎えに相対したフェルは、思わずこくんと唾つばを吞む。

　青の狼、白の鹿、金の鳥、黄の稲穂、見れば赤い百足むかでまで。着飾った女たちは、黒い衣装に、色とりどりの刺繡を広げていた。銀の大きな円えん盤ばん状の耳飾りをつけているところだけ、お揃いだ。

「披ひ星せい載たい月げつ。イルの女性は働き者だです。朝は星の出ているうちから、夜は月が輝く頃まで外で働く。だからみんな、頭ず巾きんや耳に銀の月をつけて、北の七つ星を背に負おう服を着てる、ます」

　不意に、たどたどしい説明が響く。フェルは顔をそちらに向ける。

（かっ、可愛かわいい！）

　にこりと笑い、緩ゆるやかな歩調で進んできた人物は、少し中性的な顔立ちの少年だった。ともすると少女めいて見えるほどに。

　黒こつ褐かつ色しよくの髪色を持つほかのイル族と明らかに違う。顔の脇わきだけ伸ばして一ひと房ふさ編んだ、ふわふわと癖くせのある髪は、瑠る璃り色いろを帯おびた銀ぎん髪ぱつ。青空に変わりかけた夜よ闇やみにも似た、濃のう淡たんのある紫むらさきの瞳ひとみ。
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（わあ、不思議な色合い。きれいだな。あなたの色は夕暮れの赤ね、って、院長先生には言われてきたけど）

　この人は、朝焼け色だとフェルは思った。髪も瞳も、まるで暁あかつきの青だ。

「このたびはおめでとうございますです、黒龍公、花嫁さま。まずはご結婚の言こと祝ほぎを。万ばん霊れいの嘉よみし、泡の命を水の命へ、水の命を泉の深さへ。血の幸さきわい永と久わに紡つむがれんことを。……イル族は、あなたがたを歓迎してるます」

　共用語を使い慣なれていないのだろう。

　彼ら独どく特とくの信しん仰こうに基づく、不思議な祝しゆく辞じを述のべ、舌っ足らずな挨あい拶さつとともに、広い袖そでに頭を埋うずめるように首を垂たれる少年に、フェルはきょとんとした。

（え？　なんだか、まるでこの男の子がここにいる人たちの代表者みたいな）

『言祝に言祝を。一いち葉ようの命を大樹の命へ、大樹の命を森の広さへ。永久に栄えあれと。歓迎いたみいる』

　目をしばたたく彼女の隣で、イル族の言葉で朗ろう々ろうと答とう辞じを返したのはクロウだ。

　もっとも、フェルが聞き取れたのはそこまでだ。そこから一言、二言と親しげに言葉を交わし合う彼らを、フェルは凝ぎよう視しする。音おん韻いんが複雑に上下し、歌のようにも響く異い郷きようの言げん語ごを、クロウは流れるように使ってみせた。

　そこで、ふと少年が目を瞠みはる。

「あの、黒龍公。イルの言葉、あまり使う、花嫁さま分からない思うです。きっとびっくりしてるます」

「それもそうか。久しいな、キリヤ。身体は変わりないか？」

「おかげさまだ、です。病弱なせいで、黒龍公にはご心配おかけしてるます」

「お前に何かあると、困るのはイルだ。大事を取れよ」

　フェルのほうに軽く振り向き、クロウはなんでもないことのように言う。

「キリヤ、紹介しよう。書簡でも知らせた妻のシレイネだ。シレイネ？　イル族の長おさ、キリヤ＝イル＝ティカルだ」

（ええっ）

　紹介されてにこにこ微笑む長を、フェルは意外な気持ちで見た。

（首しゆ長ちようはまだ若いって聞いてたけど……）

　イル族の首長、キリヤは、どう見てもまだ十四、五歳の少年だった。

（いくらなんでも若すぎやしないかと）

　共用語がちょっとたどたどしいのが、ますます幼さを助長している。

「シレイネ、顔に全部書いてあるが、キリヤはこれでも十九だ。お前より齢としは上だぞ」

「えええ!?」

「父には、呪われた童どう顔がん言われるました。あと、風に当たれば熱を出す弱さだから、成長が遅いんだって」

　くすくす笑い、彼は目を剝むいたフェルにも腰を折った。

「こんにちは、花嫁さま。お会いできる、楽しみにしていたます」

「ありがとうございます……ええと」

　面めん食くらったものの、フェルは脳内から、ここ数日何度も練習した挨あい拶さつを引っ張り出す。

『羽う毛もうの命を小鳥の命へ、小鳥の命を鷲わしの強さへ。歓迎、ありがとうござい、ます』

　フェルに分かるのはここまでだし、キリヤの共用語に負けないたどたどしさだったが、イルの言葉で祝しゆく詞じを返す花嫁に、周囲の人々までわっと沸わいた。

「イルの言葉、嬉うれしいです」

　キリヤも笑い、袖から少し出た指で谷を指した。

「ご案内しますです。ティカルへようこそ」




　草原から谷へと繫がる吊つり橋を渡り、穴のひとつにもぐる。

　入り口こそ狭せまかったが、中にあったのは、ぽっかりと噓うそのように大きな広間だ。いくつも開いた明かり取りから陽光が降り注そそぎ、意外なほど明るい。風通しもいいのか、中の空気も爽さわやかだ。

「どぞ、奥に。あ、でも」

　ふとキリヤが手を打つ。

「花嫁さま、来る聞いてた。だから、特別おもてなし、用意したです」

「？　特別おもてなし？」

　いつの間にか、周囲をぐるっと出迎えの女性陣に囲まれている。ぎょっとして身を引くフェルの腕を、彼女たちはむんずと摑んだ。

「こっち姫さま」

「来る姫さま」

「え？　え？　なっ、放して……」

「コトバ分からナイネ」

「意味分からナイネ」

「ものすごく通りいっぺんの片かた言ことですけれど、ちゃんとしゃべってるじゃありませんのー!?」

　突っ込みながらずるずる引きずられていくフェルに、クロウも驚いたらしい。問い質ただす声がきつくなっている。

「おい、何をしているキリヤ」

「ですから、おもてなしだです」

　ふわっと柔やわらかな髪を遊ばせ、若き首長は朗ほがらかに微笑んだ。

「たぶん、黒龍公も喜ぶです」
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（遅いな……）

　フェルがイルの女たちに連れていかれてから、かれこれ一いつ刻こくほどが過ぎようとしている。

　案内された広間で待ちぼうけを食わされることになったクロウは、出された馬ば乳にゆう酒しゆで軽く唇を湿しめらせ、キリヤやイルの貴人たちと話していた。

　気づけば、明かり窓から射さし込む陽ひは、妻の瞳と同じ色に染まっていた。櫨はぜの油を燃やす橙だいだい色の火が、あちこちに灯ともされていく。

　何気ないやりとりから慎しん重ちように情報を仕入れつつ、しきりに時間を気にしてしまう。

（やっぱり目を離すんじゃなかったか）

　いくら呪毒のもととなる宝石の産地とはいえ、衆しゆう目もくのあるところでそうそう危ない目に遭あうはずはない。分かっていても気がかりなのは、この場所のせいだろうか。

　クロウの様子を見て取り、キリヤが気遣わしげに囁ささやく。

「黒龍公、大丈夫あるか。奥方さまと離れた、不安ですか？　せっかちで心狭い男はすぐハゲるですよ」

「心配はそこか。……お前、ちょっと見ない間に口が悪くなったな？」

「ティカルは黒龍領だから。主しゆ君くんに似ただです」

　苛いら立だちを隠す気は無かった。目の前に座ってにこにこする若きイルの首長とは、彼の父親の代からの付き合いだ。

　機き嫌げんの悪そうなクロウに、ゆったりした民族衣装の広い袖そで口ぐちを口元に押し当てて、キリヤは楽しそうに笑った。

「そんなにカリカリしなくても、ほら。……花嫁さまのご登場、だですよ」

　言われて顔を上げる。同時に、広間の入り口から、甘い百びやつ花か香こうの香りがふわりと漂ただよう。

「！」

　しゃらりと澄すんだ音とともに広間に入ってきたフェルの姿に、クロウは思わず息を吞んだ。

　うんと薄い白しら絹ぎぬのヴェールの縁には、真しん珠じゆが惜しげもなくあしらわれている。髪に飾られた緋ひ色いろの寒かん椿つばきと薄うす紅べにの海かい棠どうの花かんざしが、印象をきりりと引きしめる。

　タフタに似た織おり物ものの、たっぷりとした黒い衣装には、イル独特の刺し繡しゆうで大輪の赤い花。複雑な柄がらを織り込んだ飾り帯を締め、翡ひ翠すいの飾りをいくつも絡からめる。足には、同じく花を浮き彫ぼりにした、小さな木き靴ぐつ。

　細かく紋もん様ようを打ち出した、銀の満月の耳飾りと、同じく銀の髪飾り。腕や足首を取り巻く金の鈴が、身体を揺らすたびしゃらしゃらと澄すんだ音を立てた。

「……」

「喜ぶ、言ったでしょう」

　キリヤの言葉に、クロウははっと我に返った。

「イルの花はな嫁よめ衣い装しようだです」

　首長自ら解説を加えるより、慣れない衣装に戸と惑まどいつつもフェルがこちらにたどり着くほうが早かった。

「あの、キリヤさま。衣装、ご用意くださって、ありがとうございます」

「いいえ。とてもお似合いです。黒龍公、奥方さまがおきれいだから、見み惚とれてるますよ」

　イルでは、美しいものに目を奪われて何も言えなくなる様子を、「妖よう精せいと踊っている」と譬たとえるんですよ──というキリヤの言葉に軽く咳せき払ばらいし、クロウはフェルを改めて見る。

「……」

　東方の意い匠しようを汲くむはずのその民族衣装は、フェルの持つ独特の色合いに、不思議とよく合っていた。彼女の、銀にルビーを砕くだいて溶とかしたような色の髪は、夕陽を受けてますます鮮やかに、黒い衣装の上できらきらと輝く。

　結局言葉の出ないクロウに、フェルは不安そうにしたあと、紅べにを薄く載のせた唇をわずかにひん曲げた。

「……よっぽど似合わないっておっしゃりたいんですのね？」

「いや……」

　クロウは急に、この場にいるキリヤやイルの貴人たちの視線が気になり始めた。

　どいつもこいつも、頭を押さえつけて下を向いていろと言いたい。──誰もが、着飾ったフェルの姿に、『妖精と踊って』いるように思えて。

　クロウは、珍しく素直に感想を口にした。

「急に黒龍城に帰りたくなってきた」

「最初に言うことがそれですの!?」

　本格的に機嫌を損そこねたらしい妻に、なんとなく悟さとる。

　──どうも、言葉選びを間違えたらしい。
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　香草をまぶし、塩しお窯がまで焼いた仔羊。平べったく円まるい、パン細ざい工く。

　高地で体力を保てるように、濃こく味付けした内臓のスープ。杏あんずや干し葡ぶ萄どうを一緒に煮込んだ甘い粥かゆに、たっぷりのヨーグルト。地ち熱ねつを使って育てたというフェルの頭より大きな水気いっぱいのハミウリや、姫ひめ林りん檎ごに似た海かい棠どう果かなどの果くだ物ものは、初めて見るものばかりだ。

　またたく間に敷しき布ぬのの上に並べられていく料理を、フェルはぼんやりと眺ながめていた。

（なんか、うんと遠くまで来たって感じ……）

　ただの身代わり業から、こんな非日常まで。

　次々奏かなでられる音楽や、集まった人々の笑い声を、上かみ座ざでぼんやり聞く。イルの舞姫は、七色のヴェールをまとい、風の妖精のように軽やかに舞っていた。

「バター茶、飲みにくいですか」

「いえ、おいしいですわ」

　同じく上座に座すキリヤに問われ、フェルは慌あわてて答えた。

「はい。あったまるですよ。馬乳酒や黒すぐり酒は強すぎるから。花嫁さま身体ちいさい、飲むと障さわるかもと思ったです」

　削けずった団だん茶ちやをうんと濃く煮出し、蜂はち蜜みつ、ヤクのバターやすり潰した胡桃くるみをたっぷり混ぜたバター茶は、気温の低いティカルでいちばん飲まれているものらしい。独特の風味が気になったが、身体が内側からほこほこしてくる。

（料理もお茶も、おいしいはおいしいんですけど、どうしてこんなことに……）

　ごく自然に腰に回された腕を気にしながら、フェルは視線をさまよわせる。言わずと知れた旦那さまの手だ。

　とはいえ、フェルはフェルで、自然に見えるように彼にもたれかかっている。自然に「見える」だけで、内心、頭といい心臓といい血管といい全身が集団暴ぼう徒と化している。

　見た目、一般的な「新婚さん」だ。

（まったく甘くない新婚旅行って触れ込みじゃなかったのかっての！）

　イルの民を不安にさせたくないから、良好な関係を知らすべきだ、と。提てい案あんしたのはクロウだった。

（それに、探りにきたと怪あやしまれないよう、ごくふつうの表敬訪問に見えるようにしなきゃいけないからって──いかにもな仲良し夫婦を装よそおうべきだからって！）

　理由は納なつ得とくできる、のだが。

（へ、平常心……！　これは演技これは演技、旦那さまだって本当は『まあ芝居だし』とか思ってるに決まってるわ！）

　千ち々ぢに乱れるフェルの内心をよそに、邪じや気きのない笑顔で、ほのぼのとキリヤは続けた。

「夫婦円満、とてもいい。黒龍公、花嫁さまのこといちばんかわいい。ティカルまで評判だです」

「だ、そうだ。なあ、シレイネ？」

「っ、……」

　芝居のはずなのだが、彼の台詞せりふは妙に堂に入っていた。

（そりゃあこの顔で皇こう族ぞくで公爵だものね、女のあしらいなんて慣れてるでしょうし演技も上手でしょうよ）

　思い直すと、ちょっと余よ裕ゆうができてきた。

　フェルは、ほかのイル族の有力者たちと話すクロウの顔を、じっと見上げてみる。

（いつもと変わりないというか、いつもより社交的で不ぶ気き味みなくらいなんだけど……）

　思い違いだろうか。会話が途と切ぎれて外を眺めた瞬間になど、ほんの少しだけ瞳が翳るのは。そして、そんなクロウを見るイルの貴人たちのまなざしに、敬意のみならず、どこか気まずいような複雑な感情が見え隠れするのは。

「……？　シレイネ？　どうした」

　ぼんやり考え込むフェルに、クロウが訝いぶかしげに問いかけてくる。気がかりのせいか、返す言葉はものすごくおざなりになった。

「ホホホそうですわね、せかいいち、いとしいダンナサマ」

「……」

　棒読みで明後日あさつての方向に向かって言い放つ妻に気づかれないよう、軽く遠い目をしたあと、クロウは何か思いついたらしい。

（え）

　フェルの背に回った手が滑すべり、頰を掠かすめる。あっという間にうなじを捉えられて引き寄せられた。

「世界で一番？　本当に？」

　軽く笑いを含み、唇が触れる距離で耳に吹き込まれる声は甘く、フェルの腹には無む駄だに力が入った。
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「ほんとうですことよ」

「ふうん、初耳だな。……もう一度、聞きたい」

（演技だろうがぁあ!!）

　何言っちゃってんのこの人！

　フェルは絶ぜつ叫きようした。ただし内心で。顔には鉄てつ壁ぺきの理性で微び笑しようを張りつけたままで。

（この馬鹿龍公、なに突とつ発ぱつ的てきな即そつ興きようはさんできてんのボロが出るでしょ!?）

　そう、芝居なんだからこんなに焦ることも恥ずかしがることもないのだが。

　分かっていても、脳が沸ふつ騰とうしそうだ。俯うつむきながら、袖そで口ぐちをぎゅっと摑む。

（ええい割り切れ！）

「せ、せ、世界で一番愛しい、だんなさま」

「そう。……俺も、欲しいのはお前だけだよ」

　あ、駄目だ。

　何がどう駄目なのかは不明だが、フェルは頭のどこかがぶつんと切れるのを感じた。

（ちょっと待ってちょっと待った、なんというかなんて言おう、限げん界かいです？　限界ですわ、限界でございますの、げ、）




「限界でごわす！」




　ひと声叫さけんでクロウを突き放そうと手を突っ張ったフェルに、キリヤが目を丸くしている。

（……っ、うわああ）

　身体に伝わる動きに、ふと傍かたわらを見上げると、旦那さまが横を向いて肩を震ふるわせていた。

「ええと。花嫁さま、お疲れだですか？」

「……イイエ」

　気遣わしげなキリヤに、フェルは蚊かの鳴くような声で返す。

　からかわれた。この悪趣味毒龍！

　覚えかけたはずの心配は、怒りに吹き飛んでしまう。

　夏までに絶対その頭、呪って枯かれ野原にしてやるからな、とフェルは固く誓った。




　やがて宴が進むと、クロウは酒に酔よったイルの貴人たちと、彼らの言葉で話すようになった。こうなると、フェルにはもうまったく聞き取れない。

（……どうしようかな。彼は彼で着々と作戦をこなしてるみたいだし。やらなくちゃいけないことがあるんだけど）

　いくら自称仕事の鬼とはいえ、語学関係はからっきしだ。

　仕事新婚旅行に備えてフェルがなんとか頭に叩たたき込んだイルの言葉は、最初の祝辞を兼かねた挨拶と、「こんにちは」「ありがとう」「お手洗いはどこですか」くらいのものだ。付つけ焼やき刃ばすぎる。

「花嫁さま。楽しんでるですか」

「え、はい」

　取り残されたフェルの不安を察したのか、話しかけてくれたのはキリヤだった。

「黒龍公、すごい人です。花嫁さま、きっとティカル中の若い女の子、敵にしてます」

「そんなことはないと思いますけれど」

　というか、喜んで差し上げますけれど。なんならリボンもかけますけれど。

「いいえ。そんなこと、あるのだ、です」

　幼い顔立ちのキリヤが笑うと、頰にえくぼができて、無む邪じや気きさが際立つ。フェルはつられて微笑んだ。

「ティカル、僕のひいじいさまの代、エルラントに攻められて属ぞく領りようなりました。今まで四人、領主さま来た。みんな、イルの民のこと、野や蛮ばん人じん言いました」

　妖精信仰のあるイルをさげすみ、聖せい詩し篇へんを読むことを強きよう要ようした。

「イルの言葉を使う者は殴なぐられました。髪は編まず、エルラント人みたいに、短く切れと命令されました。銀細工は鋳い潰つぶされて延のべ棒ぼうになり、縁えん起ぎ物ものの狼や百足むかでを刺繡した服燃やされました。そんなもの着るなら、いっそ裸はだかでいろと」

　鉱山で夕輝晶を掘るため、昼も夜も働かされて、重い税も課せられた。戯たわむれにさらわれた女たちもいた。時には暴力で何人も死んでいったという。

「……ひどい」

　フェルは驚いた。そんなことが、あったのか。

「イル、いっぱい抵抗した。でも、エルラント大きい国。それに、いくらがんばっても、領主さまは、キカラ出ない。ぜんぜん、届かなかったです。みんな疲れて、このまま一族終わるのかって。そのころに来たのが、黒龍公だでした」

　新しい領主は、それまでとまるっきり違っていた。

　あなたがたの文化を尊そん重ちようする代わりに取引がしたいと、クルヴァッハの領主として初めての、ティカル訪問を果たす。

　けれど、そんなことで喜べるほど、イル族の嘗なめてきた辛しん酸さんは甘くはなかった。

『取引なんて噓だ、どうせまた無む理り難なん題だいを吹っかけるに決まっている。イルの文化も言葉も知らないくせに、何をしに来た』

　当時の首長だったキリヤの父は、手を替えてさらなる搾さく取しゆでも企くわだてているのかと、来たばかりのクロウを追い返したのだという。

　すると彼は、怒るでもなくあっさり引いた。

　そして半年後、今度はイルの成年男子に倣ならって髪を伸ばして編み、イルの銀細工をボタンに取り入れた衣装を身にまとって再び現れた。

『これで話をしてもらえるか』

　そのときクロウの口から紡つむがれたのは、流りゆう暢ちようなイル族の言語だった──

「父も驚いて、話に応じることした、言ってました」

「……当時、旦那さまはおいくつでしたっけ」

「ええと。確か、奥方さまと同い年だったかなです」

　フェルは、少し離れた位置にいるクロウに目を向けた。

「黒龍公は、衣装の形は、たぶん北方のヤーリナ族やスヴィル族の。金糸の刺繡は、ユナイアの系統を継ぐメルガ族の。それぞれ気を遣っておいでだと思うです」

　聞けばクロウは、東方帝国などだけではなく、クルヴァッハに暮らすすべての民族の文化と言語を習しゆう得とくしているのだとか。

「僕も、とても尊敬してるます。昔から、身体が弱くて、風に当たるだけで熱を出してばかりいた僕を気にして、話し相手になったり。まるで弟みたいに可愛がってくださって──」

　ふと、キリヤは何かに気づいたように言葉を止める。その瞳に、かすかに苦しげなものが浮かんだ気がして、フェルは眉をひそめた。

「どうされました？」

「いいえ」

　尋ねると、キリヤは何もなかったようにぱっと笑う。気のせいだったのだろうか。

「いい旦那さまです、いうことです。でも、イルの子供、今ではみんな将来の夢はキカラで仕し官かんすることだって言う、ちょと困るます。ティカル若者いなくなる」

　今も、イル族の貴人の子だろう、自分を取り囲みながら騒ぐ男の子たちに、クロウは嫌な顔ひとつせず、しゃがんで目線を合わせながら応じてやっている。子供たちはきっと、遠い首都キカラの話をねだっているのだ。

（基本がド鬼畜かと思いきや。いいお父さんになったりして、意外と）

　思わずくすっと笑ったフェルは、「だからどうしたのよ」と俯うつむく。

「……そうですわね。いい、旦那さまです」

　頰に意識を集め、フェルは気持ちを切り替えて微笑んだ。

（そうだ、こんなとこで油売っててどうすんの！）

　なにせ、この宴では重要な使命があるのだ。そっと、傍らに運ばせていた大きな壺つぼを引き寄せる。みんな酒がほどよく回り、理性より本能が勝っているであろう今が狙ねらい目だ。

「キリヤさま、ひとつお願いが」

「はい？　なんでも」

「イルの貴人の皆さまにご挨拶を差し上げたいの。よろしければ、ご紹介いただいてよろしいかしら」

「もちろんだ、です！」

　イルへの理解を深めようとしてくれているのだ、と純じゆん粋すいに顔を輝かせるキリヤに罪ざい悪あく感かんを覚えつつ、色鮮やかな敷き布から立ち、貴人たちが集まって歓かん談だんしている車くるま座ざのひとつに飛び込んでいく。

「こちら、梟ふくろうの長、サジヤ老ろうと妻のパロ。隣がとらつぐみの長、トゥラルム、……」

『これは黒龍公の奥方さま！　砂の命を岩の強さへ。イルへようこそ！』

　貴人たちには、それぞれ鳥の名前が冠かんされているようだ。酒でいい気持ちになった彼らは、ぱっと破は顔がんして迎えてくれる。

　次々に紹介してくれながら、彼らにイルの言葉で取り次ぐキリヤの前で、フェルは少ないイル語集の中から祝辞と『こんにちは』を選んで微笑むと、抱えていた壺の革かわ蓋ぶたを取りのけて彼らに掲かかげて見せた。

「キカラ名物の赤葡萄酒をお持ちしたのです。皆さまにお召めし上がりいただきたくて」

『黒龍公夫人手ずからですか！　やあ、これはもったいない』

「きっとご存じだろう、あるものが混ぜ込んでありますのよ。キリヤさまもよろしければ」

　まずは首長からと勧めるフェルに、彼は「いえ、僕、お酒弱いだです……」と苦笑を返した。

　では、とフェルは、赤く染まった丸顔を、にこにこと嬉しそうにほころばせる壮そう年ねんの貴人男性の盃さかずきに葡萄酒を注ぐ。赤い酒は、器の中で、きらきらと輝きを放っている。近所のおっちゃんに必ず一人はいそうな人だな、と思いつつ、フェルは様子を窺うかがった。──彼はためらいなく中身を干ほした。

（この人は、シロ）

　こんな調子で行あん脚ぎやしていると、やがて、標的に行き当たるようになる。盃の中身を見た途と端たん、ぎょっとして顔を引きつらせたり、飲まずにためらう者が出てきたのだ。

『あの……』

　息を吞んで何か言いたげにしたのち、はっと我に返った若い貴人男性に首を傾げるふりをしつつ、フェルは彼の顔と名前を慎重に覚える。

（犬いぬ鷲わしの長のルジュナさま。これは毒じゃないわよ。でも、毒に見えたんだ？）

　車座を次々と回りつつ、フェルは被ひ疑ぎ者しやの名前を真剣に頭に叩き込んでいった。
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　ここまでは、順調に予定をこなしている。

　のっぴきならない問題が発生したのは、その日の夜だった。




　宴を早めに引き揚げて、温泉から汲くみ上げた湯を貰もらい、寝ね間ま着きに着替え。

「……疲れましたわね」

　提供された部屋の扉を閉めたとたん、フェルは大きなため息をついた。

「どうだった？」

「なかなか調べ甲が斐いがありましたわよ。反応のあった貴人の名前はこっそり控えてまいりました。顕けん著ちよだったのは、二十名程度でしたけれど」

「こちらもだ。長老とその取り巻きにはさすがに知識があっただけという可能性もあるだろうが、疑わしき若い者の多かったことが少し気がかりだな」

　首しゆ尾びを報告しつつ、フェルは作戦の内容を思い出していた。

（前に聖堂で見た、あの雲母きららを交ぜたみたいな紅い花。こんな風に使うなんてね）

　花の汁しるも独特の光こう沢たくを持つため、一見『燐りん光こうを発する』という呪毒に似たものができ上がる。

　紅茶。血ち糊のり。今まで、呪毒の疑ぎ装そうに使われてきたのは、いずれも赤い液体状のものだ。貴人にふるまって回ったのは、花の汁を混ぜた赤葡萄酒。毒性は全くないし、よく見れば、石自体もぼんやりと光る呪毒とは、明らかに別物だと分かるのだが。

　念のため、勧める前に「きっとご存じのものが入っています」と言い添えれば、普通香こう辛しん料りようか何かだと思うだろうが、心当たりがあれば呪毒を連れん想そうする。

「素材はここの夕輝晶でも、呪毒の取り扱あつかいはおろか、特性まで知っている者は意外に少ないからな」

「ぱっと見て、『光る紅いもの』に、反応すれば、怪しいことになりますものね」

　とはいえ、これでは、人数がざっと絞り込めただけだ。

　クロウと手分けして、該がい当とうする貴人を挙げていったはいいが──

「……で。どうしますの、これから」

　フェルはむう、と口をひん曲げた。容疑者が多すぎるのだ。

「まさか全員が関係しているはずないでしょうし。もともと呪毒に詳しかったり、単に光る酒に驚いただけの人を、より分けなければいけませんわよ。名前を書き出していくと、結局五十名以上になりますわ」

「いや、十一名だ」

「えっ？」

「分かったことは、もうひとつ。最近、イルでもぐりの商取引があって、それを隠したい連中がいくらかいた、ってところだな」

「え……どうしてそんなことが」

　それぐらいはフェルもキリヤに訊いてみた。外部から商人の訪問があったかの質問に、キリヤもイルの貴人たちも、心当たりはないという。

「言語だ。この地域の貿易はこちらが管理している。にもかかわらず、最新の取引で使う専門用語を使っても、貴人たちの使う通つう詞じたちには流りゆう暢ちように返してくる者がいた。ということは」

「共用語圏けんの人間と、ひそかに接触があったから、ですのね。それじゃ、光るお酒に反応したかたがたと、習熟度を上げた通詞たちの主あるじ。両方照らし合わせれば……」

　呟つぶやくフェルの前で、クロウはインクに羽ペンの先をひたし、名前に次々線を引いていく。

「わ、本当に十一名になった！　って旦那さま、人数ソラで分かりましたの!?」

「？　ああ」

　フェルが調べてきた貴人と、彼が自分で調べた貴人。全員を把は握あくし、誰の背後に誰がいるかという、もうひとつの情報も総合してぽんと数を出してしまったわけだ。

「さて、これからどうするか、だったな。シレイネ、次はこの十一人をもう少し詳しく探れ」

「詳しく探る……？」

「赤い染料を用意した。首筋に赤い蝶ちようを描いて、彼らの反応を確かめろ。手始めに……そうだな、犬鷲の長と鶉の長の奥方はキカラの流行に興味津しん々しんだから、話を通しやすいはずだ。俺は夕輝晶の管理について詳細を仕入れてこよう。明日の夜にまた互いに成果を報告し合い、さらに絞り込む」

　さくさくと手順を決めていくクロウに、フェルは素直に感心した。

「旦那さまって頭おかしいですわよね」

「……褒ほめてないだろう？」

「失礼な。わたくしじゃおよそ考えつかないことを、よくもポンポン思いつくなって、最大級の賛さん辞じでしてよ」

　軽かる口くちを叩きながら、あれ、とフェルは思った。

（こういう話をするのって、『召使フェル』のときだけだって思ってたんだけどな）

　──境きよう界かい線せんが、少しずつ曖あい昧まいになりつつある。

　それはつまり、『妻』としても、彼と親しん密みつになりつつあるということで。

（まずい）

　フェルは焦った。

　なぜそれが『まずい』のか。考えることすら危険な気がした。慌てて、彼に提案する。

「それじゃあ、明日も大忙しですわね。もう遅いですもの、あなたも早くお部屋にお戻り下さいませ」

　フェルとしてはいたって普通に勧すすめたのだが、クロウには怪け訝げんな顔をされた。

「ここが俺の部屋だが」

「はい？　わたくしの部屋ですわよ？　何おっしゃって……」

（……ちょっと待とうか）

　果はてしなく嫌な予感がする。

　フェルは、おそるおそる、用意された部屋を見回した。

　あかあかと火の燃える、青のタイルを張った暖炉に、土に陶とう磁じ器きを埋うめ込んで細さい密みつ画がに仕上げた壁。飾り絵皿に、細やかな刺繡に彩られた調度や、金細工の凝こったテーブルなど、過ごしやすさは申し分ない。豪ごう華かすぎてもったいないくらいだ。

　問題は──中央にでんと居座る、巨大なそれ。天てん蓋がい付きでないあたり、黒龍城の自室と勝手が違っている。が、それ以上に──

「どうして寝しん台だいがひとつで枕がふたつですの!?」

（そりゃ、ものすごく広いけど！　二人で寝たところで、面積的にまったく問題ないだろうけど!!）

　もてなしてもらっておきながら、部屋を分けろとか続き間にしろだなんて贅ぜい沢たくは口が裂さけても言えない。でも、いくらなんでも。

　対するクロウは平然としたものだった。

「無理もない。イル族の貴人には、ワルプルギスまで『白い結婚』なんてまどろっこしい習慣はないからな」

（えええ!?）

　さて寝るか、と普通に掛かけ布ぬのに手を伸ばす彼に、フェルは度ど肝ぎもを抜かれる。

（昼間に演技や嫌がらせでべたべたするのとは違うんだけど!?　だって、だって、お互いこんな寝間着姿だし!!）

「……おい。何をぼうっと突っ立っている？　まさか一晩中そこにいるつもりか」

「そのまさかですわ」

　動かないフェルに不ふ審しんなまなざしを向けるクロウに、フェルは高笑いで答えた。

「ほーっほほほ！　この土の床と絨毯が、わたくしの本日の寝台ですの」

「高笑いしながら言うことか？　かけらも優ゆう雅がじゃないからな」

　逆に鼻で笑われた。腐くさっても病弱な奴が床で寝るなんて馬鹿か、と。

「何を妙な想像をしているのか知らないが、別に何もしない。……襲ってほしいなら話は変わるが？」

「誰が!!」

　顔を耳まで真っ赤に染め、まなじりを吊り上げて嚙かみつくフェルに、「からかっただけだ」とクロウは涼すずしい顔だ。

「ワルプルギスを迎える前に襲いかかるほど飢うえていない。それも、お前のような色いろ気けも何もあったものじゃない女に。また掌しよう底ていでもかまされれば今度こそ顎あごが砕くだけ散るしな」

　先日やらかした失敗を揶や揄ゆされ、フェルは違う意味で顔から火を噴ふいた。

（この野郎、なんで今、その件むし返してくれちゃう!?　わっる！　性格わっる！）

　ただでさえ気の短いフェルだ。かちんときたら言い返す。

「あーら、そうですの。でも嫌なものは嫌です。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼しと言うではありませんか。冷たい土の床だって、ふわふわのクッションの上で毛布に包まれているが如ごとくに感じられるかもしれませんわよ」

「そんなところで滅却できる心頭があるならもっと別の使い道を考えろ」

「……」

　ごもっとも、だ。

「と、……とにかく！　わたくしは寝台を使いません。使いたければ旦那さま、ご自由に」

「妻を床で寝かせて俺だけ使えるかそんなもの。……ああもう、そんなに気になるなら、俺が床でいいから。おまえがこっちで寝ろ」

「そんなこと旦那さまにさせられるわけないでしょう！　よくお立場を考えあそばせ、あなたは皇子殿下でクルヴァッハ公爵ですのよ」

「じゃあ、二人とも寝台を使えばいいだろう」

「それはイヤ!!」

「お前のわがままはわけが分からない。あまりつべこべ言うと、枷かせをはめて寝台に縛しばりつけるぞ」

「ふっ、やってごらんなさいませ！　今夜は眠らせませんことよ」

　言葉尻だけ拾えば、艶つやめいた語らいにも取れる。

　しかし、この場にケイがいれば、「色気が行方不明ですね」と額を覆うことは間違いなかった。




（で？　…………なんでこうなったよ）

　結局。

　幼よう稚ちな口くち喧げん嘩かの果てに残ったのは、空っぽの寝台。

　そして、疲れきり、寝台をはさんでそれぞれ壁によりかかって寝ることになった夫婦の姿だった。

（……どうも、最っ強にアホくさい光景を繰り広げてる、気がする……）

　あのあと、言い合いは激しさを増したので、喉がカラカラだ。

　麻あさ布ぬのを一枚敷しき、毛布にくるまり、ぐったりと土壁にもたれたフェルは、しばし放心状態に陥おちいった。

　愛剣を支えに、同じように寝台の向こう側で壁に背を預けている旦那さまの顔は、ちょうど陰になってよく見えない。

（さすがにこれは……わ、……悪いことした……っていうか旦那さま、意地っ張りすぎ！　病気になったらどうするのよ）

　自分のことは遠くにぶん投げて、フェルは呆あきれた。

（わたしはいいのよ、わたしは。野や生せい児じだし、雨あま漏もりどころか吹雪ふぶきが直接吹き込んでくるような孤児院で暮らしてた貧びん乏ぼうド庶民なのよ、半はん端ぱな鍛きたえ方してないし）

　それを言うなら、戦いくさの最前線で幾いく度どとなく野営も経験している彼こそ半端な鍛え方はしていないはずなのだが、とにかくフェルのほうは彼の体調が気になった。

　でも、だからといって、一緒の寝台で寝ることができるかといえば──

（同じ布にくるまって、体温が感じられて、息が聞こえる距離で、寝るとか）

　うん、無理。

　直感が下した結論に、フェルは内心で深く頷いた。

（早く寝よ寝よ！　明日もあるんだから。小銭がいちまーい、小銭がにまーい……）

　早く眠れるおまじないを脳内で唱となえつつ。フェルは毛布を頭まで引っかぶり、ぎゅっと目を閉じた。
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（ね、眠れない……）

　しばらくはうとうとしたフェルだが、結局深夜にぱっちり目が冴さえてしまった。

　もっとも、床の固さ冷たさは、慣れているのでまったく問題ではない。

　寝台をはさんでいるとはいえ、近くにあるはずの気配。息遣い。存在が。

（寝られるか──!!）

　はあっとため息をつき、フェルはぎっと睨にらんだ。

　せめて寝相が面白ければ翌日ネタにもしてやれるものを、闇に紛れつつも彼の姿勢は崩れない。

（こっちの気も知らず……快適そうにまあ。叩き起こしてやりたいわ……）

　理不尽な怒りを覚えかけたフェルの思考を遮さえぎったのは、クロウのかすかな寝息の乱みだれだった。

（？　旦那さま……？　なんか、寝苦しそうじゃない？）
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　油皿の明かりはわずかだが、これでも夜目は効きくほうだ。

　夜狩だって、仕事でしたことがある。

　──と。

　クロウの薄い唇が、わずかに開く。行くな、と彼は呟いた。

「……パール」

　寝言はそれきりだった。

（パー、ル……って。誰？）

　再び静かな寝息を立て始めるクロウを、フェルは瞬まばたきもせず見つめていた。
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　またか。こんな場所のせいだろうかと、頭の冷れい静せいな部分が考える。

　夢の続きだ。

　なぜなら、いるはずの無い者が目の前にいる。




「──その骨は白しろ珊さん瑚ご、その肉は紅べに珊さん瑚ご」

「どうした？　いきなり」

　クロウが不ふ審しんそうな目を向けると、彼は肩を竦すくめる。仕し草ぐさはいつもどおりくったくないが、いきなり呟つぶやいた文もん言ごんは縁えん起ぎでもない。

「死者に捧ささげる聖せい詩し篇へんなんてそうそう口にするものじゃない、パール」

「いやまあ、聖職者じゃないから、ここまでしか知らないんだけどさ。……人間、死んだらどうなるんだろなあ、ってふと思っただけ」

　たしなめるクロウに、彼はなおも続ける。

「天国アヴアロンは海の向こうにあるんだっけ。でも、きちんと弔とむらわれないと、安あん息そくの岸辺に憩いこえずに、妖よう精せいの世界に引き込まれるって？　なんでも気に入った死者の魂たましいを喰くらい、皮をかぶって、屍しかばねに青い火を灯ともして祝いの酒さか盛もりをするらしいね、彼ら」

　気味が悪いよね、と彼は笑った。

「見た目は儚はかなく綺き麗れいでも、性質は気まぐれで残ざん酷こく。人間に近づくことは好きでも、近づかれること、知られることが嫌きらい。聖詩篇はもっと大嫌い。彼らの作る呪じゆ毒どくは、死者の血と魂たましいで呪いを夕ゆう輝き晶しように繫つないでるって言い伝えもあるっけ。なんなんだろうね、……妖精ってさ」

「お前、本当にどうしたんだ？　さっきから急に、おとぎ話のことばかり。妙みように詳しいし」

「んー？　まあ、前にキリヤが教えてくれたのもあるし……最近ちょっと調べたりもしてて。伝でん承しようとか、いろいろ」

「なんでまたそんなものを」

「クルヴァッハ南東部総そう督とくを任されてるからかな。兄上とまではいかないけど、おれもちゃんと現地のこと知っとかないと。妖精信しん仰こうの本場じゃないか、明日から行くティカルなんか特に。……それに」

　彼は、そこで少し言葉を切った。

「死については、よく考えるんだ、最近。おれが死んだらさ……兄上はどうするんだろうって」

「パール！」

　クロウは、今度こそ眉まゆをひそめた。

「先月皇こう都と入りしたときに、母上に何か言われたのか？」

　彼女が害がい意いを持つのは、皇帝の眼まなこを受け継ついだクロウのみで、弟は可愛かわいがっていたはずだ。

　彼は一瞬黙ったのち、「ないっちゃないし、あるっちゃあるような」と言葉を濁にごす。

「でも、今のは単純に、まだ死にたくはないよね、って話。やりたいことあるし、兄上ってば余よ裕ゆうなくて危なっかしいから」

「おい。危なっかしいってなんだ」

「そのまんま。あのヘンな東方商人さんもボヤいてたよ？　兄上が話を聞いてくれない、ってさ」

「ああ……あの妙な商会の。まともに取り合うな。あいつ、うるさい上に絶対にただの商人じゃないだろう、面めん倒どうだ」

「えー。話してみると、結構面白い提案くれるんだけどな、彼」

　ついこの間から城に滞たい在ざいしている、『殿下ちょっぴりお耳を拝はい借しやく！』のひと言を免めん罪ざい符ふに、怪あやしげな商品を売りつけるべく息いき継つぎなしでしゃべり散らす東方商人の顔を浮かべながらため息をつく。

「……で？　母上からは一体何を吹き込まれたんだ、お前は。大丈夫なのか」

「うーん、と。視察から帰ってきたら、話すよ」

「おい。思わせぶりなことを言って心配させておきながら、それはないだろう」

「悪かったってば。今はまだ、おれもなんだか、頭の中整理できてなくて。だから、帰ったら」

　苦いものがまじる弟の笑顔を、ふと見やり、気づく。

　ああ、そうだ。『だから』のあとはない。質ただす機会は、永遠に失うしなわれている。

　これは夢だった。たった三年前の、過去の追つい体たい験けん。

　──そう、分かった途と端たん。

　唐とう突とつに。

　ぐしゃりと水袋が割れるような音を立て、弟は潰れた。

　裂さけた胸から赤い色が流れ出し、足元に、ひたひたと迫る。鼻をつく、錆さび臭くさいにおい。

　あたたかな海と同じ色の瞳ひとみ。

　同どう腹ふくの弟の持つそれは、今は空くう虚きよに見開かれ、こちらを向いている。

　何が起きた。倒れた弟を助け起こそうとして、気づく。己おのれが握っている、長剣に。そしてその刃やいばが、べったりと赤に塗まみれていることに。

　そうだ、弟は。救うにはなす術すべもなく。ほかでもない、この手で……。頭が真っ白になり、彼は慟どう哭こくする。

　あの時、無理にでも聞き出しておけば。この悲劇は避さけられたのだろうか──
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　翌朝。

　外が白しらみ始める頃。ようやくうつらうつらと舟を漕こぎだしたフェルが目を覚ますと、寝しん台だいの向こうは空っぽになっていた。旦だん那なさまは旅先でもずいぶん早起きだったらしい。部屋に姿もなくなっている。

「奥方さま？　お顔色が優すぐれないですね？」

「いいえぇ、なんでもありませんのよ。ちょっと旅の疲れが残ったのかしらね」

　げっそりと起き出したフェルは、着替えを手伝ってくれるラナに力なく笑い返した。

（でもな。旦那さまもうなされてたし。実はあんまり休めてないんじゃないかなあ……）

　ほら変な寝方するからよ、と鼻で笑うには、自分の責せき任にんがちょっと大きすぎる。

　例のごとく『ド畜ちく生しようこの毒どく龍りゆうが！　椅い子すから落ちて尻しりを強打するがいいわ！』とささやかな呪のろいをかける気にもなれず、モヤモヤする。

　フェルの心中を知るべくもないラナは、しきりに首を傾かしげている。

「旅疲れ？　昨晩、温泉には入浴されましたよね。泉せん質しつがお身体からだに合わなかったのかしら」

「いえ、違いますの。単に、旦那さまが」

　旦那さまが一緒で緊きん張ちようして眠れなかったなんて本音を漏もらしたが最後、気も仕事も早い彼女は、キリヤのところに文もん句くを言いにすっ飛んで行きそうだ。あまつさえ床で寝たなんて知られれば、卒そつ倒とうするかもしれない。フェルは一瞬黙り、話をすり替える。

「……旦那さまと最近やたらと目が合うのが気になるせいかもしれませんわ」

　いちおう、噓うそではない。ラナはきょとんとしている。

「目が合う？　殿でん下かと？」

「ええ。つまらないことだけど、あんまり人にじろじろ見られると、落ち着かないでしょう。旦那さまも何を考えておいでなんだか」

　妻とはいえ敵国の姫だから、監かん視ししたいのは分かるけど、と愚ぐ痴ちの続きは胸にしまうフェルの前で、ラナは、頰ほおを両手で包んできゃあっと黄色い声を上げた。

「やだっ素敵！　やっぱりお似合いのご夫婦ですよね！　殿下と奥方さまって」

　どうしてそうなる。

　しきりに疑問符ふを頭上に浮かべるフェルの様子に気づいたのか、ラナは得意げに解説をくれた。

「だって、視線が絡むってことは、奥方さまご自身も、殿下を目で追ってるってことじゃないですか！」

「はぁっ……!?　そ、そんなことは」

「大ありですよ！　殿下が一方的に見ていたところで、奥方さまが気づかなければ、それだけのことなんですから」

　むふ、と口元を緩ゆるませっぱなしのラナに、またしてもフェルは妙みように焦あせった。これはいけない。何がどういけないか分からないが、とりあえず誤解を解かねば。

「べ、別に旦那さまと目が合うからって悩んでるわけじゃなくてよ！」

「奥方さま、言ってること変わってます」

「うっ」

　的てき確かくに突っ込まれて言葉に詰まるフェルに、ラナは楽しげに笑った。

「あーもう！　失礼だったらごめんなさい。でも、奥方さまったらお可愛かわいらしくて！」

　フェルは「その旦那さまは今どうされてますの？」とむくれ気味に話題を変えた。

「今朝は、殿下はイルの主要な貴人の皆さまとご会食ですって。昼からご視察。奥方さまには、お召し物を替えられたあとは、お散歩されたり、温泉でしっかり静せい養ようされるようにとのおおせです」

（え、会食？　って、わたしが探ろうと思ってた貴人たちも一緒だよね。……どうしよう。いきなり暇になっちゃった）

　そんな話をしながらも、ラナの手は忙しく動いていた。本日のドレスは、雷らい紋もんと呼ばれる幾き何か学がく模も様ようや、複雑に編み上げた組み紐ひものボタンを取り入れた東方風のものだ。耳飾りも、小ぶりの白しろ蝶ちよう貝がいを使った異い邦ほうの細工である。

　素材はつやつやと光る練ねり絹ぎぬ。真っ白に見えて、光の加か減げんでほんのり薄緑を帯びるそれは、天然の色なのだとか。

「なんでも、『天てん蚕さん』と呼ばれる不思議な蚕かいこの吐はく、貴重な糸だそうです。砂漠の大商路『天蚕の道』の名前の由来になっているもので、東方じゃ生き糸いとひと束たばが羊十頭と交こう換かんされるのだって！」

（げ、本当に!?　うっわそんなの絶対汚よごせない、というか何かの拍ひよう子しに『ビリ』とかいったらどうしよう！）

　フェルに血の気を引かせたことも気づかず、ラナは、着付けながら、「きれいな色ですよね、ほらやっぱり愛されてますって奥方さま！」と声を明るくする。

　自参した衣装は、素材も意い匠しようも東方風で、イル族好みの孔く雀じやくの刺し繡しゆうを取り入れてある。クロウの見立てだったが、如じよ才さいのなさには呆あきれるばかりだ。

（イル族に気を遣つかってるのもあるだろうけど……たぶん、わたしの印象がよくなるようにだ）

　口に出して言ってくれるわけではない。彼の優しさは、大変に分かりにくい。

　──でも、優しさではある。

（……シレイネさまへの）

　ドレスに見える細やかな配はい慮りよ。

　右手の薬指に光る、鈴すず蘭らんの指輪もだ。

　この間まで、指輪は鎖くさりを通して首にかけていたのだが、なぜか旦那さまにバレてしまい、「どうせならちゃんと薬指にはめろ」と命めいじられた。

　薬指にははめるが、左手は勘かん弁べん！　と。迷った結果、現在の位置はそこである。

（だって、左手にはめる権利は……偽にせ物もののわたしが、受け取っていいものじゃない）

　彼から貰った指輪を、その位置にはめるのは、本来なら『シレイネさま』のはず。

（あの人は、意い地じ悪わるだけど悪い人じゃない。……だから、シレイネさまのお身体の具合が良くて、ちゃんとご自分で嫁とついでいたら、お似合いの夫婦になってたかもしれないんだ）

　彼の何なに気げない仕草や、立ち居ふるまい。考え方や、統とう治ち者しやとしての資し質しつ。

　高こう貴きな血筋を窺うかがわせるそれらに気づくたび、フェルは思い知る。

　──遠いな、と。

（本当なら、言葉を交わすどころか、顔を見ることもないはずの人だしね）

　だから、この地に来てから彼の元気がない理由だって、あれこれ考える資格だって……。

「なんて、グジグジ考えても仕方ないですものね!!」

「はい？」

「いいえ。いろいろ考える前にお出かけすればいいのだわってだけの話ですの。昨日の吊つり橋も楽しかったわね。ちょっとドキドキしましたもの」

「ええっ？　奥方さま強いですね、あんまり揺れるんで、あたしはひたすら怖かったですけど」

　悲鳴を上げるラナに、フェルは「そう？」と笑ってみせた。

（どうせいっときの夢なんだ。仕事なんだし、楽しく割り切ってやっつけよう！）

　とりあえずは、クロウの提案に従い、赤い染料で首に蝶ちようを描いていつでも貴人たちを訪ねられるようにしておこう。それなら、身ぎれいにして行ったほうがいい。まずは風ふ呂ろだ、とフェルは決めた。細かいことは浸つかりながら考える。散歩がてら、洞内の構造も覚えてしまいたい。

　内実はどうあれ、名めい義ぎは旅行。旅費だって馬ば鹿かにならないのだから、多少なりとも楽しまないと損そんである。
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　広々とした鍾しよう乳にゆう洞どうの中は、自分の息を吐はく音すらよく響く。

　かすかな硫い黄おうのにおいと、白い湯けむりが立ち込める、とろりと濁にごった湯が溜たまる石せつ灰かい棚だな。そのひとつに浸かりながら、フェルは思いきり手足を伸ばした。

（くはあー、あったまる。こんなに気持ちいいものだなんて！）

　よく眠れなかった疲れなど、すぐに吹っ飛ぶ気がする。

　そして、お湯には、なぜかオレンジの皮がぷかぷか浮いていた。ティカルにも同じ習慣があったのか。

（まるで天国だなぁ……いやいや贅ぜい沢たくは敵だー、離り婚こんするぞぉー、金もらうぞぉー、でもやっぱ気持ちいいー）

　脳のう味み噌そがとろとろ溶とける。うひひ、とフェルは不ぶ気き味みな笑いをこぼした。

　岩の縁へりに後ろ頭を預け、しばらく夢見心地に浸ひたっていたはずが──

（ん？）

　現実に引きずり戻されたのは、とても唐とう突とつだった。

　すぐ目の前に、知らない顔がある。

　認識できずに、フェルは目をしばたたく。

　間違いなく顔だ。恐ろしく整った、男性の顔。

　白い肌からして、中央エルラントの血が濃こい人だろうか。

　薄い灰かい青せい色しよくの髪と、このティカルの空みたいな明るい青色の瞳ひとみ。首の下には、しっかりした喉のど仏ぼとけと、浮き出た鎖さ骨こつと、それから──

「やあ」

「あ、ども」

　彼は、爽さわやかに片手を挙あげた。フェルも反射で笑い返す。

　目の前の相手は、とても爽やかに半はん裸らだった。

（あらやだー、お客さんが来たんだ。男の人かあー）

　じゃ、ない。




「いっぎゃあああ──!!」

「おおおう!?」
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　浴よく衣いの前を搔かき合わせ、湯を蹴けってひっくり返ったフェルの悲ひ鳴めいに、半はん裸ら男は目を白黒させる。

「おい大丈夫かね!?　誰か知らない娘、どうした、変なものでも出たのか!?」

「変なものはあなたですわよ！　なに女性専用のお風呂で当たり前のようにくつろいでますの変へん態たい──!!」

　たいへん好意的な解かい釈しやくをして、単純に入り口を間違えたのだとしても、ティカルの温泉は男女ともに浴衣着用厳げん守しゆだ。

「変態？　誰か知らない娘よ、人聞きが悪いな！」

「ただの真実ですわよ！　局きよく部ぶを覆おおう薄布一枚で、女湯でくつろいでいるだけで、もはや罪でしてよ!?」

「ふっ分からぬ奴だな。人間、生まれたときは例外なく全裸だったのだ。つまり人類みな全裸のところ、無理をして布の下に隠しているにすぎない。そんな、これ見よがしに着込んだ服より、ほのかな心配りと恥じらいで身に着けたこの薄布こそ、慎つつましさと思いやり文化の極きよく致ちといえるじゃないかどうだ分かったか誰か知らない娘！」

「何言ってんのかサッパリ分かりませんけどあなたが変態だってのはよく分かりましたわ！」

　言い合っていると、ふと相手はこちらの顔をまじまじと見つめてきた。

「緋ひ色いろがかった銀の髪に、夕暮れの瞳、妖よう精せいの如ごとき可か憐れんな顔立ち……そなたまさか」

「え、っと？」

「嫁かーッ！」

　なんのことでしょうと訊きく暇はなかった。

　半裸男は、空色の瞳を明るく輝かせたかと思うと、勢いきおいよくフェルに飛びかかってきたのだ。

「嫁だ、そなた嫁だろう！　いやーここで会ったが百年目、じゃなくて夢にも思わなんだぞ嫁！」

「ちょ、いやっ放して！　誰かっ！　誰か来てぇえ──!!」

　フェルは半はん狂きよう乱らんになった。

　叫さけびながら、湯の底に敷しかれた板をひっぺがして投げつける。

　ぬめりのせいで手が滑すべり、ひどくもたついてしまう。

　きっと避よけられると踏ふんで焦あせったが、彼は、あっさり脳のう天てんに板を食らった。

「ごうふ」

　ざぶ、と音がして、上うわ背ぜいが前のめりに湯に沈む。

（弱っ!?）

　さすがに大丈夫かと青くなったフェルだが、男は一瞬で立ち直った。彼が身を起こすと、灰青色の髪から勢いよく湯が流れ落ちる。

「ま、負けぬぞ……嫁ならなおさらのこと、この裸ラにかける情熱を理解させるまでは」

「理解できませんから、ちょっと誰かー！」

　後ずさって涙目になるフェルの耳には、「殿下、早く！　非常事じ態たいです！」というラナの声が、まるで女め神がみのそれのように頼たのもしく聞こえた。

「おい放せ、そっちは女湯だから、って……シレイネどうした……!?」

　引っ張ってこられたのは、何がなんだか分からないといった風ふ情ぜいの旦那さまだ。たまたま近くを通りすがったところを、ラナに引きずられてきたらしい。

　彼は、顔色を変えてこちらを見──

　半裸男の姿に、大きく瞠どう目もくする。




「……ジルフォード兄上？」

　──時間が、凍こおった。




「いよっほう愚ぐ弟てい元気にしていたかね！　会えて嬉しいかい、うっれしいだろう、さあさあ泣いて抱ほう擁ようするがいい、お前の大好きなお兄様だよグフウェ！」

　明るい挨あい拶さつは、半ばで途と切ぎれた。

　フェルにしたのと同じように片手を挙げて挨拶を始めた半裸男──ならぬ、エルラント第一皇おう子じジルフォード＝グリフレイ＝エルラントを、クロウが無表情に足で湯に沈めたせいだ。




　で。

　──とりあえず、服を着ていただいた。

　そうすると第一皇子は、白はく皙せきの美び貌ぼうの、びっくりするような貴き公こう子しに変身した。

（……うっそ。ちゃんと皇子さまだ!?）

　少しまなじりの垂たれた目と、右目の下の泣きぼくろが、不思議な色気と愛あい嬌きようを生み、高貴さと親しみやすさが絶ぜつ妙みように同居している。

「ああ、私としたことが、非ひ礼れいを詫わびねばなるまい。驚かせてしまったのだな」

　彼は長い指で青みがかった髪を搔き上げると、ふっと物もの憂うげにため息をつき、目を伏せる。そんな立たち居い振ふる舞まいひとつとっても美しく優ゆう雅がで、金モールのついた極上の白い衣装から目が離せない。

　しかし、なぜだろう。素晴らしい、見違えたと手放しで賛さん美びするより、「何かの詐さ欺ぎじゃないのか」と胡う乱ろんなまなざしを向けたくなる変わりっぷりは。

「というわけで、愚弟！　再会を喜ぼうぞ。嫁！　お目にかかれて光栄ではないか。お兄様だ！　ちなみにここで喜んだり光栄な気分に浸るのは、私ではなく幸運にもばったりこの私に会えたお前たち」

「……シレイネ。一応紹介しておく。この頭に虫の湧わいている変態が、白はく龍りゆう公こうジルフォード＝グリフレイ＝エルラント。嘆なげかわしいことに、……俺の長ちよう兄けいだ」

「シレイネ＝アリステル＝ユナイアです。以後お見知り置きを……」

「要するに嫁だな！　ああ私のことは遠えん慮りよなくジルお兄様と呼ぶといい。さっき湯板で脳天をかち割ってくれたり変態呼ばわりしたりラの素晴らしさを分かち合えなかった悲しみなどとうに忘れたから安心していいぞ嫁！」

（つまり覚えてんじゃないのよ！）

「まあ、ありがとうございます。そんな風に思ってらしただなんて。誤解されてしまうような失礼、申し訳ございません」

　フェルはにっこり微ほほ笑えんだ。

　そうだ誤解してもらっては困る。過去形ではなく今でも立りつ派ぱに変態だと思っているし、未来永えい劫ごうラの価値など認める気は無い。

　誰だか知らない娘に続き、嫁呼ばわりだ。名前を覚える気がないんじゃないのかという疑ぎ惑わくもどうでもよくなる勢いきおいでジルフォードは呵か々か大たい笑しようし、明るくひらひら手を振った。

（あ、でもまあ、わざわざ雰ふん囲い気き悪くすることはないのか）

　ふと思いついて、フェルは弁べん解かいのように持ち上げてみた。

「あのう、ジルフォードお義に兄いさまは明るいかたなのですね。お声も、歌か劇げきの役者よりよく通っていらして」

「お義兄様！　お義兄様だと言ったぞ聞いたか愚弟！　当領調べでは世の男性の八割が『お兄様』と呼ばれることに憧あこがれを抱いだいているのだそうだ！　まさに世の憧れを体たい現げんする気高い私に似つかわしいな！」

「ああそうか劇場用の変態だったのか」

　クロウがちょっとうつろな目をした。

「白龍公のこと……お知らせするのが遅れたです、ごめんなさい、黒こく龍りゆう公こう。花嫁さま。……来られたのが、ほんの半はん刻とき前で」

　身分の高すぎる突然の来訪者への対応に困り、とりあえずもてなし代わりに風呂に放り込んで時間稼かせぎをすることにした、と。こそっと耳打ちするように、慌あわてて駆けつけたキリヤは素直すぎる告白をくれた。

（まあ、困るよねいきなり来られたら。だって、旦那さまの訪問でも十分大おお事ごとなのに、皇子がいきなりもう一人なんて）

　おまけに、ジルフォードはエルラントの皇こう太たい子し。

　普通に考えてこの人が次のエルラント帝だ。

　ド庶しよ民みんなのに、自国の王様や敵国の皇子さまのみならず、敵国の次期皇こう帝ていともお知り合いになってしまった。うっかり畏おそれ多すぎる。

（って、こんな有名人にお目にかかるなんて機会二度とない。よく覚えとこ）

　なんだか、謎なぞのもったいない根性が働き、フェルは食い入るように目の前の人物の顔を見つめた。

　先例に倣ならい、ウーベル帝は年長の男子から順にいい土地を与えている。長兄ジルフォードのグリフレイ領は、やはりというかエルラントの中心部にある。広大で肥ひ沃よく、皇こう都とにも近い。第三皇子にして、辺へん境きように飛ばされたクロウが異い端たんなのだ──が。

　ジルフォードは破は顔がん一いつ笑しようし、フェルの顔を覗のぞき込んできた。

「どうだね嫁、エルラントはいい国だろう！」

「は、はい。とてもよくしていただいて……」

「そうだろうそうだろう。とりわけ愚弟のクロウは頑がん張ばりやさんだからな。クルヴァッハはとてもいいところだ！　鉱こう物ぶつ資し源げんは豊富だし、東西が交流するぶん食べ物も種類があって美う味まい、何よりかにより葡ぶ萄どう酒しゆが旨うまい。初めて踏むエルラントの地がクルヴァッハで、嫁は幸せ者だぞ」

　わっはは、とジルフォードは笑った。軟なん派ぱな見た目に反して、やっぱりその笑い方は豪ごう快かいだった。

（……な、なんかイグレックさまと随ずい分ぶん印象が違うなあ。ユナイアの王女だからってことで、もっとすげなくされるかと思ったよ）

　空を映うつす泉の色を持つ瞳は、クロウよりもイグレックに近いのに、あの蛇へびのような狡こう猾かつさがまったく見えない。ひたすら、楽しげにきらきらこちらを見つめてくる。

（結構、いい人だったり……ってことはないか）

　クロウの表情は、始し終じゆう硬かたい。ジルフォードを警けい戒かいしているのだろう。

（よく考えれば、イグレックさまは皇こう籍せき剝はく奪だつされたんだっけ）

　とすれば、今やジルフォードにとってクロウは、自分の次に帝位に近い人間。お互い意識し合って当然だ。

（でも、あんまり自然にクルヴァッハを褒ほめるから……）

　ぐるぐる回るフェルの思考をさておき、案の定、話は物ぶつ騒そうな方向に飛んだ。

「時に兄上は、どうしてティカルまで？　……俺の記き憶おくが正しければ、ここは最辺境でもクルヴァッハのはず。いつからグリフレイの一部になったのでしょうか」

　あ、なるほど。

　クロウの皮肉に、フェルは納なつ得とくした。

（了りよう解かいもなく、勝手に入ってきてるんだものね。旦那さまが怒るのも無理ない）

　彼は『箱はこ庭にわを守る龍』──クルヴァッハを宝のように守ることに腐ふ心しんしているのだとは、ケイの喩たとえだ。

　もっともそれは、本人の前では禁きん句くだと、ケイからは注意されていたが──

「ははは！　愚弟その二は相変わらず箱庭主しゆ義ぎだなぁっはは！」

　ジルフォードは、あっさりと笑い飛ばした。

（ぎょへえ！　言っちゃったし!?）

　フェルはカコンと顎あごを落とし、顎を落とす自分の顔にびくっとしたキリヤの視線に気づいて慌てて口元を覆おおってあくびのふりをした。

「お前、せっかく恵まれた容姿と、明めい晰せきな頭脳と、優すぐれた統率力を持ってるのに。それじゃ宝の持ち腐ぐされ、いわば……なんていうんだっけかな。自じ領りよう警けい備び員いん？　じゃない、そうだ引きこもりじゃないか！」

「足りない頭を補おぎなって差し上げましょうか。……引きこもりなら城外に出ませんが？」

「そうかそうだな！　じゃあ壮そう大だいな引きこもりだ！」

　さっきまでの和なごやかさはどこへ。

　劇場用の変態と、壮大な引きこもりの間に見えない火花が散った気がして、フェルはびっしょり冷や汗をかく。

「あなたは、わざわざ嫌みを言いにここまで足を運ばれたので？　では、しかと拝はい聴ちようしましたので、早急にお引き取りを。キリヤ？　使ってない室へやはあるか。この変態をくれてやるから魔まよけ代わりにでも塗ぬり込めておけ」

「え？　え？　困るです、いりません」

　よっぽど苛いら立だっているのか、クロウは珍しく暴ぼう君くんだった。

　突然領主に話を振られ、童どう顔がんの首長は見るからに狼ろう狽ばいする。かわいそうだが本音が出た。

「密みつ室しつに閉じ込めたいだなんて……それは、お兄様が好きすぎて誰にも見せたくないという愛情の発はつ露ろだね愚弟？　安心したまえ、お兄様はもちろんクロウが大好きだ！　でもお兄様はみんなのお兄様だから、おまえ一人の独どく占せん欲よくに捕られるわけにはいかないんだ分かってくれ」

「キリヤ！　もう部屋はいいからこのバカの口に詰める羊毛を用意してくれないか！」

「ふはは、それは新しい遊びかね？　ああ分かったお兄様の声も独占したいのだね！　縛しばって口を封じて閉じ込めたいほど愛されてるなんて、ああ重い、おまえの愛は重いよ愚弟」

　なんだこの人、言葉が通じない。

（……だ、旦那さまが口で翻ほん弄ろうされてる……！）

　初めて見る光景に、フェルは不ふ謹きん慎しんにも感動した。純粋に言い負まかされているというより、相手が未知の生き物だからなのだが。

　ジルフォードはそこでふと笑顔を引っ込めた。

「しかしなあ。おまえの新しい遊びに付き合ってあげたいのはやまやまだけれど、お兄様は忙しいのだよ。調べ物にきたのだから」

「調べ物？」

「『眠らずの蝶ちよう』」

「えっ」

　思わず声を上げたフェルに、ジルフォードはにっこり笑った。クロウがわずかに眉をひそめて兄を睨みつけるのを見て、「しまった」と思う。

「嫁には何か心当たりがあるようだがなあ」

「……い、いえ」

（……う）

　さっきまで底抜けに明るいように見えたジルフォードのまなざしを、今はまっすぐ受け止められない。

（な、なんなのこの人……さっきまでと違う）

　それこそお芝しば居いの役者のように、一瞬で表情が入れ替わる。

　ただ話しているだけなのに。フェルの背筋に、冷たいものが走った。

「最近、エルラントでは、呪毒がらみの騒ぎがやけに多いそうじゃないか。皇太子として見過ごせなくてだな。こうしてティカルくんだりまで出向いたわけだ。まさか、この名前に嫁が反応するとは思っていなかったけれど」

「我が領でも、つい最近被ひ害がいが出ましたので」

「……へーえ？　あの毒、自じ我がを破は壊かいして人間を操あやつるものと聞いているが。では尋ねよう、お前の領では、何が起きた？　『誰』が、『どんな』命令を受けていたのだね」

「一人は侍じ女じよ。一人は黒龍師団兵が」

「『どんな』が抜けているよ。何より、呪毒にやられたのはそれだけ、かな？」

　──まずい。

（先生のことは言わないで、お願いします！）

　フェルは心中で必死に祈いのった。

　ユナイアからの使者が問題を起こしたなんて知れたら、何が起きるか。けれど、うっかり第一皇子相手に、下手な噓もつけない。露ろ見けんしたら、クロウが窮きゆう地ちに立たされる。

（この人、ひょっとして……試してる？）

　クロウに、何か疾やましいところがないのか。

　クルヴァッハに、クロウの了解も得えずに立ち入ったのも、もしかしたら。

（旦那さまを疑ってる？　ううん。もっとはっきり、自分の次に帝位に近い旦那さまの動きを封じたくて、むしろ足を掬すくいにきた……？）

　まさか皇太子に知られてしまっていたなんて、とフェルは唇くちびるを嚙かむ。

（呪毒がエルラントじゅうに広まってるなら、先生を庇かばえば、今度は旦那さまが疑われる。隣国の一吟遊詩人バルドに責せきを負おわせて、自分に被ひ害がい者しやだと言えば話は簡単なわけで──）

　ユナイアにとっても、ガウェインを生け贄にえにして丸く収まるなら、喜んで彼を差し出すはず。

　しかしここで、クロウはさらりとのたまった。

「言えません」

「それは、私の命令でも？」

「では、忘れました、と」

　涼しい顔で、クロウは供されたバター茶を啜すすっている。

（……黙っててくれた……）

「ふうん。……それは、お前が一連の呪毒騒ぎに関係ありとみていい、ということかね？」

「解かい釈しやくはお好きに」

　フェルはおろおろして、同じく反応に困っているらしいキリヤと唇だけで会話をする。「どしますと」「わからんとです」焦りすぎて口調がうつった。

「クロウ」

　わざわざ名前を呼んだ。

　そうはっきり分かるほど意味ありげに。含めるようにクロウに目を合わせ、ジルフォードは唇に笑みを刻きざむ。

「私はお前が可愛かわいくてたまらない。なぜなら弟だからな。兄きよう弟だいは大切にするもので、守り慈いつくしむもの。けれど、エルラントは、この国はもっと大事だ。なぜなら私もお前も、その血は、この国のしもべなのだから」

　それから彼は少し視線を遠くにやり、思い起こすようにつぶやく。

「愚弟その一のイグレック。あれも、実に可愛い弟だ。分かりやすく、統治者には向かず、向かない者なりにさっさと自じ滅めつしてゼルク領を安あん寧ねいに導いてくれた。きっとあれには己おのれの限界が見えていたのだろうなあ。実にいい子だ、そう思わんかね」

　さらりと毒を吐くジルフォードに、フェルはびっくりする。

「私はクルヴァッハが欲しい。資源豊かで、東西を結び、まだまだ可能性を秘めたこの地は、エルラントの将来のための大切な宝だ。半はん端ぱ者ものには任せておけない。──私の言わんとすることは、賢いお前なら分かるだろう？」

（……この人、一体）

「──さあ。クロウ、お前はどうかな？」

　兄の問いかけに、クロウは答えなかった。
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「旦那さま、大丈夫だったんですの？」

　夜。

　部屋に戻ってフェルは、ぽそっとクロウに訊きいてみた。

「何が」

「とぼけないでくださいな。あんなこと、ジルフォードお義兄さまに言ってしまって……」

「あんなこと？」

「事件のことを忘れたとか、そういうことを。あなたのお立場が悪くなったらどうするんですの。いえ、別に心配してるんじゃございませんの。断じて」

　フェルは視線を泳がせた。何を言っているのか自分でも分からない。

「使者殿を差し出したほうがよかったか？」

「いいえ！」

「だろう。滅めつ多たなことは言うな」

「……でも、何かうまい言い訳を、あなたなら思いついたんじゃないかって」

「白龍公は翠すい龍りゆう公こうとは違う」

　あの通りの変態だし何考えてるんだか分からないしそれ以上に意志の疎そ通つうも図れないが、とクロウは兄をさんざんに言う。

「だが、あいつは国を想うことに関しては、俺たち兄弟の仲でいちばん向いている男だ。ユナイアとの国交なんて微び妙みような問題が絡めば、いくら上手に噓をついても必ず見み抜ぬかれる」

　国のためとのひと言でなんでもしてみせる、危ういところもある奴やつだが、というクロウの表情は、闇やみに紛まぎれてしまって分からない。

「危ういところがあるって……それじゃあなおさら、ジルフォードさまが何か企んでおいでなら知っておかないと。クルヴァッハが欲しい、とかおっしゃっていたし……」

「お前の手に負おえる相手じゃない。あいつの意図なら俺が探っておく。……想定外のことがあって、お前も疲れているだろう。お互い報告は明日だ。もう休め」

　しかしクロウは、取り合いもしない。むっとしたフェルは、卓に置かれた磁じ器きの水差しに気づいた。鼻をくすぐる、甘あま酸ずっぱい香りには覚えがある。イルの給きゅう仕じが気を利きかせてくれたのだろう。フェル自身は、宴えん席せきでは「強い酒だから」と止められて飲めなかったこともあり、ことさら魅み力りよく的てきに見えた。

「旦那さま。黒すぐり酒ですわ。お注つぎしますのでお待ちになって」

　彼を引き留めようと、フェルは水差しを手に取った。彼らの文字で添え書きもあったが、フェルでは読めないので、「どうぞ」と振り返ったクロウの手に押しつける。

「……『不届き者、妖よう精せいの呪いを受けよ。黒龍の庭は、赤い病に冒される』」

　金のゴブレットふたつに赤あか紫むらさきの酒を注ぎ、手紙を読むクロウの声を聞きながらフェルが口をつけようとしたときだ。

「飲むな！」

　手首に衝しよう撃げきが走り、床に酒がぶちまけられる。

　クロウがゴブレットを叩き落としたのだと気づくのに瞬まばたき数度を要した。

「……！」

　すぐに気づく。飛び散った酒が、ぼんやりと薄気味悪く光っているのだ。

「旦那さま、これって」

「……呪毒、だな。俺たちの使ったまがい物なんかじゃない。純正の……」

「！」

　フェルは口元を覆おおう。

「それじゃあ、……『裏切り者』は」

「ああ。確実にこの地にいるんだ。しかも俺たちの目的に気づいている可能性が高い。いずれ知られることは覚かく悟ごの上だが……早すぎる。おまけに、こうも過か剰じように反応されるとはな」

　牽けん制せいするため、こうして毒酒を置いたのだろう。隠れるどころか、『ティカルにいる以上、いつでも殺せる』と威い嚇かくするために。

「まだ……手紙に続きがあるな。『藍あいの龍は己おのが血に沈んだ。宝物は、二度とは失いたくないものだ』……」

「前半は、黒龍公領に呪毒をばら撒まくぞ、という予告に聞こえますけれど。後半は、意味が分からないですわね……」

　フェルは唇を嚙む。

「旦那さま、どうしましょう。作戦に変更は──旦那さま？」

　戦意も新たにきっと顔を上げたフェルは、クロウの様子がおかしいことに気づいた。

　彼ははっきりと色を失っている。青い目を見開き、食い入るように手紙を見つめていた。

「あの、どうかされましたの」

「！　いや」

　なんでもない、と目を逸らすものの、彼がここまではっきりと狼ろう狽ばいを表すのは珍しい。

　しかし、彼が次に発した言葉で、驚きは上書きされてしまった。

「……明日から、お前は『裏切り者』探しをしなくていい」

「え……？」

「部屋でおとなしくしているんだ。出かけるなら、迎ひん客かく用の区画から出ないようにしろ」

「ちょっと、旦那さま　それは、どういうことですの」

（一緒に犯人探ししようって、言ったじゃない！　そのための新婚旅行じゃないの）

「それに、このお酒！　わたくしは宴うたげではお酒に口をつけなかったのだから、明らかにあなたを狙ったものだわ！　放置すれば、どんな危険が及ぶか分かりません」

　フェルはクロウの両袖そでを摑み、正面から彼を睨にらみ上げた。

「旦那さま、お答えください。わたくしでは力不足だとおっしゃりたいの、今さら──」

　不意に、その瞳の色に気づき、ぞっとする。見慣れたはずの青は、まるで底なしの虚きよ無むを湛たたえていたのだ。

　思わず黙り込んだフェルの手を外し、彼はフェルの首筋を撫なでた。冷たい指先は、その下の血の流れを確かめているようだった。

「口答えは許さない。──いいな、シレイネ」

　それきり背を向けてしまったクロウに、フェルは何も言えないままだった。
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（旦だん那なさまの噓うそつき）

　ジルフォードが現れて二日後の朝。用意された朝ちよう餐さんの席で、フェルはむくれていた。

（一緒にあぶり出してやろう、って言ったくせに。なんで何もさせてくれないのよ！）

　長ちよう兄けいの闖ちん入にゆうと毒入り酒で、『裏切り者』探しの新婚旅行は、すっかり様さま変がわりしてしまった。

　クロウがフェルを調査に関わらせるのを、ひどく嫌いやがるようになってしまったのだ。

（外出すら渋い顔されるし。一人で動くのが駄だ目めなら、旦那さまに同行したいって言ってみたけど、断られたしなあ……。きっと、あの呪じゆ毒どくが旦那さまを狙ねらったから。何かあったときにわたしを巻き込むのがイヤだからだよね）

　以前も、花嫁を危険に曝さらすまいと、あえて冷たく振ふるる舞まっていた彼のことだ。フェルとてもう学習して、その真しん意いを疑ったりはしない。が、納なつ得とくできるかは別次元の話だ。

　彩いろどり鮮あざやかに神話を縫ぬい取った敷しき布の上に所ところ狭せましと並べられた、クコの実を入れたバター茶、氷ひ室むろで保存していたのかひんやり冷たい梨なしやりんご、干ほし杏あんずの糖とう蜜みつがけなどの豪ごう勢せいなごちそうを見やり、フェルはため息いきをつく。当分、赤いものには手がつけられそうにない気分だ。

　部屋に毒が置かれたことと、『宝物は二度と失いたくないものだ』というあの手紙が、彼の内に眠っていた何かに触ふれたことは、間違いないだろう。

（だって旦那さま、毎晩うなされているんだよ。ジルフォードさまが来たあの日から、余計ひどくなっていく。あの手紙の内容って、ケイさまの話……『陰いん惨さんな事件』に関係してたの？）

　フェルはクロウの顔を盗ぬすみ見る。一見、気づかないほどだが、どことなく顔色は蒼あおく、目の下は青黒い。眠りが浅いせいだろう。

　かすかな呻うめきと、苦しげな寝ね息いきに交じり、時折言葉が聞き取れる。

　──行くな。

　──なぜ。

　──『パール』……。

（パール、って。人の名前だよね。誰、なんだろ）

　離り婚こんはしたいが、円えん満まんに、が理想だ。旦那さまに苦しんでほしいわけじゃない。

　彼の心が蝕むしばまれているのなら、黙って見過ごすのは嫌だ。

「旦那さま。なんだかお疲れじゃございませんの。心配事があるのなら聞きますわよ。わたくしにできることならなんだっていたしますわ」

　真剣な目で、フェルは、何度目かになる提案をした。

「それに、ジルフォードさまだって気になりますもの。女のわたくしなら、お義に兄いさまも油ゆ断だんして何か話してくださるかもしれませんし。とにかくわたくしだって、あなたの……」

「……では、何もするな」

　ゆっくりと、クロウは顔を上げる。

「どこにも行くな。何も探るな。……ジルフォードのことなら放っておけ。望むのはそれだけだ」

　──感情のこもらない声に、はらわたを冷たい手で撫なでられたような心ここ地ちがした。

「旦那さま!!　答えになってな……」

「わっほいおはよう愚ぐ弟ていおはよう嫁！　仲良く愉たのしく夫婦で朝食かい、お兄様も交じっていいかな？」

　ふと、明るい声が朝ちよう餐さん室しつに割り込み、フェルもクロウも揃そろってそちらを見上げる。案の定な人物の登場だ。クロウが即そく座ざに返答する。

「お断りします。よそでどうぞ」

「ようし分かった勝手に混じる！　『ほんとは構ってほしい、でも素直になれないの』なお前のあまのじゃく加か減げんなんて偉い大だいな兄にはお見通しなのさ！」

　なんだろう。妙にいらっとくる。

　生ぬるい夫婦のまなざしをものともせず、ジルフォードは予告に違たがわず遠えん慮りよなく敷き布に上がり込むと、フェルの隣に腰を下ろそうとした──が。

　クロウが射い殺ころしそうなまなざしで睨にらみつけるので、ジルフォードは肩をすくめてクロウの真横に陣じん取どる。

「ところでせっかくお隣さんだ、今日こそ聞かせてもらうぞ愚弟！　お前の領に出た呪毒のことで……」

（やばい！）

　フェルは慌あわてて傍かたわらにあった、葉に包んだもち米と栗くりの蒸むし物を手に取る。

「あの!!　これ、美お味いしいんですの、お義兄さま！」

　ずいっと無理やり二人の間に割り込むと、べったり張りつけた笑顔で、ほこほこと甘い香りを含んだ湯気を立てる蒸し物を差し出す。

「おや嫁、なんだい私は今ちょっと愚弟にだね」

「ああそうハミウリ、新しん鮮せんなハミウリはいかがですか、ジルフォードお義兄さま！　干した海かい棠どう果かもおいしゅうございますわよ、是ぜ非ひとも召めし上がっていただかなくては」

「やあ気がつくなあ嫁は！　ハミウリは昨日食べてすっかりはまっていたのだよ！」

　わたしの瓜うりが食えないってか、とでも言わんばかりの勢いであれこれ差し出す弟の嫁に、気が変わったのか彼は無む邪じや気きに礼を言う。

　にこにこ笑って、切った瓜を受け取り、もしゃっとかぶりつくジルフォードを見て、フェルは「バター茶もどうぞ」とお茶を注そそぐ。口に物を詰めるだけ詰めてしゃべらせない作戦だ。

　フェルは、こうしてジルフォードがクロウに絡からもうとするたび、ああだこうだと立ち回っては邪魔をした。

（……この人は、クルヴァッハが欲しい、ってはっきり言ったんだもの）

　今、クルヴァッハ領ティカルで、皇こう太たい子しにより呪毒が見つかりでもすれば、黒龍公の大失態になる。

（旦那さま、間の悪いことに毒の専門家だし……）

　最悪、犯人を探し当てるはずが、こちらが犯人にされてはたまったものではない。

　とりあえず、底知れないジルフォードと、日々『何か』の記き憶おくに苛さいなまれるクロウ。

　若じやつ干かんの理り知ちと大半の野生の勘かんが告つげるところによると、あまり彼らを近づけすぎるのはよくないのでは──という結論に達した。

（旦那さまはここでも先生を守ってくれた。じゃあ、せめて、彼がつけられそうになっている言いがかりくらいからは、がっちり守って恩返ししてから後あと腐くされなく別れるわよ！）

　借りっぱなしなんてガラじゃないし！

（ジルフォードさまが嗅かぎ回る気力もなくなるくらい、邪魔して邪魔して邪魔し倒してやるわ。言げん語ご中ちゆう枢すうが狂くるった変態なら、こっちも変態的に間に挟まってやるんだから！）

　彼らが並んで食事をとろうとすれば、真ん中に陣取り酌しやくをしてはジルフォードに絡み、廊下ですれ違うときも似たようなことをする。

　──ちなみに、フェルがジルフォードにばかり注意を向けるようになってから、クロウの機き嫌げんはますます悪あつ化かしていたのだが、本人はまったく気づいていなかった。

　慣れない作り笑いをずっとしているせいで、フェルはフェルでここのところすっかり疲れきっていたのだが、業務の一環だと結論づける。

（これも仕事！　働いた疲れは働いて取るのよ！）

　心意気を新たにしたところで、嫌いや味みなくらい爽さわやかな笑顔のジルフォードに、右手をがしっと摑つかまれた。

「ところで嫁！　突然だけど釣つりは好きかね。いや、好きに違いない。そうだな！」

「いいえ嫌きらいです」

「えっ……旦那さま？」

　啞あ然ぜんとするフェルの代わりに、クロウが、その手を叩たたき外しがてらきっぱりはねつける。ジルフォードは「お前に訊いたのではないのに、とんちんかんな構ってちゃんだな！」と拳こぶしを食らった手を振った。

「私は何もお前の妻を取って食おうというわけじゃない。上等のエサが手に入りそうだから、ちょっと二人きりで釣りがしたいというだけの話さ。珍しい鳥だって見られるかもしれない。やれやれ厄やつ介かいな箱はこ庭にわ男め、嫁もよく愛あい想そを尽かさないことだ！　寛かん容ようすぎる嫁、エルラント七不思議のひとつに数えたっていい」

「あ、誤解のないように言っておきますと、とっくに愛想は尽かしてますわよ」

「そら聞いたか愚弟、お兄様は正しいだろう！　おっと無言で茶器を投げる準備をしないでおくれ！　怖いよ！」

　兄きよう弟だいの交流を流しながら、フェルは「釣り？」と首を傾かしげる。

（会った翌日からだけど……ジルフォードさまはジルフォードさまで、やたらわたしにも絡からんでくるんだよね）

　道みち端ばたで会えば飛びつき、食事をとっていれば乱入する。

　クロウが徹てつ底てい排はい除じよするのがお決まりになりつつあるが、される提案は同じだ。二人きりで話したい、と。

　本当ならば、フェルとしては願ってもない話だ。

　クロウについて誤解があるなら解いておきたいし、誤解どころか根も葉もないいちゃもんをつけてクルヴァッハを奪うつもりなら妨ぼう害がいしたい。それはクロウも同じはず。

　ところがクロウは、かたくなに「ジルフォードに関わるな」の一点張り。あれもするなこれもするなで、フェルは息が詰まりそうだ。

（こんなはずじゃなかったのに）

　歯車が少しずつ狂くるい始めている。

　けれど、どこでほころびが生じているのか。糸口すら摑めないのは、もどかしい。





[image: ]






　朝食後、旦那さま相手にゴネにゴネた結果、貴人の妻たちと話すことだけは許された。とはいえ行き先を告つげ、黒こく龍りゆう師し団だん員いんを二人以上伴ともなうという約束のもとでだ。

　以前、部屋に軟なん禁きんされたことを思えば多少進歩があるのかもしれない。だが、理由も話さず囲い込みに来るあたり、本質は変わらない。

　フェルはため息いき交じりに部屋から出る。さっそく行き合うのは、黒龍師団の兵たちとイル族の戦士たちである。

『ありがとう』

　どこかに出かけるときは、イル族からも必ず通つう詞じと護ご衛えいがついてくる。おかげでたかが散歩がいやにものものしい。口元を引きしめたまま、曲刀を差し、自分のあとに続く戦士たちに笑顔を向けつつ、フェルは首をひねる。

（なんというか、イル族だけの集しゆう落らくなのに、いやに警けい備びが厳げん重じゆうよね……あっちこっちに立ち番もいるし。よそから来たわたしたちに、気を遣ってくれてるってことなのかな）

　通つう詞じに尋ねてみると、「聖せい域いきがあるからです」という答えが返ってきた。

「妖よう精せいたちが翅はね休めるところ、人が立ち入るいけない聖域デス。聖域、季節ごとに占いで首しゆ長ちようが決めル。今は、谷の中央にある大きな塚ひとつ、誰も通すなと、とくにきびしい禁きんじてマス」

「まあ」

　文化の違いが面白くて、フェルは少しわくわくした。

　部屋同士を繫つなぐのは、迷宮のように交こう叉さを繰り返す、幅はばが狭せまく、奥行きのある回かい廊ろうだ。どういう技術を駆く使ししたものか、天窓から光の糸が降り注いで、岩いわ壁かべに穿うがたれたいくつもの小さな壁へき龕がんを照らしていた。

　何でも、谷の中心部に固まって、間かん欠けつ泉せんがいくつもあるらしい。そのひとつが近いのか、ところどころ白く濁にごった温水が同じ岩壁から滲しみ出しているので、光が途と中ちゆうから水に変わったような錯さつ覚かくに陥おちいる。おかげでイルの洞どう窟くつ住居は、ひどく神しん秘ぴ的てきな雰囲気を醸かもし出していた。

　しかし、せっかくの光景をぶちこわす声が、その足を止めさせた。

「やあやあ嫁じゃないか！　おや、愚弟は一緒じゃあないのかね？」

（来たか！）

　案の定というか予想どおりというか、身構えるフェルに、回廊の向こうから現れたジルフォードは軽く片目をつぶってみせた。

「ああ決して待ち伏せていたわけではないから誤解しないでくれたまえ！　そうさ、退たい屈くつにイライラしたりちょっと心細くなんてなっていないとも！」

「要するに待ってらしたんですのね」

　はあっとため息をつくフェルに、「ところで嫁はどこに？」とジルフォードは尋ねてくる。

「イルの貴人の奥様がたとのお茶会にまいりますの。キリヤさまのご紹介で」

「それはいいことだ！　なにせ奇き遇ぐうだからな、私も一緒に行くとしよう！」

　来るなって言っても来るんだろうなあ、とフェルは諦あきらめ半分に頷く。

（奇遇も何も、待ち伏せてたんでしょ……って。そうだよ。奇遇？）

　指先に刺ささったとげのように、何かがちくりと引っかかる。正体はすぐ思い当たった。

（偶然行き合わせたにしては、出来すぎなんだ。ジルフォードさま……なんでわたしたちが、この時期にティカルに来るって分かったんだろ？）

　黒龍城に間かん者じやを送っているか、または、イル族の中に、ジルフォードに情報を流した者がいなければ、そういう芸当はかなわないはずだ。

（そういえば、ガウェイン先生のことも、ジルフォードさまは知ってたよね？　その情報の出所って、彼が黒龍城に間者を送ってるって可か能のう性せい以外にも、もう一つあるんだ）

　ガウェインに毒を使った犯人側の人間が、情報を流している、という可能性が。

　曲がりなりにも皇こう太たい子しが、いくら国内で呪毒騒ぎが多いからといって、わざわざ自領でもない辺へん境きようまで自ら足を運ぶなんて、あるだろうか。彼はどうして、ティカルに来たのだろう。

（呪毒に絡からめたいちゃもんをつけて、旦那さまからクルヴァッハを奪い取るつもりかと思ってたけど、本当は）

　たとえば、そう──呪毒を、入手するためだとか。

　繫がった瞬間、ぞっとした。

　黒すぐり酒の呪毒は、誰が仕込んだのか。

（やめよう。邪じや推すいにもほどがある。……憶おく測そくで、ものを考えすぎだ!!）

　ぶるぶると首を振ると、フェルは「ご一緒できれば光栄ですわ」と微笑んだ。しかし、胸のうちにしこった疑ぎ念ねんは、なかなか晴れてはくれない。

（そうだよ、来るときの馬車の中で、旦那さまに地図を見せてもらって）

　点々と赤い印がつけられた、毒の出現地。しかし、ジルフォードのグリフレイ領にだけは、なぜかひとつも印がなかった……。

（決めつけるのは早い。でも）

「嫁！」

　呼びかけられて、はっと我に返る。気づけば、怪け訝げんそうな色を浮かべたジルフォードの水色の瞳がすぐ目の前にあった。

「どうしたのだね？　ぼうっとして」

「いいえ、なんでも。申し訳ございません、ちょっと旅の疲れが出てきたようで」

　お決まりの言い訳でしのぎにかかるフェルに、「そうかあ」と彼はにこにこ笑った。

「それじゃあ、元気のない嫁に、ひとつ疲れも吹き飛ぶような興味深い話をしてあげよう」

「？」

　不意に。

　彼がすっと身を傾げ、耳元に唇くちびるを寄せてきたので、フェルはぎょっとする。しかし、続く囁ささやきに、思わず息を吞のんだ。なぜ、知っているのかと。

「ここはティカルだ。愚弟は夜ごとうなされてはいないかね」

　通詞たちに聞こえないようぎりぎりまでひそめられた声。吐と息いきが鼓こ膜まくにじかに触れる。

「今夜、一人で外に出ておいで。──夫になる男の、秘密を教えてあげよう」
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　秘密の内容に、心あたりがありすぎる。お茶会のあと、フェルは部屋に戻ってから腕を組んだ。

（……罠わななのかな）

　引き返すなら今だ。

（そもそも旦那さまと『裏切り者』を探しにきたんじゃない。無断で部屋を抜け出すなんて駄目だって）

　しかし、よく考えればその探索だって、当の旦那さまから、一方的な通告によって中止を食らったばかりだ。理由すら知らされないまま。考えるとイライラする。

　けれど、どうしても、苦しむ彼の顔が消えない。原因さえ分かれば、せめて。何か力になれることがあるんじゃないかと、ずっと思い続けてきたのだから。

（心配なんかしてないわよ。……何も話してくれないのもいつものことじゃない。あの人が苦しんでる理由なんて知ったことじゃないし。そうよ、気になってなんか──）




　ない、んじゃなかったのかよと。

（で？　なんでこんなところにいるの、わたし……）

　馬ば鹿かじゃないのか。

　自主突っ込みを入れながら、フェルはふかふかした羊よう毛もうの外がい套とうを引っかぶり、一人、客室に近い谷底のひとつに出ていた。旦那さまが寝静まるのを待ったので、気づかれていないはず。気配を殺す技術をくれた、鳥刺しの仕事さまさまだ。

　不思議な夜空だ。月がこうこうと輝いているにもかかわらず、降るような満天の星に彩いろどられている。ダイヤモンドを細かく砕くだいて、黒いヴェロアに思いっきりばらまいたらこんな風になるんだろうか。大粒の石なら割るなんてもったいないが。

「こんばんは、嫁！　いやあびっくり、本当に来たのだな」

　明るい声に顔を上げると、見慣れた垂たれ目の優やさ男おとこが、朗ほがらかな笑顔で片手を挙げていた。

「あの、ジルフォードお義兄さま、っぷ」

（なに!?）

　ばさっという音とともに視界を遮さえぎられて、フェルは目を白黒させる。

　苦労しながら頭を出すと、それは厚手の毛布だった。

「冷えただろう、悪かったなあ嫁！　それでぬくぬく芋いも虫むしになるがよいだろう」

「あ、……ありがとうございます」

　フェルは不思議な気持ちになった。

　肩からじんわりと温ぬくもりが伝わるが、それよりも。

（……ちょっとだけ、旦那さまみたい）

　クロウも、フェルが身体を冷やしていると、勝手に上着を貸してくれる。

　妙に楽しい気分になった。やっぱり兄弟だな、と。

（って、それがどうしたっての）

　ぶるぶる頭を振るフェルの前で、ジルフォードはごとんと音を立てて地面に何か置く。

　布で覆った、平べったいものだ。

（……？）

　首を傾げるフェルの前で、彼は「さっそく本題に入ろう」と笑った。

「さて嫁、問題だ。我われ々われ──現エルラント帝ウーベルの息むす子こが何人兄弟か知っているかね？」

「はい。五人、ですわ」

　ちなみに、エルラントの皇子には、それぞれ領地と、その功こう績せきや人柄に応じて、白、翠みどり、黒などの色を持つ龍公の名が与えられる習わしだ。やがて、一人が皇帝として即そく位いすると、その皇子が持つ色がその統治時代の貴き色しよくとなる。

「よく勉強しているな」とジルフォードはうなずく。

「だが、はずれだ。本当は、皇子は六人いたのだよ。でもこれは、大きな声で言えない話」

「え……？」

　初耳だった。

（というか、六人『いた』……？）

　そんなこと、資料には載のっていなかったのに。

　フェルの覚えた疑問を先回りするかのように、「いなかったことになっているからね」となんでもないように注ちゆう釈しやくがつく。

「生まれたこともきちんとお披ひ露ろ目めされたはずなんだけれど。今はもう、最初からいなかったことになっている。まず墓はかがない」

　肖しよう像ぞうは、どんなに小さなものでもすべて焼き捨てられて、皇こう都との離り宮きゆうにあった居室は塗ぬり込められているし、系けい図ずは破は棄きされ総書き換かえだという。その名を口にした召使はもちろん、貴族ですら、しばらくすると皇こう宮ぐうから消えている……。

「ここまで徹てつ底ていされると、今はもう幻まぼろしの弟でもいたんじゃないかという気分だよ」

「ど、どういうことですの」

「当ててごらん」

　ジルフォードはまた笑った。

　まったく変わらない笑顔。

　先ほどは少し安心させられたはずのそれに、なぜだろう。今はただ、ぞっとする。

「名は、パーシヴァル＝エルラント。第三妃リグレインの次男。私もクロウも、パールと呼んでいたな。笑顔が可愛かわいかったはずなんだが、どうだったかな……彼には、藍らん龍りゆう公こうの名が与えられる予定だった」

「……それじゃ、旦那さまの」

「同どう腹ふくの弟だね。……そういえば、リグレイン妃の産んだ子供は、クロウだけになってしまったのだなあ」

　しみじみと呟つぶやくと、言葉も出ないフェルに向かって、ジルフォードは続ける。

「先ほどの問題だが。正解は、横おう死ししたからだ。そして、偏へん執しゆう的てきなまでに徹てつ底ていして存在を消されているのは、その死因があまりにおぞましかったから、なのだよ」




　パーシヴァル──パールは、クロウと二つ違いの弟だったが、同じ血が流れているとは思えないくらい、正反対の個性を持っていたという。

　髪は輝く亜あ麻ま色いろ。目は、あたたかな南の海の色。

　なんにでもまっすぐで、明るい色合いに違たがわず天てん真しん爛らん漫まんそのもの。誰もが彼を愛した。

「私にもよく懐なついてくれて。懐かしいな、クロウと同じで剣がめっぽう強くて。私は、乗馬を教えてやった。いつからか振り落とされる回数が私の半分以下に減へっていたっけ」

「……」

　陰いん謀ぼうの渦うず巻まく皇宮で育ったと思えないくらい、彼はあまりに素す直なおだった。

「もちろんクロウも例外じゃない。それはもう可愛がって、……仲のいい兄弟だったよ。仲がいいなんてものじゃないな、あの子が唯ゆい一いつ心を開いて、よりどころにしていた存在がパールだ」

「唯一……ですって？　だって、お父さまのウーベル陛下は？　お母さまのリグレインさまだって、ご存ぞん命めいですわよね」

　フェルの疑問に、彼は笑顔のまま答えなかった。

「自分の領を与えられるまでは、パールはクルヴァッハでクロウの補ほ佐さにつくことになっていた。クロウの強い希望でね。皇宮から遠ざけたかったのだろうよ」

（……なんで？）

　クルヴァッハに封ほうぜられると同時に、クロウは辺境の少数民族との関係修復に着手した。

　彼が異民族の掌しよう握あくにとりわけ力を注いだのは、弟のためでもあるのだという。

　美しく豊かなクルヴァッハを、パールも愛していた。やがて自じ領りようが下されるはずだったが、本当は兄とともにずっとこの地を守っていきたいと、彼はたびたび口にしていたという。

「パールが亡くなったのは、彼らがクルヴァッハに来てから二年目の夏。クロウが十八で、パールが十六のときかな」

「……どうして」

　亡くなったの、という疑問を最後までは言えなかった。

「呪い殺されたのだよ。何者かに呪毒を盛られて」

　ちょうど、ガウェインがそうされたように。

　心を操る呪毒に冒おかされ、発はつ狂きようし──

「赴おもむいた先のこのティカルで、同行した黒龍師団兵や、イル族の民を無差別に虐ぎやく殺さつし、最期は──自じ刃じんした、と聞いている。だから、彼の名は禁きん句くなのだよ」

「……！」

　立ち会ったわけではないから詳しくは知らないが、とジルフォードは注ちゆう釈しやくを加える。

「報しらせを受けたクロウが駆けつけたときには、パールは手遅れだったらしい。どうにか救おうにも、自らも呪毒で朽くち果はてながら、次々と死者を増やすだけ……。だが、不思議なことがひとつ。弟の骸むくろを貫つらぬいていたのは、なぜか兄の剣だったそうだ」

「え……!?」

　さてはて、何があったやら。真しん相そうは闇やみの中だがね、と。ジルフォードは肩を竦すくめる。

「横死した皇族は、どの領の都にも入れてはいけないことになっているからなあ。当然、皇都に葬ほうむられることもない。キカラにも連れ帰れない」

　国教での葬そう儀ぎも禁止された。何より、聖せい職しよく者しやはどんな下位の者も、妖精を敬うやまい獣けものを祖そ先せんと仰あおぐ異い教きようの地に赴おもむくことを拒こばんだ。

「同どう胞ほうをパールに殺されたイルの民も、いくらクロウに恭きよう順じゆんを誓ちかっていたとはいえ、この谷に彼を弔とむらうことを嫌った……だから、パールには墓もない。遺い骸がいは焼き捨てられて、存在そのものが禁きん忌きにされた」

「っ、旦那さまは！　あなただって！　それをよしとされたのですか!?」

「よしも何も、どうしようもなかったからなあ。だって、パールを呪い殺したのは、リグレイン妃の可能性が高いんだから」

「え……」

「第三妃に嫌けん疑ぎがかけられた途と端たん、父上はすべての捜そう査さを打ち切らせた。下へ手たに父上に逆らえば、今度は自分が『いなかった皇子』にされるだけだ」

「ちょ、ちょっと、待ってください……」

（だって、リグレインさまっていえば）

　──クロウと、パールの実じつ母ぼに当たる人物だ。では、パールは、生みの母親に呪毒を使って殺されたことになる。

　フェルは言葉を失った。

（そんな、ことって）

　背筋を悪お寒かんが駆ける。

　ぶるりと身体を震ふるわせるフェルに、ジルフォードは静かに笑う。──なぜ、笑えるのだろうか。

「それからか。クロウが、自領に病的なほどこだわるようになったのは」

　大切な弟が愛した土地だから。

　彼が生きた証あかしの残るクルヴァッハは、絶対に失えないのだろう。

（そして、旦那さまが、箱はこ庭にわを守る龍になったのは）

　大切なものは、目を離すと消えてしまう。

　懐ふところに抱き込んで守らなければ、奪われてしまうから──

「……」

　唇を嚙かみ、押し黙ったフェルに、「吞み込めた？」とジルフォードは首を傾げた。

「……どうして、その話を、わたくしに？」

「真しん意いが知りたかったから」

　よいしょ、と、凄せい惨さんな話のあとに似合わないのんきなかけ声とともに、彼は足そつ下かから包みを拾い上げる。

　月明かりで、てらりと油ゆ彩さいが輝く。

　はらはらと解とかれた布の中から現れたのは、大きな絵だった。

「……これ！」

　肖しよう像ぞうだ。華はなやかな正せい装そうを身に着けたそれは、おそらく王おう侯こうが婚約者に贈るものだろう。昔、ユナイア王室お抱えの絵え師しのところで下働きの仕事をしていたから、なんとなく当たりがつく。

　夜よ目めにも見事な筆ひつ致ちで描かれている人物は──。

（旦那、さま、よね？）

　疑問の形になったのは、理由がある。

（どうしてこんなにボロボロなの!?）

　顔、胸、喉のど。

　人間の上半身で思いつく限りの急所という急所が、無む惨ざんに切り刻きざまれ、見る影かげもない。

「ああ、やっぱり覚えがある？　これ、皇室お抱え絵師が描いた、クロウの婚こん姻いん前にユナイア王室に送ったもののはずだからな」

　見覚えがないとも言えず、ただただ言葉を失うフェルの沈黙を、ジルフォードは別の意味に受け取ったらしい。

「で、これをこんな風にして──私のところに送りつけてきたのは、やっぱり嫁、きみなのかね？」

「なん……」

「この絵に触さわれるのは限られた人間しかいないし……何より下のほうに、ナイフで刻んであるではないか。『悪い龍を殺して。わたくしを助けて』と。花か押おうの薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しの紋もんは、ユナイア王族しか使えないはず……」

「!?」

　絵にも印章にも、触ふれられるのは、セタンタ陛へい下かと、あと一人だけ。

（噓、噓だ、そんなわけ……）

　歯の根が嚙み合わないのは、寒さのせいだ。だって──

「絵をこんなにするほど、クロウが憎いのかね」

「……」

「これが届いたのは、私がグリフレイを出るほんの数日前だ。さあ、シレイネ＝アリステル＝ユナイア。これを私に送ったのは、クロウを始末してほしいから……違うかね？」
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「……知りません」

　フェルは首を横に振った。

　どんな理由で、「こんなもの」が目の前にあるのか。理由は分からない。

　けれど、頷くわけにはいかないことだけは、確かだ。

「とぼけることはないのに！　敗戦国からの花嫁など、いわば哀あわれな人ひと質じちだ。まず、愚弟その一ことイグレックの事件でさんざん利用された。それが終わってさあ帰れるかと思えば、先日も呪毒をめぐ巡めぐってひと悶もん着ちやくあって、高熱を出すほど酷ひどい目に遭あったとか？」

「っ、それは」

「……嫁は、本当はこう思っているのではないかね。すべては、クロウの茶番だと。だってあの子は、この国で一番ってくらい、呪毒に詳しいからな！」

　フェルは耳を疑った。

「本気で、おっしゃってるの……？」

　まぶたの裏が真っ赤に染まる。なぜ、そんなことが言える。彼が呪毒に苦しめられたのだと語ったその口で、よくも！

「さあ、素直な気持ちをおくれ、ユナイアの姫君。きみは弱点を握ってあの子に報ほう復ふくしたい、違わないね？」

「わたしは」

　迷う暇もなかった。

　フェルは彼を睨にらみつけ、その頰を思いっきりはたく。




「あのかたを傷つけるなんてごめんだわ!!」




　叫んで初めて、はっきりと自覚した。

（わたし。……あの人のこと。本当はちゃんと、認めてる。信じられる人だって）

　離婚しなければならないから、ずっと「ただの嫌な奴やつ」だと思いたかった。けれどもう、借りを返したいだけではなく、彼が理り不ふ尽じんに傷つけられるのは、許せない。

　ジルフォードはしばらく叩かれた頰をなぞっていたが、やがて、ふっと唇をゆがめた。

「なるほど、なるほどだ。嫁、私は不思議だったのだ。なぜ、利用するために娶ったユナイアの毒花を、あの子がかたくなに庇おうとするのか。まあ、今のでなんとなく理解した」

「え……？」

「ようし、これで出方が決まった。うん、感謝してやろうじゃないか嫁！」

「出方が決まる……？」

　眉まゆをひそめるフェルに、ジルフォードは顎あごを撫でながら「そうさ！」と笑った。

「嫁。繰り返すぞ、私はクルヴァッハが欲しい！　けれど、愚弟はちょっと箱庭主義すぎる。あれはとても優ゆう秀しゆうだが、今のあれがエルラントの役に立つかと言われれば、お兄様としてはちょっと首を傾かしげちゃったりなどするわけだ」

「……だから、どうしますの？」

　首を傾げると言うならば、その続きは？

「知りたい？　どうしようかねえ、お兄様は優しいからね、教えてあげようかな！　けれど嫁、そのためには、協力してもらわねばならないよ」

「協力？」

「ああ、なぜクロウの目を盗ぬすみ、わざわざ呼びつけたと思っているのだ──」

　ジルフォードが、一歩こちらに踏み出した。押されるように、フェルは、一歩後ずさる。また一歩。

　冷たい岩壁に背が触れた。もう、後がない。彼が微笑んで伸ばす手を、息を吞んで受け入れるしかない。

　頰に触れ、顎あごへと滑すべる指先は、蠟ろうのように冷たい──




「白はく龍りゆう公こう、花嫁さま。こんな夜中に、どうされたですか？」




　緊きん張ちよう感かんのない声とともに、ひょこ、と見覚えのある顔が岩陰から現れる。

「男性が女性と夜よ更ふけに逢う、あまり感心しないだです」

「キリヤさま!?」

　フェルが名前を呼ぶと同時に、ジルフォードがぱっと手を離す。

「……なに、やってたですか？」

　彼は静かに訊きながら、さりげなくフェルを庇うように、ジルフォードとの間に割って入った。

「あーあ。邪魔が入ってしまった、か。残念。では嫁、続きはまた今度だね！」

　彼はいつものように朗らかに笑うと、さっさときびすを返してしまう。灰青色の髪が完全に視界から消えるまで、キリヤはしばらくその背を睨んでいたが──

「あの、花嫁さま。白龍公の邪魔した、僕、合ってたですか」

　足音が遠ざかるのを待って、ふと不安げにフェルに尋たずねてきた。

「はい。ありがとうございます、助かりましたわ……でも、どうして？」

「うーん。なんとなく、だです。風に乗って話し声聞こえた。それで、花嫁さまが困っていそうな気、したです」

「でもキリヤさま、こんな時間にどうして外に？」

「見回りだです。たまに、おちびたち、大人の目盗んで、こんな時間まで遊んでるです。きつく叱しかってちゃんと親元に届けないと」

「まあ。さすが、首長さま」

「あ、黒龍公みたいなこと言うですね。『頼りになるな、首長』って。続きは『だが、子供が子供を引いん率そつしているようにしか見えない』って、あれはぼくの童どう顔がんからかってるです」

　さっきまでの緊張も忘れ、フェルは噴ふき出した。クロウと彼は本当に仲がいいらしい。

「わたくしのは本心ですわ。イルの皆さんは幸せですわね。優しい首長さまだもの」

「家族ですから」

　みんな本当に大事なんです、とキリヤは目を細めた。

「ぼくはイルに育はぐくまれました。彼らを守るためなら、ぼく、なんだってするです」

　覚えのある言葉だ。フェルも、故こ郷きように残してきた人々に、同じ想いを抱いだいているから。

「……素敵ですわね」

　頷くフェルに、ほわんとキリヤは笑った。つられてフェルもほっとする。

「お部屋まで送るです」

　手て燭しよくをかざし、先に立って歩きだすキリヤの背に、フェルも慌てて続いた。香こうを溶かしてあるのか、燃える油のにおいには、かすかに花のそれが混じっている。

　また、百びやつ花か香こうだ。ティカルでは、妖精がとくに好むと信じられているという。

　ちょうどそんなことを考えていたフェルは、次のキリヤの呟きにどきりとした。

「でも、花嫁さま。あまり不用心に出歩く、よくないです。夜は、人は眠り、精せい霊れいがさまよう時間。彼らにいたずらされてしまうです。……とくに、あなたは」

「え？」

「ご存じあるか、花嫁さま」

　そこで彼は言葉を切り、歌うようにこう続けた。

「妖精たちの王様は、夕暮れの子を花嫁に、朝焼けの子を晩ばん餐さんに」

「……？」

「昼と夜のあわい、夢とうつつ、現世と異界いりまじるところ、意味します。夕暮れの瞳は、妖精、魅み了りようする。さらわれて王様の花嫁にされてしまいますよ」

　フェルはぱちぱち目をしばたたいた。

「それは、ティカルの伝でん承しよう？」

「はい。でも、エルラントやユナイアでも、同じ話、あるはず」

「妖精は、この世とあの世の境さかい目めに棲すむから、なんでも間あいだのものを好むと聞きますわね。確かに」

　聖職者が、白や黒い地に、赤などのはっきりした色合いの肩掛けを身に着けるのは、あわいが邪悪なものを呼び寄せるからだという。

　たわいもないおとぎ話の世界。

（小さい頃、ガウェイン先生に何度もねだったなあ。妖精の物語……）

　ユナイアでもエルラントでも、妖精は奉ほうじる対象ではなく、祓はらうものだ。聖職者たちの歌う聖せい詩し篇へんは、妖精たちがもっとも苦手とする。

「ふふ。さらわれたらどうしましょう。宝石のつぶを食べて、花びらのドレスを着て、蝶の翅はねなんかももらえますかしら」

「霧きりのお城で、朝あさ露つゆの酒を飲み、妖精の王様と夜ごと踊って過ごせるです。浮き世のこと、何もかも忘れて」

　くすくす笑うフェルに、キリヤも淡あわく口元をほころばせる。ちろちろと揺れる炎ほのおが、彼の瞳も照らし出す。

　フェルの色と対たい極きよくをなす、青を基調にしたあわいの色。

　ふと、フェルは気になった。

「夕焼けの子が花嫁なら、朝焼けの子は晩餐、って？」

「朝焼けの子生まれたら、イル族の親、楡にれの棺ひつぎと死に装しよう束ぞくつくります」

「はい……？」

「文字どおり、だです。朝焼けの子、妖精にさらわれたら、刻きざんで塩をまぶされ、食べられてしまう。王様が、お嫁をもらったお祝いに」

「え、……」

　先ほどの無む邪じや気きな話と繫がっていると思えない残ざん酷こくな結末に、フェルの足は思わず止まった。

「だから僕は──きっと今頃、王様の晩餐になっているです」

「いやだ、怖いことおっしゃらないでくださいな」

　ぞっとしたフェルが苦く笑しよう混じりにたしなめたが、キリヤは黙って微笑むだけだった。
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　キリヤと分かれたあと、フェルの頭は再び、先ほどのジルフォードとの話でいっぱいになっていた。

（ジルフォードさまは、旦那さまを狙ねらってる……）

　フェルの場合、焦りは足元に出る。ぱたぱたと乱みだれた音が、不安を物語っていた。

　突き動かされるように、足早に部屋へと戻ったフェルだったが、そこでもうひとつの窮きゆう地ちが待ち受けていた。

「こんな時間にどこに行っていたんだ？」

「だ、旦那さま。起きてらしたんですの」

　客室の入り口付近で、壁に背を預けて待っていたらしい見み慣なれた人影に、フェルはたじたじとなる。

（確かに寝てたと思うんだけど！）

「そういう台詞せりふは、多少は足音を殺す努力をしてから言え。……やっぱり寝台に繫つないでおくべきだったかと、ちょうど真剣に考え始めていた頃だ」

　フェルはうっと詰まる。せっかく行きはかなり慎重に抜け出したというのに。気配を殺すことなんて、帰りにはすっかり吹き飛んでいた。

「もう一度訊く。……どこに行っていた？」

　二度目が少し剣けん吞のんに聞こえ、フェルは言葉に詰まる。

（あなたのお兄さまから、あなたのことを聞いていた、なんて）

　言えるわけがない。

「どこだっていいでしょう。あ、あなたになんの関係があって」

　返答は、迷いのせいでつっけんどんになる。

　だが。

「……ジルフォードのところか？」

「どうして!?」

　あっさりと看かん破ぱされたあと、しまったと口を押さえる。かまをかけられただけだろうに、後の祭りだ。

「お前はもう少し、他人を騙だますことに慣れたほうがいい」

　ゆっくりと、クロウは壁から身を離す。

「で。なんの話をしていた？」

「わたくし、あなたには関係ないでしょう、って申し上げたはずですけれど」

「当ててみようか。俺の話じゃないか」

「え、なんでっ!?　……あっ」

「だから」

　もう少し騙だますことを覚えろ、と。

　彼はフェルのすぐそばまで歩いてくると、瞳を覗きこんでくる。

「お前がここのところ、ジルフォードをやたらと意識しているのは知っていた。あいつの動向にぴりぴりしていることも」

「……」

「お前なりに、故郷や……残してきた者が心配なのは分かる。だが今は、立場をわきまえろ。何か妙な提案をされても、うかつに乗るんじゃない。軽けい率そつな行動は取るな」

　違う、とフェルは言いたくなった。

（心配なのは故郷じゃなくて）

　あなたが、──。

　けれど、その先は言えなかった。

　フェルは唇を嚙み、目を逸そらす。

「……で？　何か、『毒龍公』の弱点になりそうな、愉ゆ快かいな話は聞けたのか？」

　その言葉に、フェルは弾はじかれたように顔を上げた。

「わたくしが聞いていたのは、あなたの過去についてです！　なんの邪じや推すいをしていらっしゃるの!?」

「ああ、その話か。場所柄、……パールの件、か」

「…………」

　びくりと肩が震える。

　悲しいことでしたのねと、微笑んでしまうには、聞いたばかりの過去はあまりにむごたらしくて。

　なんでもないようにその名を口にしてみせるクロウが、急に痛ましく思えた。

「言いたく、ありません」

　傷つけたくて、知ろうとしたわけじゃない、から。

　フェルが俯うつむいて黙り込んだことをどう理解したものか、クロウは忌いま々いましそうに息をつく。

「離婚のための情報を探っているなら、あいにくだったな。さして面白い内容でもなくて」

（わたしが抜け出したこと……そんな風に、取ったんだ!?）

　かっと頭に血がのぼる。

　同時に、クロウの指先がフェルの顎を捉え、顔を上向けられて視線を合わせられる。思わず睨みつけると、目の前で薄い唇が「図星か」と動く。

「だが、それだけじゃ物足りないだろう。新婚旅行のさなかに寝室を抜け出して別の男に会いにいく悪い花嫁には、もう一歩踏み込んだ話が必要だろうな」

「もう一歩、踏み込んだ話……？」

「王おう侯こう貴族の結婚が、ワルプルギスの夜まで『白い結婚』である、その本当の意味とか、な」

「え……本当の意味？」

　伴はん侶りよとなる者をより深く理解し、支え合うことができるか見定める。

「特に花嫁の覚悟を促うながすための期間であると、わたくしは伺っておりますけれど……」

「おかしいと思わないか。花嫁のためだという割に、離縁の権利は夫にしかない」

（確かに、言われてみれば……）

　口元に手を当て、考え込むフェルに、「それは」とクロウは答えを明かす。

「輿こし入いれは、だいたいワルプルギスより半年以上あけられる。なぜか。──新にい妻づまの腹が膨ふくらまないかを見極めるためだよ」

「……！」

　関係を持っていないはずの妻が子をはらめば、それはすなわち不ふ義ぎの子ということになる。

　白い結婚は、妻の貞てい節せつを証明するため。

「そうした産まれの子供は、賤いやしい身分に落とされるか、妻ごと追放されるか、殺されるか。二十年以上前……かつてエルラント皇室にも、そうしてワルプルギスを迎える前に腹のせり出した女がいた」

　生々しい答えに言葉を失うフェルに、クロウは淡たん々たんと告げる。

　女は、エルラントに滅ほろぼされた国の王女だった。その子供は、亡なき夫の忘れ形見。

「生まれたばかりの赤ん坊は──その女の目の前で首を落とされた。彼女を略りやく奪だつした男の手で、だ」

　女じよ児じだったのだという。市し井せいで生かす道もあったはずなのに。

　我が子の血を浴びた瞬間、女は心を壊こわした。

　迷いもせず赤子の首をはねた男の心も、そもそも壊れていたのだろう。

「男の名は、ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラント。女の名は、リグレイン。……聞き覚えのある名だろう？」

「……!!」

（現皇帝と、第三妃……って）

　青ざめてふらついたフェルの腰を摑つかんで引き寄せ、クロウは耳元で囁ささやく。

「それと、な。……パールを殺したのは、俺だ」

「!!　……いいえ、騙だまされませんわよ。……亡くなったのは呪いのせいだと、聞いております。あなたは助けようとしたのだとも」

「だが、俺が殺した。……表情一つ変えず、生まれた子供の首を斬きり落おとす残ざん酷こくな男の血を、俺は半分継ついでいる。あとの半分は、心を壊した女の血だ。……シレイネ？　分かっただろう。……ワルプルギスまでおとなしくしていろ。あまり、俺を怒らせるな」

　告白は、静かすぎる。けれどその眼まなこは、魂たましいをなくした屍しかばねのようで。

　フェルは黙った。突然得えた情報がうまく処理できず、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　それでもひとつだけ、見失わない感情がある。

　恐きよう怖ふならよかった。ただ、初夜もそうだったが、ここで素直に怖がる可愛かわいげは、持ち合わせていない。

「あなた、は……」

　短気な性しよう分ぶんは理解していたが、フェルは気づけば、勢いよくクッションを摑んでクロウをはたきにかかっていた。

「よけいなお世話ですわよ、この根暗男!!」

　べし、ばふ、と盛せい大だいにほこりを立て、フェルはわめく。

「だ、れ、が！　そんな薄暗いお話、ゆすったり脅したりのネタに使うものですか！」

（そうよ……なんでそう、自分を安売りできるわけ!?）

　だって、彼がフェルを追いつめるために使った刃やいばは。

　間違いなく、自分のことだって、抉えぐっているくせに！

　彼の過去を知りたかったのは、こんな風に、自じ傷しようさせるためじゃない。

（しかも、ジルフォードさまに会いに行ったことで、そんな話をするってことは……つまり、彼との間にソレ的なアレの疑いまで持たれてたってこと!?）

　よく考えなくても、普段のフェルといえば、夫を罵ののしり倒し、時に顎に掌しよう底ていを食らわせ、離婚してやる離婚してやる言い続けている嫁である。

　信頼される要よう素そが針はり穴あなほども見当たらないのだが、それでもそんな疑われかた。

（なんでこんなやりきれない気分になってるの、わたしも！　どうでもいいじゃない、彼がニセ嫁をどう思おうと）

　ああ、馬ば鹿かみたい。

　フェルは内心で吐はき捨てる。

　でも、こんなことを言われてまだ、彼のことを案じる気持ちが捨てられない自分は、もう本当に、正真正しよう銘めいの巨大馬鹿だ！

　不意に、視界がじわりと滲にじんだ。

「おい」

　ぼろぼろと涙をこぼし始めたフェルに、クロウはさすがにぎょっとしたようだが、視界のぼやけたフェルにそんな微び細さいな変化は、さっぱり分からなかった。

「嫌い……」

　動揺に緩んだ腕を、思いっきり突き放す。

「自じ虐ぎやく趣味の旦那さまなんて大嫌い！　過去をゆすりのネタにしてほしければ、十五を過ぎるまでおねしょをしていただとか実は甘かん味みの食べ過ぎで虫歯がひどくて総そう入れ歯だとか、爽やかに脅しにかかれるような愉快な過去を作って出直しておいでませ!!」

　一ひと息いきに叫んで、フェルは寝台の向こう側に駆けていく。

「シレイネ、……」

「とっととおやすみなさい！」

　頭から毛布をかぶり、寝台と壁の隙すき間まにうずくまって縮こまる。

　それきり、彼は何も言ってこなかった。
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　やがて。

（……眠ったか？）

　すうすうと寝息を立て、フェルが泣き疲れて眠ってしまう気配を確認し。

　狸たぬき寝入りを決め込んでいたクロウは、すっと目を開けた。

（…………言い過ぎた。あんな話までするつもりじゃなかったのに）

　ぐしゃっと前髪を搔かき回し、横目でフェルの方を見やる。

　いつの間にか毛布がずり落ちて、小首を傾げるように肩にちょこんと乗せた銀色の頭が露あらわになっている。

　無む邪じや気きな寝顔だ。彼女を見ていると、なんにでも一生懸けん命めいぶつかっては転がる子猫を思い出す。腫はれたまぶたに、少し心が軋きしんだ。

　ユナイアにいる『本物』と同じ顔立ちだとは、もはやとうてい思えない。……隙すきだらけで、素そ朴ぼくで素直。




　──爽やかに脅しにかかれるような愉快な過去を作って出直しておいでませ！




　ふと、聞いたばかりの文もん句くがよみがえる。我知らず笑いがこぼれた。

（そうくるか）

　てっきり、おぞましい血筋の話をすれば、怯ひるんで竦すくみ上あがるだろうと思えば、まさか怒ど鳴なり散ちらされるとは。それも、「自虐するな」なんて、まったく予想外のところで。

（相も変わらず、無む茶ちや苦く茶ちやな奴だな……今に始まった話じゃないが）

　ジルフォードが何か企んでいることを察して、やきもきしていることは知っていた。

（仕方ないとは、思うんだが）

　クロウは、フェルが守りたいのは、故郷にいるガウェインのことだと思って疑わない。

　それはごく当たり前のことだ。フェルや孤こ児じ院いんの子供たちを心底慈いつくしんで育ててきたガウェインのことを、クロウは今なら自然に尊敬している。……世界で一番先生が大好き、とフェルが公言するたび、微び妙みような気分になるのも確かだが。

　けれど、そのために彼女が、無む謀ぼうな真ま似ねをしたり、危険な目に遭あうのはいただけなかった。

（……こんなところに連れてこずにすめば、よかったのに）

　呪毒の侵しん入にゆうを許した城に残すよりは安全だと踏んだのだが──本音を言えば、外に出したくなどなかった。どころか、誰にも見せたくない。ただ、閉じ込めて守ることができたら、どんなにいいか。

　今回の旅も、敵は『シレイネ姫』を生かしたまま手に入れたいのであって、命を脅おびやかそうとはしていないと判断したからこそ連れてきたのだ。

　自分を狙った呪毒に彼女も巻き込まれかけたとき、クロウは、調査を打ち切って引き揚げることも考えた。

　しかもフェルは、見ているこちらの気も知らず、崩れかけの橋だろうと、前に進めるならと平気で渡ろうとする。

　想定外の行動に走る彼女のことが、本当は、とても心配だった。

　おまけに、本人はきっと無自覚だろうが、ここに来てから、フェルはとても憔しよう悴すいしている。

（連日、息抜きもせずに変に気を張って、夜はこんな寝方をしていたんじゃ当たり前だろう、馬鹿）

　身を挺ていしてジルフォードに探りを入れる必要などない。

（……お前が守りたいものは、俺が守ってやるから）

　冷静に考えると、いろいろ間違えた、気はする。

　おとなしくしていろ、ではなく、無茶はするな、で。

　進んで危ないことに首を突っ込まなくていいんだ、と。

　本当は、そういうことが言いたかったはずなのに、なぜかまた不毛な喧けん嘩かになった。

　いや、原因は分かっているのだ。ひとつは、クロウが今、フェルにひとつ隠しごとをしているため。それは、話してしまえば明らかに彼女を危険に曝さらすと判断したせいだ。

　具体的な理由も告げず彼女を押し込めていたのはクロウ自身なので、罪ざい悪あく感かんはそれなりにある。

「くしゅ」

　眠ったまま、フェルが小さくくしゃみをした。よく見れば、毛布の固まりは少し震えている気もする。

　やっぱり、寒いのか。

　クロウは立ち上がり、寝台を回り込んで、フェルのそばに膝ひざをつく。

　慎しん重ちように、毛布ごと小さな身体を抱き上げると、寝台にそっと横たえた。連日ついたて代わりに使われていた寝台は、これが初仕事である。

（シレイネ……いや）

　クロウは苦笑し、彼女に呼びかけようと口を開き、──一度閉じる。

　ん、と彼女が小さく寝息を漏もらした。

　敷き布に散らばる銀髪を取りのけ、顔のそばに手をつくと、身を深く屈かがめて、彼女の耳元に唇を寄せる。




「……フェル」




　──眠っているときくらい、本当の名前で。

　呼びかけたとたん、彼女は少しだけ口元を緩めた。へにゃ、とでも呼ぶのが正しいような安心しきった顔だったが、つられてクロウも目元を和なごませる。

　なめらかな頰を指でたどり、髪を撫なでてやりながら。

　満足だけではない、どうしようもない虚きよ無む感かんがある。

（俺は、眠っているときでしか、こいつの本当の名前を呼べないのか）

　今更、遅すぎる事実に気づき、髪を撫でる手が止まった。

（お前が、俺を嫌いなことは知っている）

　なにせそばにいるのも嫌らしい。現実に、先ほども大嫌いだと叫ばれたところだ。そもそも再会の仕方が修復不可能なくらい最低すぎた。

　姫君の身代わりという枷かせをはめなければ、きっと彼女は逃げてしまう。一度逃がせば、たとえ無理やり捕まえたとしても次は身分の壁が立ちふさがる。

　偽りの名前に閉じ込めておくしか、手に入れる方法はないのに。

（俺のそばにこのまま留とどめておくことは、……俺がどう足あ搔がいたところで、こいつにとっては、不幸にしかなり得ないのか？）

　銀糸の髪は、指に絡めてみても、するするとほどけて落ちてしまう。まるで、この関係の暗あん示じに思えた。

　伝えたい。

　届かない。それでも──

「……俺は、お前が大切なんだ」
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　欲しいのは、シレイネじゃない。

　フェル、お前だけが。

　前髪をそっと搔き上げ、額にくちづけると、彼女はかすかな吐と息いきをこぼす。それから、ふと不意打ちで、濡ぬれた唇が動き。

「……だんな、さま」

（！　起きていたのか？）

　掠かすれ声で呼びかけられ、息を吞んだのも束つかの間ま。

「の、くそばか、やろう……」

（おい、寝言でまで罵るか？）

　しかも、ただの馬鹿じゃなくてクソ馬鹿野郎だ。育ちの良さが窺える、というか確実にあの養やしない親のせいだ。半はん眼がんになるクロウの前で、フェルはむずかるように続ける。

「ちょっとは、ひとを、信じろっての……」

（！）

　それきり、また元どおりの寝息を立て始める。夜にしじまが戻り、クロウはしばらく立ったまま、フェルの寝顔を見下ろしていた。

「……ああ。そうだな」

　やがてぽつりと呟かれた言葉は、思いがけず柔らかな響きになった。
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　なんだか、あたたかな手で髪を撫でてもらっているような、とても優しい夢を見ていた気がする。

　翌朝、穏やかな気持ちで目覚めたフェルは、身を起こしてから泡あわを食った。

（えええ、なんで!?　わたし、昨日はちゃんと床で眠ったはずなのに……！）

　なぜ、起きたら寝台に！

　慌てて脇わきを確認する。フェルが眠っている間に、旦那さまはすっかり身み支じ度たくを整えてしまっていた。早起き自じ慢まんのフェルとしては、ここに来てから一度も彼より先に起きたことがないのがひそかに屈くつ辱じよくである。

　彼だけを床で寝かせてしまったのなら痛つう恨こんの失しつ態たいだが、考えられるとすれば──

（ひょっとして）

「あの、旦那さま……わたくしが、ここで眠っているのって」

　運んでくれましたか？

　訊こうか訊くまいか、うろうろ視線をさまよわせるフェルに、クロウはふっと涼すずしい笑えみを漏もらす。

　和なごんだ口元に、少しどきりとする間もなく──




「寝ぼけて自力で寝台に這はい上がるなんて、お前は本当に寝い穢ぎたないな」

「…………」




　余計なお世話だ意地悪毒龍。フェルは顔から火を噴ふきそうになる。

「悪うございました！　今日からは、夢うつつで寝台を独どく占せんしないように柱に身体をくくりつけて寝ますわ！」

「別にそこまでしなくていいと思うが」

　旦那さまがちょっと目を逸そらしてくるのは、はしたない嫁に呆あきれているのだろうか。フェルは悔くやしくなった。

　むくれてそっぽを向くフェルの手を取り、クロウは何かを手のひらに落とし込んできた。

「拗すねていてもいいから、これだけは受け取っておけ」

「？」

　握らされたのは、小さな銀色の呼よぶ子こ笛ぶえだった。

「これは？」

「俺に何かあったときは、役に立つはずだ」

「何かあったら？　どういうことですの。もしかして、また……ああ、話さなくて結構ですわ。どうせ教えてはくださらないのでしょう」

　尋ねながらも、フェルにはどこか諦あきらめがあった。こうやって思わせぶりな態度を取りながら、きっと彼にはフェルを関わらすつもりなんてないのだ。

　俯くフェルは、続くひと言を聞いてはっと顔を上げた。

「俺の覚かく悟ごが足りないために、お前の自由を奪って悪かった。全てを話すには今は確かく証しようが足りない。だが……もう一度、協力を頼んでいいか」

　フェルは面めん食くらい、目を瞬まばたく。

「そして、これは盾たてではなく剣けんだ。もし俺が動けないことがあれば、お前に託たくす。……そういうことだ。だから、お前も信じろ」

「!!」

　お前に託す。その言葉が、じんわりと胸に沁しみ、嬉うれしいような、照れくさいような、不可思議な気持ちになる。フェルは慌ててごまかすように尋ねてみた。

「この笛を吹くと、どうなるのです？」

「音が鳴る」

「そこは分かってますわよ!!」

（でも……笛の意味はさっぱりだけど、もう一度協力を頼みたいって！）

　フェルは意外な気持ちで、思わずクロウの顔を凝ぎよう視ししてしまった。

「何を驚いている。ちょっとは人を信じてみろと言ったのはお前だろう？」

「え？」

　首を傾げるフェルに、クロウは薄く笑い、背を向けてしまう。

「じゃあ、あとで」

　きいっと閉まる扉の音を聞きながら、フェルは呆ぼう然ぜんとしていた。

　何が起こるというのか、不安が押し寄せる。けれど、不思議と高こう揚ようもあった。彼が信頼し、背を預けてくれた。そう思うと。

　後こう悔かいの波がきたのは、我に返ったあとだ。

（……夜のこと、謝り損そこねた。あいまいになっちゃったけど……私も信じます、てのも、ちゃんと伝えれば良かった）

　離婚はする。が、人として彼を信じるのはまた別の話だ。ようやく気づいた。

　思わず、重おも々おもしくため息をついた。

　まあいいや、と気を取り直す。

（今晩、ちゃんと謝ろう。勝手なことしたし、ひどいこと言ってすみませんでした、って）

　どうせ、夜になるのはあっという間だ。

（せっかくお許しが出たんだ、散さん策さくしてみよう！　で、呪毒の手がかり探すんだ。ティカルの穴あな蔵ぐら宮きゆうは迷めい路ろみたいだから、あまり不用心にはうろつくなって言われてるけど）

　うん、と頷うなずいて、着替えのためにラナを呼ぶ。

　今日という一日が終われば、ちゃんとここに彼が戻ってきて、また謝る機会だってある。それに、彼の考えについても、もう少し詳しく訊けるかもしれない。

　──このときのフェルは、そう信じて疑わなかったのだ。
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（こんなところに通路があるんだ。あ、こっちは従じゆう者しやの支し度たく部屋？　派は手でな色の刺し繡しゆうは一部で、普通の女中さんはわりかし地味なものを着てるんだなあ……）

　さまざまな形に何カ所も切られた天窓から、細く光が入ってくる。

　イルの住居は、剝むき出しの白い岩いわ肌はだもあれば、あたたかみのある赤い土壁や、青い絵付きタイルの張られた場所もあった。

　外からは同じ蟻あり塚づかのように見えて、一歩中に入ればさまざまな顔を見せてくれる。墓ぼ地ちや牢ろう獄ごくもあるんですよ、とはキリヤの言げんだ。そのあたりにはできるだけ近寄りたくない。

　季節によって変わるという『聖せい域いき』は、現在は中央の大きな塚に限られているようで、そこだけはどうしても入れそうになかった。

（『聖域』では、百びやつ花か香こうをたきしめて、部屋いっぱいに蠟燭を灯して、宝石を供え物に積み上げるそうだって……旦那さまが教えてくれたっけ）

　薄暗い通路を歩きながら、知識を掘り起こし、ついでに旦那さまの顔を思い出して、フェルはちょっと凹へこんだ。

（早く夜にならないかな）

　いろいろ伝えそびれたままだと、なんとなくおさまりが悪い。




　異変が起きたのは、昼過ぎのことだった。

「奥方さま！　どちらにいらっしゃいます!?」

　明かり取りの天窓を頼りに、ティカルの迷宮を散さん策さくしていたフェルは、血けつ相そうを変えて自分を捜すラナの声で我に返った。

「あら、いったいどうしましたの。そんなに急いで」

「大変なんです……とにかくいらしてください！」

「ちょっと、ラナ!?」

　有う無むを言わさずまくしたてると、ラナはフェルの腕を引っ張って走りだした。

　目を白黒させながらついていったフェルは、薄暗い通路の向こうから、激しく言い争あらそうような声が聞こえてくることに眉まゆをひそめる。

　やがて、広間で見たのは、信じられないような光景だった。




　真っ先に認にん識しきしたのは、白い制服を着た、ジルフォードの白はく龍りゆう師し団だん兵へいたち。

　彼らが後ろ手に取り押さえ、縄をかけているのは──

「だ、旦那さま……!?」

　フェルは顔色を変えて駆かけ寄よると、クロウの腕をねじり上げる白龍兵の手を無理やり引きはがそうとした。

「無ぶ礼れい者もの！　ここは黒こく龍りゆう公こう領りようですわ。領主に狼ろう藉ぜきを働くのは、いかに皇こう太たい子しの兵であっても許されなくてよ！」

「おっと嫁じゃないか！　残念ながら、それは間違いだな。クルヴァッハは黒龍公の土地である以前に、エルラントの国土なのでね。反はん逆ぎやく者しやを見つけたからには、取り締しまらないわけにはいかないのだよ！　いかにそれが領主で、皇おう子じで、弟であろうとね」

「……!?」

　明るい声に振り向くと、ジルフォードがへらへらと楽しげな笑みを浮かべていた。

「反逆者ですって!?　バカなことをおっしゃってないで、旦那さまを放しなさい！」

「バカを言っているのは嫁、きみのほう。ほら、今朝押おう収しゆうしたばかりの文書だ」

「……？」

　ぐい、と目の前に突きつけられた羊よう皮ひ紙しを、フェルは食い入るように見つめる。

　そこには、『眠らずの蝶ちよう』を含む夕ゆう輝き晶しようを購入する旨むねの書面と、イルの文字と──見覚えのある紋もん章しよう。

　剣けんを吞み込む黒い龍。クロウの徽き章しようだ。

「噓うそ……」

「うーん、残念。噓じゃない。何か隠しているだろうと疑ってはいたが、いくら何でも愚ぐ弟てい自身が犯人だったなんてとんだ予想外さ！」

　ほら、やっぱり。

　ジルフォードは白々しく笑った。

「自領で起きた呪じゆ毒どく騒さわぎは狂きよう言げんだったということだね。……ああ嘆なげかわしい、禁断の毒に手を出すなんて、愚弟はだめな子になってしまったものだ！」

「な、何かの間違いです！　旦那さまが呪毒をばらまいているだなんてあり得えません……！」

「なんの証しよう拠こがあってだね？　いいや、こうして確かな証拠が挙あがっているのに、どうして信じていられるのだろう」

（どうしてもよ！）

　クロウが犯はん人にんだなんてあるわけがない。

　分かっているのに、言葉が出てこない。

　それは、自分の二重生活に関わることだからでもあったし、何より、言葉にするにはあまりに曖あい昧まいな理由だった。

「でも、違うの……彼じゃないんです、そんなはずない！　旦那さま、あなたも！　どうしてそんな濡ぬれ衣ぎぬを着せられて黙っているんですか!?」

　フェルはクロウに取りすがり、庇かばうようようにその首を抱きしめた。

　すぐそばで、駆かけつけたキリヤが何がなんだか分からないといった風ふ情ぜいでおろおろしている。イルの貴人たちが何事か激はげしく言い交かわし、ラナはどこからか持ってきた箒ほうきで果か敢かんにも白龍師団兵たちを散らそうと試みている。

　何もかもが、まるで悪あく夢むのような非現実感を伴ともなっていて。

「……シレイネ」

「？」

　ふと、フェルの肩口に額を押し当てる体たい勢せいになっていたクロウが、小声で囁ささやいた。

「心配するな」

「え……」

「──に行け。いいな」

　耳に馴な染じんだ低い声は、場違いに艶つやを含んで。

「あの。それは、どう、っ……？」

「あとは頼んだ」

　フェルは一瞬、状況も忘れて息を詰めた。

「旦那さ……！」

「連れていけ」

　フェルが何か言う前に、ジルフォードの無情な指示が下る。

　白龍師団兵たちの手で、あっと言う間にクロウは引き立てられていく。

「待って……！」

　すべての音が遠ざかり、通路の向こうに消えていく彼を、フェルは呆ぼう然ぜんと、なす術すべもなく見送った。

「……どういうことですの、ジルフォードさま」

　その場に残ったままの義ぎ兄けいを、フェルは低く問い質ただす。

「あの書類は、何」

「だから、押おう収しゆうしたって言っただろう」

「ふざけないで！　どうやってあんなものをでっち上げたんです!?」

「そこで彼が犯人だと素直に認める思考は、きみにはないのかね」

「っ！」

　指し摘てきされ、フェルは頰ほおに朱しゆが走る。

　黙り込んだ彼女に、目をすがめ、ジルフォードはおもむろに身を屈かがめた。

「正直、彼が呪毒を国に流した犯人であろうとなかろうと、真実はどうでもいい。ただ、ああいうものが見つかって、それがあの子を捕とらえる口実になった。それで十分なのだ、私には」

「何ですって」

「皇こう帝ていへの反逆者の末まつ路ろは悲ひ惨さんなものだ。今は斬ざん首しゆか、磔たつ刑けいかな。父上は、自らに刃は向むかう者に容よう赦しやがないから、疑わしければそれだけで、きっと彼は助からないだろうね……」

　皇こう都とへと連行され、クロウはすぐさま処しよ刑けいされる。

「嘆なげかわしい。また兄きよう弟だいが減ってしまった」

「あなたっ……！」

　思わず振り上げたフェルの手を摑み、ジルフォードはにこりと笑んだ。

「……クルヴァッハが欲しいのだよと、私は言ったはずだぞ、嫁」

　イグレックは、自じ滅めつして国のためになった。

「連行は、明日の暁あかつきを待つ。それまでに疑いが晴れなければ、『嫁』は『未み亡ぼう人じん』に変わってしまうわけだな！　馬鹿な真似はなしだぞ。……せめて弟が愛する花嫁を、私の手で傷つけさせないでおくれ。ああ、間違えた！」

　もうすぐ、「愛した」になるのかな、と。彼は自分の冗じよう談だんに、自分で笑って手を叩たたいた。

　じゃあね、とジルフォードはきびすを返す。フェルは言葉もなく、白い背を見送った。

　頭の中で、クロウが残した言葉が、まるでこだまみたいに響いている。

　──心配するな。

　──あとは頼んだ。

　それから、探れと言われた場所。

「何よ、それ」

　こんなときに。こんな、直接何も言えないときに。

（なんなのよ、それは）

　食いしばった奥歯が、ぎり、と軋きしむ。

　我知らず、フェルは拳こぶしを握にぎりしめた。




「うう、奥方さまぁ……殿下が、国中に呪毒をばらまいていただなんて。何かの間違いですよね。どうしましょう……」

　泣きながらぐずぐずはなを啜すするラナを抱きしめながら、フェルは放り込まれた自室で悶もん々もんとしていた。

　彼が無む策さくで捕まるはずはないという思い。

　けれど、証拠の文書が見つかり、捕まった以上は、処刑は避さけられないというジルフォードの言葉。

（助けに行くべき？　それとも、言われた場所を、探るべき？）

　今までのフェルなら、間違いなく前者を選んだだろう。けれど今は、手の中に銀色の笛と、彼がくれた言葉がある。

（旦那さまは、心配いらない、って言ったんだ）

　それにクロウは、捕まるときになんの抵てい抗こうもしていなかった。彼の腕ならば、あの場にいた白龍兵など蹴け散ちらして逃げることもできたはずなのに。

（──ジルフォードさまが何を企たくらんでいても、きっと勝算がある。そうじゃなきゃ、簡単にあのかたが捕まるはず、ない）

　肩を震わせて泣くラナの頭を撫で、フェルはあえて明るく声をかけた。

「大丈夫、ですわよ！　あの旦那さまのことですもの、きっと何かの作戦に違いないですわ」

「そう、ですよね……」

「ええ、そうよ。ジルフォードさまは、わたくしたちには手を出さないとおっしゃったわ。不安だけれど、今はどうしようもないもの。とりあえず冷静になって、おとなしくしているしかないわ。それで、これからを考えましょう？」

「はい……」

「とんでもない目に遭あわせて、ごめんなさいね、ラナ」

「いいえ！　奥方さまこそご不安なのに、あたしがこんなみっともないとこ見せてごめんなさいっ」

　あわてて居い住ずまいを正すラナに女主人らしく鷹おう揚ように笑い、フェルは「さあ、少し休んでらっしゃい」と声をかけた。

　しばらくここにいると言い張るラナに、「一人にしてほしいの」と頼むと、ためらいつつも辞じしてくれる。

　その際、部屋の前に立っていたイルの衛え士じに、ラナの付き添そいを身ぶり手ぶりで頼んでみた。

　一人だけの見張りは、戸と惑まどいつつも彼女を連れて行ってくれる。クロウが捕まったことで、皆がそちらに気を取られているようだ。いつも等とう間かん隔かくで立ち番のいた廊ろう下かは、噓のように誰もいなくなってしまった。

（って）

　ぱたぱたと、落ち着かない足音が遠ざかるのを待って。

（……おとなしくしているわけ、ないじゃない）

　カツラとメガネ持ってきといて良かった、とフェルは思った。

　いつもの召めし使つかい姿とは、ちょっと違うけれど。

　さっき、散策中に、おあつらえ向きの部屋を見つけたではないか。
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（かんせーい！）

　冴さえない栗くり毛げのぱっつんおさげ、若じやつ干かん意い匠しようはおしゃれになったが相変わらずの瓶びん底ぞこメガネという変へん装そうを終えたフェルは、現在、イル族の民族衣装に身を包んでいる。

（さっき、支度部屋見つけといてよかった！　そして誰か知らない持ち主さん、ごめん）

　いつもの黒いお仕し着きせは、合わせ襟えりの東方風になり、前掛けの代わりに幅広の刺繡帯を着けているが、基本は変わらない。

　どこからどう見ても立りつ派ぱな『平民娘』の完成だった。よくよく見れば、普通のイル族より白い肌色などが少し違い和わ感かんを生んでいるのだが──

（どーよこの、溢あふれ出るド庶しよ民みん臭しゆう！）

　フェルは、くるりと回って出来を確かめ、ふっと笑みをこぼした。

　改めて実感する。ド庶民こそ自分の本分だと。

　いくら目鼻立ちが西のものでも、百歩譲ゆずって、「シレイネ姫が連れてきた召使がちょっと調子こいて民族衣装を着ちゃった図」だ。お姫さまだとは気づかれまい。

（それにしても、探れって言われた場所……あの場所を目指せってことは、旦那さまのつけた『裏切り者』の目星は彼だってことよね？　確かに、光るお酒だって飲まなかったし、最初に挙げた十一人の中に名前は入ってた……けど）

　けれど今は、考えている暇はない。

（お前に託す、って。言われたんだ。それじゃあ）

　帯に、以前クロウがくれた飾り鞘さやの短たん刀とうを差し、右手の薬指に指輪の感かん触しよくを確かめる。ついでのようにケイの『宴会兵器』も懐ふところに忍しのばせた。何かの役に立つかもしれない。

「……勝手に死んだらブン殴なぐるんだから」

　メガネをくいっと押し上げ、フェルは低く呟つぶやいた。
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　目指す場所は、谷の中心に位置する。

　クロウの捕ほ縛ばく騒さわぎのおかげで、やはりイルの衛士は少ない。

　あるじの捕縛に色めきたった黒龍師団兵が暴ぼう動どうを起こさないとも限らないので、ジルフォードがイルの戦士まで駆かり出して、彼らを片かたっ端ぱしから拘束させているせいだ。当然、白龍師団兵も搔き集められているので、廊下の守りは実に手薄だった。

（明日の朝一番に、旦那さまは引っ立てられちゃう。真犯人を突き出して、彼が無関係だって証明するなら、そこが期限だ）

　ついに、散歩中は踏み入ることもできなかった、目的地の近くまで来ることができた。さすがに人の数が増えてくる。それでも、すれ違うイル族は誰もフェルが『シレイネ姫』だと気づきはしない。

（おっかしいな……方向はこっちで合ってると思うんだけど、どうやって渡るんだろう？）

　──問題は、出入り口が分からず、迷っていたところで発生した。

　曲がり角で、どん、と誰かにぶつかったのだ。

「あ、すみません」

『いや、こっちこそ……ん？　共用語？』

　ぶつかった相手は運の悪いことに、『犬いぬ鷲わしの長おさ』──宴うたげで会った、年若い貴人だった。

『肌が白い。お前、エルラント人か？　ここから先は、何なん人ぴとたりとも通れない。いや……まさか、白龍公に言われて何か探りに来たのか？　おい、誰か！　侵しん入にゆう者しやだ』

（な、何言ってるか分からないけど怒ってることだけは分かる！）

　詰め寄られて責め立てられ、フェルが混乱しているうちに、わらわらとイルの戦士たちが駆け寄ってくる。彼らは一いつ斉せいに武器を構え、フェルを取り囲んだ。

『何用か答えろ小娘。精せい霊れいのための場所を穢けがす者を許すわけにはいかない』

（どうしよう……一応、短刀はあるけど、こんな人数相手じゃ戦えるわけない!?）

　言い訳を考えるにも、手持ちのイル族の語ご彙いは、日常用語ではわずか三つしかない。

（侵入しといて『こんにちは』はないでしょ。『ありがとう』も絶対変だし！　えーとえーと！）

　残るはひとつ。フェルは覚悟を決める。

「お……」

　深く息を吸うと、腹にありったけの力を込めて雄お叫たけびを上げ、前方に向かって突とつ撃げきした。




『お手洗いは、どこですかぁ──ッ!!』




　鬼き気き迫せまる表情を浮かべ、全力で厠かわやを求めて猛もう進しんしてくるおさげの娘に、イルの戦士たちはぎょっと身を引いた。その隙すきを突き、たまたま立ち塞ふさがっていた一名の某ぼう急きゆう所しよを思いっきり蹴り上げる。あわれな犠ぎ牲せい者しやは、声にならない悲鳴を上げて昏こん倒とうした。内心で手を合わせつつ、そこから包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする。

『お、追えっ!!』

　ばらばらといくつもの足音が迫せまってくる。追いつかれれば終わりだ。必死に逃げるフェルは、突き当たりの扉を思いっきり開いた。

「って、何これっ!?」

　踏み出しかけた足が、間かん一いつ髪ぱつ止まる。下から吹き上げる強い風に、めまいがした。

　目の前にあるのは、赤い断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。そして、少し離れた蟻塚とこちらを繫つなぐ、古びた吊つり橋だった。風が吹くたび、腐くさりかけの板同士が軋きしみ、きいきいと不吉な音を立てる。

（……落ちたら……）

　せめて川でも流れていればまだ希望が持てるが、ひときわ深くなった谷底には、ごつごつした岩が見えるばかり。たぶん結末としては、挽ひき肉にく一いつ丁ちよう上がりだろう。

（いや、下は見ない！）

　迷っている暇ひまはない。息を詰め、遠えん慮りよなく揺ゆれる橋を半なかばまで進んだところで、ひゅん、と何かが髪を掠かすめていった。

（矢ぁ──!?）

　まさかそんなもの使ってくるなんて、とフェルは口元を引きつらせるが、相手も冗じよう談だんで射いているわけではあるまい。続けて、三本が肩を掠めていった。

　落ちそうな吊り橋を、矢の雨を浴びせかけられながら駆け抜ける。温泉にぬくぬく浸つかっていた頃が噓のようだ。

　ふと視線を後ろにやると、戦士の一人が剣で吊り橋の綱を払はらうのが見えた。

「ちょっと勘かん弁べんしてよ!?」

　血の気が引く暇もなく、吊り橋が大きく揺れる。均きん衡こうを大きく崩くずしつつフェルが対岸に四つん這ばいで飛びつくのと、男がもう片方の綱を断ち切るのは同時だった。

　大きな音を立てて地面に落下していく吊り橋を目で追い、フェルは対岸の縁ふちにぶら下がりながらほっと息をつく。

（助かった……）

　安心したところで、顔の脇に、すとんと矢が突き立った。

「……」

　一瞬押し黙る。すぐさまほうほうの体ていでよじのぼり、何事か叫んでいる彼らの声に背を向けて、真っ暗な蟻塚の中に駆け込んだ。




「着いた……！」

　──怪け我がの功こう名みようとはこのことかもしれない。

　鼻をくすぐる甘い匂においは、百花香だ。天てん井じようから降り注そそぐ光と、無数に灯ともされた蠟ろう燭そくが、広い部屋の様子をぼんやりと浮かび上がらせる。

　中央の蟻塚の中には、誰もいなかった。上がった息を整えながら、カツラをむしり取り、頰ほおに伝う汗を偽にせ物もののそばかすごと拭ぬぐいとる。

（……イル族の、『聖域』……）

　妖よう精せいのために用意された特別な場所。

　しかし、部屋の中にはそれらしき様子はなく、代わりにいくつかの木箱が積まれていた。

（これ、ひょっとして）

　緊きん張ちようで、脈が速まる。

　フェルは慎重に歩を進め、箱のひとつを開ける。敷き詰められた藁わらの上で、夕暮れ色の石がひとつ、ぼんやりとあるかなしかの燐りん光こうを放っていた。

（やっぱり……！　呪毒の媒ばい介かいになっている夕輝晶は、燐光を発するんだって）

　メガネを取って肉眼で改めて確認し、フェルは息を吞のんだ。

　すばやく蓋を閉め、証拠としてひとつを脇わきに抱えて戻ろうとし──

「……箱を置いてください」
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　背はい後ごからかけられた声に、フェルははっと足を止める。

「それは、まだ加工途中の結けつ晶しようです。けれど、毒どく蛇へびの燐りん粉ぷんをまぶしてある。『眠ねむらずの蝶ちよう』の素もとに触ふれて、身体からだにいいはずはありませんから」

　聞き覚えのある声だ。

　見つかったという焦あせりはあったが、意外ではなかった。

　この『聖域』を、呪毒の隠し場所に選ぶことができる、唯ゆい一いつの人物のものだったからだ。しかし、同時に響いたいくつもの靴音に、唇くちびるを嚙む。

　周囲を見回すと、屈くつ強きようなイルの戦士たちが、武器を手にフェルを取り囲んでいた。

「女一人に、随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなことですわね」

　フェルはゆっくりと振り返り、戦士たちを従したがえて立つ人物を睨にらみつけた。

「裏切り者は、あなたでしたの。──キリヤさま」




　フェルの問いかけに、キリヤはふっと息をついた。

「黒龍公が捕まったから、これでひと安心思っていましたが」

　いつでもふわふわと微ほほ笑えんでいた彼は、別人のように落ち着き払はらい、無表情だった。

「犬鷲の長が血けつ相そうを変えて知らせにくるから何かと思えば……せっかく、仲なか違たがいしたエルラントの皇子が同士討うちをしてくれている間に、出荷してしまえると思っていたのに……うかつに表に出しておくのではなかったですね。油断させてくれるです。とんだ伏ふく兵へいがいたものだ、と」

（この方は、葡ぶ萄どう酒しゆを飲まなかったし、共用語だって、ちょっとたどたどしいものの、どんな会話だってついてきたじゃない。可能性はあったんだ、はじめから）

　フェルはじりじりと彼から距離を取る。

「どうして、呪毒をエルラントに？　だってあなたは、今の旦那さまの統とう治ちには満足しているような口ぶりだったじゃありませんの」

「……黒龍公を尊敬しているのは、本当です。僕だって、彼と袂たもと、わかちたくなんてなかった」

「では、なぜ……！」

　首を傾げるフェルから目を逸そらし、キリヤは呪毒の壺を見た。

「……昨日した話、覚えているますか？　夕暮れの子は花嫁に、朝焼けの子は晩ばん餐さんに」

「おとぎ話をしたいのではありませんの。わたくしの質問に答えてませんわよ」

「答えているんです、これでもね」

　やっと、キリヤはにこりと微笑んだ。だがそれは、痛みをこらえるような笑みだった。

　うんと幼おさなく見えていた外見は、笑い方ひとつでずいぶん印象が変わる。彼は今、年とし相そう応おうに大人びて見えた。

「僕は、蝶の群れで暮らす毒どく蛾がです。だけど、偽いつわりの家族でも、蝶の群れが大切だ。……そう、なぜ、です？」

　独どく白はくじみた呟きに、フェルは首を傾げる。

「あなたこそ、どうしてそう、敵である黒龍公に肩入れするですか？　ご自分だって、偽りの家族が大事なくせに」

「何を言ってらっしゃるの」

　気け色しきばみかけたフェルは、キリヤがわずかに眉まゆをひそめて投げた質問に凍こおりついた。




「人ひと質じちの花嫁、シレイネ姫。……いいえ、身代わりのフェルディア嬢とお呼びしたほうがいいですか」




「……！」

　なぜそれを、と。

　すんでのところで吞み込んだが、動どう揺ようは隠せない。身を竦すくめ、一歩後ずさろうとしたフェルの腕を、すばやく距離を詰めた戦士の一人が摑んだ。

「痛っ……！」

　そのまま後ろ手にねじり上げられ、フェルは呻うめく。足払いをかけようと必死にもがいたが、さらに強く押さえ込まれてしまう。

（油ゆ断だんした……！）

「けれど、花嫁さま。来たのがあなたで、よかった。……これで、もっと確実だ」

　キリヤは拘こう束そくされたフェルに歩み寄り、すまなさそうに目を伏せた。

「どういう意味ですの！」

「あなたにも、黒龍公にも、悪いことをしている、思ってます。それでも……家族を守るためなら、悪あく魔まにだってなるのです」

　フェルは抵抗を一度やめ、静かにキリヤを見る。

　その質問を口にするのは、勇気の要いることだった。

「……わたしを、殺すの？」

「まさか。……呪毒入りの酒は脅おどしのつもりでした。飲まなかった、でしょう？」

　かろうじて体たい勢せいを変え、睨み上げたフェルから、キリヤは視線を逸そらしてしまう。

「あなたのことは、同どう胞ほうがほしがっているです。だから、殺さない。……黒龍城には、もう戻れないかもしれないけれど」

　夕暮れの子は花嫁になるのですから。

　彼は独り言のように繰り返し、フェルに手を伸ばした。

「う、……！」

　迫せまる指先から逃のがれようと身体を捻ひねるが、無理な姿勢を強しいられた四し肢しが軋きしみを上げる。

　背後にいる戦士には首に腕を回され、身じろぎもかなわない。

（旦那さまの無実を証明しなきゃ、いけないのに……！）

　こんなところで捕まっているわけには。

　歯を食いしばって頭を振った瞬間、懐から何かが転がり落ちた。──クロウに貰もらった、銀色の笛。

（旦那さま……！）

　考える暇はなかった。フェルは首に絡む腕に思いっきり咬かみつく。一瞬だけ緩んだ拘束を振りほどくと、笛を口にくわえ、思いっきり吹き鳴ならす。鋭するどい金きん属ぞく質しつの音が、あたりに響き渡った。

「……？　何を」

　キリヤが手を止め、怪け訝げんそうに眉をひそめたときだ。

　たくさんの靴音が、まるで地鳴りのように迫ってきた。やがて、戸惑う戦士たちのざわめきにかぶせるように──。




「そこまでだ!!」




　聞き覚えのある制せい止しの声とともに、蹴け破やぶる勢いで広間の扉が開かれた。

（え）

　続けて、ぐわんぐわんと大げさな宣言が響き渡る。

「ふははは！　天てん網もうカイカイなんとやら！　悪役は焦あせってボロを出すものと相場が決まっている！」

　開け放たれた扉の向こうから現れたのは、白い制服を身に着けた軍ぐん勢ぜいと、それから──

「……ジルフォードお義に兄いさま!?」

「お手て柄がらだったな嫁！」

　しかし、もっと意外だったのは。

　やっ、と初めて会ったとき同様に片手を挙あげるジルフォードの脇を抜け、こちらに駆け寄ってきた人物だ。




「……断ことわりもなく、ひとの妻に触ふれるなよ」




　剣の柄つかで打たれた戦士が、鈍にぶい呻うめきを上げて地に伏ふせる。

「怪け我がはないか、シレイネ」

　よろめいた自分を抱き留めてくれたその人を、フェルは呆ぼう然ぜんと見上げた。

「だ、旦那さま……!?」

（えええ、なんで!?　だってジルフォードさまに捕まってたはずじゃ!?）

　事じ態たいが吞み込めず、思わず目をしばたたくフェルを助け起こしてくれながら、「怪我は？」とクロウは尋たずねる。

　同時に、白と黒の軍服を身にまとった兵たちが、わっと部屋になだれ込んできた。

　──白龍師団兵だけではない。牢に放り込まれていたはずのクロウの黒龍師団兵もいるということだ。

「ありません、けれど。あの、何がどうなって……いるのでしょう」

「見てのとおりだ」

「どーだ嫁！　お兄様の悪役っぷり、なかなかのものだっただろう？」

　クロウの肩ごしに、こちらに向かって片目をつぶるジルフォードを見て、あ、とフェルは察さつする。

「ひょっとしなくても……あなたがた、最初から全部グルでしたの!?」

　絶ぜつ叫きようするフェルに、色違いの兄弟は顔を見合わせた。

「うーん。って、わけでもないのだがねえ」

「打ち合わせはしてないからな」

「ちょーっと待った！　打ち合わせはしていないだと？　愚弟お前、説明に誤あやまりありだぞ！　この私の提案を、一方的に無む視ししてくれたのだからな」

「提案？　笑わせますね。妻を、よりによってあんなえげつないやり口で囮おとりに使うなど、冗談じゃない。俺の警告を受け取るなり押しかけてきて、勝手な真似ばかり……だいたいが、どこに目があるかも分からないのに打ち合わせも何もないでしょう」

「……ええっと？　どういうことですの？」

　クロウは顔をしかめ、舌打ちを漏もらすと、事の次第を説明してくれた。

「初日に、あからさまに敵てき意いを匂わせてきただろう。……ジルフォード兄上なら、もう少し上手く爪つめを隠すはずだ。ひょっとしたら何か特別な意図があるんじゃないかと思ったのは、その時だ。……だが」

　曰いわく。ジルフォードは闖ちん入にゆうした翌日から、くだらない問答に混ぜた言葉で、「呪毒を撒まいた犯人を、囮を使って捕まえようじゃないか！」とクロウに持ちかけていたらしい。

　が、その囮とは、シレイネ姫のこと──つまり、『前に狙ねらわれたことのあるシレイネ姫を餌えさに、敵を釣つろう』というもの。それも、彼女を酷ひどい危険に曝さらす案ばかりで、クロウは乗らず、兄弟の意い思し疎そ通つうはいったん暗あん礁しように乗り上げた。

「いつもなら、クルヴァッハのためならお兄様もドン引きするような冷れい徹てつっぷりを披ひ露ろうするのに、愚弟らしくないぞ！　と不満に思っていたんだけどね。まあでも、昨日嫁と話してみたら納なつ得とくしたよ。だからしぶしぶ採った折せつ衷ちゆう案あんがコレというわけなのさ！」

「は、はあ……」

　クロウがフェルからジルフォードを遠ざけたがったのは、しびれを切らしたジルフォードが、フェルを勝手に囮にしようとするのを警戒してのことだったようだ。

　その割には、ついさっきじゅうぶん危ない目に遭あったような気もするが、これでもジルフォードにとっては『折衷案』だったらしい。

「何が『悪役ぶりもなかなかのもの』だ……半分以上素だったくせに」

　わっはは、と豪ごう快かいに笑うジルフォードにため息をつき、クロウはフェルに向き直った。

「……すまない、こんな形で巻き込むことになるとは」

「そうだねえ、まっさか、黒龍師団兵ではなく、嫁に捜査をさせるなんてさすがの私も予想外だったけれどね！」

「……俺が捕まったあと、俺の兵は動かせません。全てが台無しになる可能性がある」

　ばんばんと背を叩くジルフォードの手をさりげなくはねのけつつ、クロウは顔をしかめる。

「芝居を打てば、俺も兄上も動きを封ふうじられるからな。守りが手薄になったキリヤの身辺を探れるのは、一人しかいないと思った」

　ぶっつけ本番で失敗が許されないからこそ、預けてみたい相手だった、と。

「俺には、いちばん信頼できるのが、お前だったんだ」

「……」

　なんでもないように言われて、フェルはそっぽを向いた。

　こそっと祈いのる。頰ほおに血がのぼったことに、どうか気づかれていませんように。

（土ど壇たん場ばで、賭かけてくれたのが自分だったことが光栄だ、なんて）

　思う訳ないじゃないか！

　黙り込んだフェルに、「疑わせたり驚かせたり、いろいろ済まなかったね」とジルフォードが声をかける。

　彼は、部屋の中の呪毒の箱を一いち瞥べつして、軽く眉をひそめた。

「しかし、これだけの呪毒がもし国中に出回っていたらと思うと、ぞっとしないな。……ふむ」

「今後については追って決めましょう。まずはシレイネを安全な場所に……」

「待ってください！」

　引き揚げようとしたとき、せっぱ詰まった声が耳じ朶だを打った。

「花嫁さま、連れていかれる。すごく困ります」

「キリヤ。申し開きはあとでゆっくり聞く」

「違う！　あとで、なんてできれば引き留めるなんかしない……！」

　肩を摑まれ、キリヤは吠ほえるように訴うつたえる。黒と白の兵たちが、暴れる彼を引きずって行こうとしたときだ。

「ぐあ！」

　鈍にぶい悲鳴が上がる。振り返ったフェルの目に飛び込んだのは、膝ひざを突く兵たち。

「!?」

　不意に、腕を引かれてフェルはのけぞる。

　首筋に当たるひやりとした感かん触しよくで、喉のどに刃物を当てられているのだと分かった。

「嫁!?」

「なんの真ま似ねだ、キリヤ！」

「通してください。……あなたがたも死にたくないのなら、早く！　今なら、花嫁さまを引き渡せば許されるかもしれない」

　フェルは、もがくのも一瞬忘れて背後のキリヤに視線をやった。どういうことだ──？

　不意に。視界をひらりと何か輝くものが舞い、フェルは目を疑った。

　ひとつではない。ふたつみっつ、いやもっと──

「何これ。光る、蝶ちよう……？」

　どこから湧わいてきたのだろう。いつの間にか、広間には、ぼんやりと紅あかく輝く不思議な蝶が、無数に舞い飛んでいた。

「遅かった……！」

　ただ呆ぼう然ぜんとするフェルたちに対し、キリヤが絶望にゆがんだ表情になる。

『早く！　塔の出口をすべて封ふう鎖さしろ。この塔は谷の中心にあるんだ、このままではイルが滅ほろぶ！』

　フェルを突き放し、キリヤが何事か戦士たちに指示する間にも、蝶はあとからあとから湧いてくる。そして、近くにいた人間たちに一いつ斉せいに群むらがった。

「うわ!?」

　ジルフォードが腕をかざして顔を庇かばう。その腕や首に蝶は留まり、肌に溶とけていく。

「なんだ、これは」

　眉まゆをひそめたジルフォードが、不意に呻いて床に倒れ込んだ。

「兄上……!?」

　駆け寄ろうとしたクロウに、キリヤが鋭するどく叫ぶ。

「黒龍公、兄ぎみに触ふれるいけません！　その蝶は、『かえらずの夢』……触れたすべてを死に至らしめる呪毒です。光る蝶にも、蝶が宿った人間にも、触れたが最後、四し半はん刻こくで肉が腐くさり果てます！」

　その言葉に、クロウが目を瞠みはる。

「……キリヤ。……呪毒を横流ししていたのは。これが原因か？」

「呪毒を融ゆう通ずうする……約束、果たさなければ、『かえらずの夢』を一気に解き放ってティカル中にばらまく、言われてたです。ぼくが捕まって、役に立たなくなったから……！」

　この塚中、そこかしこに仕し掛かけられていたんです、とキリヤは唇を嚙む。

　ジルフォードに続き、全ての兵たち、戦士たちが、光る蝶にまとわりつかれ折り重なるように倒れていく。彼らの肌は、木もく炭たんのような黒に染まっていった。まるで悪い夢でも見ているかのような、おぞましい光景。

「シレイネ、伏せろ！」

　──クロウに呼ばれ、フェルがはっと我に返ったときには、蝶の群れがすぐ目の前に来ていた。

　抱き寄せられ、彼の後ろに庇われる。クロウの胸に無数の蝶が吸い込まれるのを見て、フェルは悲鳴を上げる。

「旦那さま!?」

　膝をついた彼を助け起こそうとしたが、「触るな！」と一いつ喝かつされる。その顔が苦しげにゆがみ、肌が墨すみを流すように黒く染まっていく。

　焦しよう燥そう、不安、後こう悔かい。すべてが入り混じった衝しよう動どうに、フェルは髪を搔きむしって喘あえいだ。

（噓……このままじゃ、旦那さまが）

　その先は、言葉にするのも恐おそろしい。

　自分はそれを、なす術すべもなく、黙って見ているしかできないなんて──

（嫌いやだ、嫌だ嫌だ嫌だ！）

　何か、何かできることはないのか。なんでもいい、何か──！

　そこで、ふと気づく。

　──蝶はそこかしこに舞っているのに、

（なんで、わたしは無事なんだろ……？）

　思い出すのは、自分と同じ容姿を持つ姫君の言葉。

　──〝かわいいフェル？　月並みな呪いの言葉など、逆さまに返しておやりなさい〟

　禍わざわいは、はねのけてやればいいのよ。あなたの持つ、その色で。

「花嫁さま！　あなたなら……」

「え？」

「この『かえらずの夢』、かけられてるのは、『誰もが死に絶える』呪い、です」

「誰もが死ぬ……？」

　思考が熱を持ち、頭がぼうっとする。キリヤの言葉をどこか遠くに聞きながら、フェルは蝶の群れを睨んだ。

「いいえ」

　視界がじわりと滲にじみ、夕暮れ色の瞳がぼんやりと輝きを増す。

「こんなもので、誰も死ぬわけがないわ！」

　そのときだった。ぱん、とはぜる音が響く。

（え……）

　クロウ。ジルフォード。エルラントの兵士たちと、イルの戦士たち。彼らの内から、一匹、また一匹と蝶が抜けていく。

　時間を巻き戻していくように、闇色に染まっていた彼らの肌が、元の色を取り戻していくのだ。

（……？　何があったの？　……って、それより！）

「旦那さま!!」

　フェルはクロウに駆け寄り、その肩を支える。毒の影響が抜けきっていないのか、呼吸は荒いままだが、肌から死の色は抜けていた。視界の端に、ジルフォードが呻きながら身を起こすのも捉とらえる。

「シレイネ？　何が起こった……？」

「わ、わかりません。一体どうしてか。これは……助かった、のでしょうか」

「いいえ、まだです！」

　戸と惑まどうフェルに、答えたのはキリヤだ。

　彼の視線につられて見上げる。抜けた蝶たちは舞い上がり、天井のあたりでぐるぐると飛び回っていた。

　渦うずをなす夥おびただしい紅は、まるで何かを恐れるように中空で旋せん回かいする。

　だが、途中で一匹が気まぐれのように舞い降りてきたことで、事態は急変した。残りの蝶たちも、雪崩なだれを打って再びこちらへと押し寄せてきたのだ。

『また来るぞ……！』

　兵たちは剣を抜き、襲おそい来る蝶を薙なぎ払おうとする。けれど、斬られた蝶は死ぬどころか二匹になり、再び嘲あざ笑わらうように宙を遊び始める。戦うほどに、数は増えるばかりだ。

「何、この蝶……死なないんですの!?　そんな、キリがない……！」

　このままでは、またすぐに次の犠ぎ牲せい者しやが出てしまう。そして、次も助かるかは分からない。おまけに、万一蝶が外に出るなどすれば、ティカルすべてが死の谷になってしまう。

　真っ青になったフェルの前で、クロウがキリヤの腕を摑む。

「キリヤ！　水はないのか!?　これが『かえらずの夢』なら、……人の身体に取り込まれる前は、水で中和できたはずだな？」

「え？　……あ、そうか！」

　一筋見えた光こう明みように、首長はぱっと暁色の瞳を輝かせたが、すぐに気づいて首を振る。

「いいえ駄だ目めです！　この塚には水なんてない。何より今はもう、塚が丸ごと蝶の巣になってしまった。全部を押し流さなければ、どうしようもないです……！」

　その言葉に、フェルは絶望的な気分になった。

（塚ごと押し流す？　そんな大量の水、用意できるわけが……）

　諦あきらめたようなキリヤに、クロウは唇を嚙む。ふと彼の目が、塚の壁を捉えた。

　そこに伝う、とろりと濁にごったものは──

「……待て。水なら、ある」

「え……？」

「キリヤ、間かん欠けつ泉せんだ！」

「！」

　反射でキリヤがある方向に振り向いた瞬間、フェルは手近な蠟燭を無む造ぞう作さに摑む。

　懐に入れてきたもうひとつの武器のことを思いついたのは、動物的勘かんと奇き跡せきのなせるわざだった。

「旦那さま、皆さま！　どいて、というかありったけ逃げてください！」

　色気もへったくれもない動作で襟えりの合わせ目に手を突っ込み、摑み出したのは、小さな竹皮の包み。

　旅行の前に、ケイに手渡された『宴会兵器』だ。

　火気厳げん禁きんです、広い所で使え。命の危険がありますもので──そうくれば、おのずと正体は知れてくる。

（見たことないけど、話くらいは聞いてるもの。東方の品で、火を使ってド派は手でに一発、っていえば……）

　点火したそれを勢いきおいよく振りかぶる。経験上、嫌な予感を覚えたらしいクロウが、キリヤの首根っこを引っ摑つかんですばやく避よけた、その脇を掠めるように。

「た──まやぁ──っ!!」

　武器の名を気合代わりに、力いっぱい投げつけた。

　もろく崩れやすいという岩壁に当たった瞬間、まばゆい光が視界を奪う。

　あ、やりすぎた。

　なんとなくフェルは察した。

　赤、緑、蒼あお。さまざまに咲き乱れる色の奔ほん流りゆうは、しかし、おそらくこんな近くで見るためのものではない。

　ドオン、と派手な破裂音が響き、天井が吹っ飛ぶ。たまらずフェルが床を転がった瞬間、むっとするような蒸気と、広間を覆おおう土つち煙けむりに続き、湯が濁だく流りゆうのように流れ込んだ。

　噴出した間欠泉は、逃げようと舞い上がる蝶たちを瞬またたく間に吞み込み、ついでに周囲にいた人間たちにも容よう赦しやなく降り注ぐ。

「崩れるぞ!!　全員、早く外へ退避しろ！」

　誰の叫びだろう。誘導する声はジルフォードに似ていたが、彼はこんなにも頼もしい声が出せたのだろうか。

（前、見えなっ……）

「こっちだ！」

　土煙と蒸気に巻かれ、不ふ穏おんな音を上げる蟻塚から脱出すべく、もつれる足を前に動かしていたフェルの手を、クロウが摑んだ。よく知る大きな手の感触に、知らないうちにほっと安あん堵どの息がこぼれる。

　やがて、避難を終えたフェルたちの背後で、水浸しの蟻塚が崩れ去っていく。てっぺんから、とどめにひゅうっと明るい火の玉が上がった。

　うっすら白みはじめていた空に、それは明るく花開く。

「ええ、そうですよね、『たまや』って……」

　連続して空を彩る花火に、あの小さな包みの威い力りよくを思い知る。

（ケイさま!?　きれいだけど！　宴会用にしては物ぶつ騒そうすぎる……！）

　あの、へらへらと笑う家令の顔が頭に浮かび、フェルはため息をついた。どこまで冗談でやっているか分からない。しかし今回は、実に助けられた。

　ぼんやりとするフェルの肩を、不意に、ぽんと叩く手がある。──振り返ると、ジルフォードの満面の笑顔があった。

「蝶が出てくる気配はない……これは世に言う、一いつ件けん落らく着ちやくというやつかね！」

「……の、ようですね」

　ため息をついて応じたのはクロウだ。無表情な弟に目を向け、ジルフォードは「それにしても」とにんまり笑う。

「仲が良くて大変結構だ」

「え」

　言われてはじめて、フェルは、クロウと手を繫ぎっぱなしだったことに気づく。

　お互い、一瞬目を合わせたまま動きを止め──慌てて、振り払うようにぱっと離れた。

　咳せき払ばらいで場をごまかすクロウに、しばらく上がった息を整えていたキリヤがはっと我に返ったように口を開く。

「黒龍公、白龍公。……申し訳、ございませんでした。ぼくが至らぬ首長なばかりに……ご迷めい惑わくを、おかけしました」

　しかし、彼は唇を嚙み、途中で俯うつむいてしまう。やがて上げたその顔は、思いつめたものになっていた。

「いいえ、謝って済むわけじゃないことした、分かってるます。でも……今回の一件は、イル族全部も処罰されるですか？」

「確かに。……父上が知れば、イルを谷ごと焼き払ってもおかしくない……が」

「お願いです!!　関わっていたのは、ほんの一部だけ……いいえ、すべての責せきは、中心にいたぼくにあるです。首をはねても、八つ裂ざきにしてもいい。だから、お咎とがめはどうかぼくだけに……！」

　キリヤはその場に膝ひざをつき、地に額をすりつけた。悲痛な叫びに、クロウは一度黙り、ジルフォードと視線を交わす。

「……兄上。この一件、父上には、なんと報告するつもりですか？」

「うーん。本当はかちっと言わねばならんのだろうなあ。……イル族が、エルラントに叛ほん意いを持って騒ぎを起こしたのなら、父上の裁きを待つまでもなく、私が手を下していたところだが」

　ふと、その声が冷えた響きを持ち、キリヤはびくりと身を竦める。だが、そこで彼はふっと表情を緩めると、いつもどおりの白い歯を見せ、にぱっと笑ってみせた。
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「イルの首長も、脅されて従うしかない被害者だったようだ。というわけで、今回はなんかもうお兄様的には報告しなくていっかな、な気がしているわけだな」

　ティカルはお前の土地だから、とジルフォードは続ける。

「この一件──事後処理、こっそりお前に任まかせてみようか。クロウ、皇こう太たい子しとしてお前に頼もう。首長キリヤ＝イル＝ティカルを取り調べし、真相を究明してくれ」

　私からは皇帝に報告せずにおいてやろう、と頷く彼に、キリヤがおずおずと面おもてを上げる。縋すがるようなまなざしを受け、クロウはキリヤの前に片膝をつくと、その目を覗のぞき込んだ。

「では……キリヤ。首長としてお前にできる唯ゆい一いつのことは、お前の背後にいた者について、つつみ隠さず全てを話すことだ。そうすれば、必ず一族は守ると約束しよう」

「ありがとうございます……！」

　ジルフォードの後を引き継いだクロウに、キリヤは再び勢いよく頭を下げる。

　それを見たフェルは、思わず心の中で快かい哉さいを上げた。『裏切り者』を見つけて、背後の黒幕をいぶりだす。今回の『新婚旅行』の目的は、晴れて達成できそうだ！

「それにしても、嫁！　今回はよくがんばってくれたものだなあ。病弱と聞いていたけれど、単身で敵中に乗り込んでいったり、壁に穴をぶちあけたり、真の虚きよ弱じやく体質が聞いたら怒り狂くるいそうな大だい活かつ躍やくじゃないか！」

「…………温泉で一時的に丈夫になったのですわ」

「弟を守ろうとしてくれて嬉しかったよ」

「！」

　こちらに背を向け、兵たちに指示するクロウには聞こえないように、フェルの耳元に唇を寄せて。

　ジルフォードから不意に告げられた言葉に、フェルは弾かれるように顔を上げた。

「ぼろぼろの絵を見て、一時はどうなることかと思ったが、うん。きみなら信頼できそうだ！　しかしあの絵、嫁じゃないとすると、いったい誰が送ってきたんだろうな……？」

　その言葉を聞き、答えようのないフェルは眉を曇くもらせた。

（そういえば……そうだ。ユナイア王宮に出入りできる身分の人……よね？　だって、セタンタ陛下や、シレイネさま、が。まさか、そんなわけ……）

　それぞれ違う理由で二人して悩みかけたが、「絵？　なんの話です」とクロウに訝いぶかしげに問われ、異い口く同どう音おんに「あとで話すぞ」「なんでもありませんわ！」とごまかす。

　ジルフォードは苦笑し、クロウの目を盗み、再び小声で囁ささやいた。

「嫁。愚弟はだな、国内でひそかに呪毒が流りゆう行こうしていることを、私に書簡で報しらせてくれたのだ。呪毒の特徴も書き添えてな」

「え……旦那さまが？」

「まあ、所しよ詮せんは愚弟だからな！　私の領までが呪毒にやられたらクルヴァッハに悪あく影えい響きようが出るかもと、そういう腹があったのだろうし、自領で騒ぎがあったことも思いきり伏せていた。こっちはそれを分かった上で、書かれていなかった事件のあれやこれやまで勝手に調べてやったりしたわけだが」

「あなたがたは腹芸せずに仲良くはできませんの」

「うん、でも、おかげでうちは呪毒の被害を未然に防ぐことができたのだな。──あの箱はこ庭にわっ子にしては、大きな進歩だと思うわけだ」

「！」

（グリフレイだけ無事だったのって……そういう……ことだったんだ）

「さて。ひねくれ者で、箱庭主義で、冷血に見えることもある愚弟なわけだが。これでなかなか、情に篤あついところもあるから」

「……知ってますわ」

「そーかそーか！」

　ジルフォードはぱっと破は顔がん一いつ笑しようし、フェルの頭をわしゃわしゃ撫でた。

「クルヴァッハが欲しいんじゃありませんでしたの？」

「そうだよ？　自分で治めたい、って意味だと思ったかね。私は、エルラント帝国の一部としてこの地が欲しいのさ。美しく重要で、そして難しい地だ。愚弟その二くらいの勤きん勉べん馬ば鹿かでなければ、治められないこの地をな」

　クロウは、過去に囚とらわれたままで、箱庭から外に目を向けようとしなかった。それが気がかりだったとジルフォードは言う。

「けれど、きみがいれば──あるいは愚弟は、もっと広く世界を見ることができるかもしれない。箱庭としてのクルヴァッハではなく、エルラントの中のクルヴァッハを」

　愚弟は愚弟のくせにこざかしく知恵ばっかり回るからな、いずれ奴の脳みそを我が国のために絞り取って、コマネズミよろしくキリキリこき使ってやる予定なのだ！　と。

　わはは、と豪快に笑うジルフォードに、最初の印象は間違ってなかったんだな、とフェルは思う。

　彼は、ちゃんとクロウの『兄』だった。

　たとえそれが、国のためというひと言のもと、いつか崩れ去るかもしれなくても。

「弟を頼むよ。代わりに、何かあったら私を頼るといい。エルラントの皇太子が、いつでもきみの味方になろう」

「ありがとうございます」

　かりそめの関係だ。きっと、彼に頼る日はこない。

　それでも、その言葉は心強かった。

　微ほほ笑えむフェルに、ジルフォードはきらりと白い歯を見せて笑った。

「で、いつかは嫁も、〝ラ〟の素晴しさを理解してくれることを願うよ！」

「そのネタまだ続いてましたの!?」
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「さて。お兄様は忙しいのだ、ここらで華か麗れいにおいとまするとしよう。愚ぐ弟てい、嫁、この私が恋しいからと言って、くれぐれも泣いたりするのではないぞ！」

「そうですね嬉うれし泣きはするかもしれませんね」

「旦だん那なさまったら。お義に兄いさま、お元気で」

　事件が片付くと同時に、ジルフォードは颯さつ爽そうとグリフレイへと帰って行った。クロウは常つねの皮肉で応じていたが、フェルの方は、これきりだと思うと少し寂さびしい気もしている。

　そしてキリヤに協力していたのは、犬いぬ鷲わしの長おさなど数名のイルの貴人のみ。

　それ以外は、このたびのことは、すべて寝耳に水だったらしい。クロウの元には、首長を補ほ佐さする長老がすっ飛んできて、ひれ伏した。

　イル全体の処しよ遇ぐうについては、ウーベル帝ていに報告しない代わりに、クロウはひとつ条件を出した。

「そのひとつが、あいまいになっていたティカルの夕ゆう輝き晶しようの採さい掘くつ権けんを、改めてクルヴァッハ公こう爵しやくのものとすること……旦だん那なさま、もともとそれが目的だったでしょう？」

「なんの話だ？」

　フェルがジト目で睨にらみつけても、彼はどこ吹く風だった。そのほかにも、いろいろと注文をつけたようだが、それでウーベル帝の怒いかりに触ふれずに済むならと、逆にイルの貴人たちには泣いて感謝されたという。

　監かん視しのため、何よりティカルが再び呪毒の標的にされることを防ぐため、兵を残して警けい戒かいを強める必要がある。ぞろぞろと引き連れてきた黒こく龍りゆう師し団だん兵へいは、儀ぎ礼れいのためだけにしてはものものしいと思っていたら、どうもティカルに置いていく可能性を最初から考こう慮りよしていたようだ。

（相変わらず、抜ぬけ目ないなあ）

　フェルは目を丸くする。

　ちなみに、黒龍公預かりとなった首長のキリヤは、一足先に都に護送されている。

　思い出すのは、出立の直前、彼がフェルに言い残した言葉だ。

　──〝花嫁さま。真実を知るのは、少し、覚悟がいるかもしれません〟

　どういう意味だと詳しく問う前に、彼は背を向けてしまった。気になりはするが、また改めて話はじっくり聞けるはずだ。

　あれよあれよといううちに、現地での事後処理はあわただしく進み、気づけば帰る日は目前に迫っていた。
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　ティカルの赤い谷から少し離れ、緑の高原に出たさらに先──人目につかない場所に、ひっそりとパーシヴァルの墓はかはあった。

　不吉な死を遂とげた彼の墓を作ることは、本来なら禁きんじられている。

　また、毒に狂くるったとはいえ、彼がイル族を虐ぎやく殺さつした経緯を思えば、谷のそばに埋まい葬そうすれば、暴あばかれる危険もあったのだという。

「……エルラント人からもイル族からも隠せば、自然とこういう場所になった」

「そう、ですの」

　緑の草地に埋うめ込まれた、四角く黒い墓ぼ標ひように手のひらを当てる。なめらかな玄げん武ぶ岩がんの表面は、雨でも降ったのだろうか、しっとりと濡ぬれていた。

（聖せい職しよく者しやはみんな、パーシヴァルさまのためにティカルに来ることを拒こばんだ、って）

　だから、彼のために聖せい詩し篇へんを詠うたう者は、クロウのほかは誰もいないのだ。

「なぜ、わたくしをここに連れてきてくださったの？」

　フェルはふと尋たずねた。

（明日には、黒こく龍りゆう城じように帰るんだし……って）

　今朝、いきなり「出かけるぞ」のひと言とともに叩たたき起こされ、目的地も知らされず引っ張ってこられたフェルは目を白黒させたわけだが。

（大事な弟さんのお墓なのに……）

　かがみ込んだフェルの隣に立ち、黒い墓石を見下ろすクロウは、やがてぽつりと呟いた。

「……会いたがっていたからだ」

「え？」

「いいや」

　首を傾かしげるフェルの前で、クロウはむっつりと黙り込んでしまう。

　ざあっと一陣、風が通り抜ける。青い草原に、波は紋もんとなって軌き跡せきを描いた。

「……？」

　風が草を揺ゆらしたおかげで気づく。黒い墓標の隣に、白い石で作られた、小さな墓がもうひとつ。目を凝らしたが、つるりとした表面には名も刻まれていない。

「旦那さま。あれは？」

「姉の墓だ。……パール同様、エルラント中央には葬ほうむれないから」

（お姉さま？　って、……ああ）

　生まれて間もなく、母親──亡ぼう国こくの姫君の目の前で、首を落とされたみどりご。

（旦那さま。お墓……作ってあげてたんだ）

「もう殺したくない、助けてくれと。……あいつは。パールは言ったんだ。最期に」

　ぼそりとクロウがこぼした言葉に、フェルは視線だけ上向ける。

「泣きながら、俺の剣を摑つかみ、自みずから胸に突き立てた。……何もできなかった。何も」

「そ……そんなの！　旦那さまのせいじゃ、ございませんわ。そうでしょう」

「いいや。──俺のせいだ。俺が、殺した」

　クロウはぽつぽつと語る。

　彼の母、リグレイン＝フレアメルは、皇こう家けの血を濃こく受け継つぎ、父親そっくりな鋭するどいまなざしを持つクロウに、仇きゆう敵てきの幻まぼろしを見た。

　手元にいるクロウに恨うらみの矛ほこ先さきを向け、彼を苦しめることで、死んだ夫や娘の魂たましいが鎮しずまると信じ込んだのだと。

　──呪われた子。あなたは誰からも愛されない。

　リグレインは、我が子に子守歌代わりの呪じゆ詛そを囁ささやき続け、挙あげ句くの果はてに、己おのれの産んだ第三子が、クルヴァッハでのクロウにとって心のよりどころであると断だんずると──

「……そんなことって」

「父親からは氷を。母親からは闇やみを。俺はそれぞれ継いでいる。俺さえいなければ、パールは死なずに済んだかもしれない。この氷が、この闇が、あいつを喰くい殺したのに。……それなのにあいつは、……事切れるその瞬間まで、俺の身を案じていた」

　淡たん々たんと口にするクロウは無表情で、その声こわ音ねからはどんな感情も読み取れなかった。

　──が。

　フェルは立ち上がって、ぱんぱんとドレスの裾すそを払はらう。クロウの言葉には答えず、大きく息を吸すい込んだ。

「シレイネ？」

　眉をひそめるクロウの前で慎しん重ちように音を探ると、独どく特とくの旋せん律りつに乗せて、紡つむぎだした。

「その骨は白しろ珊さん瑚ご、その肉は紅べに珊さん瑚ご」

　だてに十年以上、吟遊詩人バルドの養やしない子ごはしていない。

　ガウェインを手伝い、孤児院のあるベルファスティスの家々を巡りながら、何度も繰くり返した聖詩篇。もっともよく使われる、死者の魂たましいの安あん寧ねいを願う一節だ。

「その眼まなこは白しろ真しん珠じゆ、その瞳は黒真珠。その身は土となり、血は川となり、魂は岸辺に憩いこわんことを」

　目を閉じて、長い長い聖せい句くを、朗ろう々ろうと淀よどみなく。

　フェルの高らかな吟ぎん唱しようを、クロウは黙って聞いていた。

「──胸に誓ちかいを。唇くちびるに真実を。腕に剣を。旅路の末に言こと祝ほぎを」

　やがてすっかり歌い終え、フェルはふっと息をついた。

「気休めですけれど」

　そのうち、こっそりガウェイン先生に頼たのんでみようか、とフェルは思う。

　彼なら、国こつ境きようも妖よう精せいを敬うやまう異教の地も恐おそれず、「おやすいご用よー！」と弔とむらいに来てくれるはずだ。

「お前……」

　何か言いかけ、クロウは口を閉じる。その顔を、フェルはとっくりと眺ながめてみた。

（母親からは闇を。父親からは氷を、って。髪はお母さん譲りで、目は、お父さん譲り、なんだよね）

　きっと彼は、鏡を見るたび思い出すのだ。弟を救えなかった、その日のことを。

（でも）

　フェルは目を伏ふせる。

　考える前に、口が動いていた。

「わたくしは、好きですわ」

「……なに？」

「あなたのお顔、好きですわよ。わたくしは」

（って、何言ってんのわたし！）

　衝しよう動どうのままに言ったのち、激はげしく後こう悔かいする。自己暗あん示じも兼かね、慌あわててフェルは訂てい正せいを入れた。

「か、顔が、ですからね！　顔は！　顔だけ！　むしろ顔以外は果はてしなくどうでもいい」

「……あのなシレイネ。お前、人の心臓を鋼こう鉄てつ製せいか何かだと思っていやしないか」

　一瞬遠い目でぼやいたあと、「へえ、本当に？」と彼は口元をゆがめる。

「髪が闇でできていても？」

「闇がなんです。人は夜にこそ安あん息そくを得えるものでしょう」

「瞳が氷の冷たさでも？」

　フェルはふんと鼻を鳴らす。クロウより小さな背で目いっぱい肩をそびやかし、小こ憎にくたらしく言い放った。

「まやかしに囚とらわれるなんてあなたらしくもない。いいこと、耳の穴かっぽじってよくお聞きなさいな。──あなたの氷は優しいわ！」

　昔、どこかで聞いた話だ。雪国の海では、鳥も獣も氷に育まれるのだと。

「お兄さま想いのパーシヴァルさま。その弟ぎみに愛されたあなたが、ご自身で卑ひ下げされては、弟ぎみは安心して眠れませんことよ。氷が、冷たさがなんです。だって今のあなたは、その氷の下で、民の命を守っていらっしゃるじゃありませんの！」

「……！」

　──反はん論ろんが、くる気配はない。

　呆あつ気けに取られて声を失うしなったクロウなんて、珍しい。アンダードレス一丁で助けに行ったとき以来だ。

（言ってやった！　言い負かした！　この、今まで勝ったためしのない、毒どく舌ぜつ男を！）

　いい気になって、ふふんと笑うフェルは、急に後ろから腕を引かれて均きん衡こうを崩くずす。

「わっ」

　倒れ込む前に、背中がぶつかる。

　腰に手を回し、クロウに背後からすっぽり抱きしめられ、フェルは目を白黒させた。

「旦だん那なさま！　いきなりなんです!?」

　腹の上で軽く組まれた彼の手に、どきどきと鼓こ動どうが速まる。しかし、耳じ裏うらから落とされた呟つぶやきは、甘さのないものだ。

「……本当に気休めだな」

「でしょうね」

　パールのことを、彼が忘れる日は来ない。迷いが吹っ切れるその日まで、彼は守り続けるのだろう、弟が眠る、この箱はこ庭にわを。

　けれど、今だけは。

「まったく、お前は」

　耳じ朶だに触れる声は、どこか楽しそうで。

「お前はいつも、予想外だよ」

　心なしか明るい響きを持つそれに、なぜだか、フェルの心も軽くなった。
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　ティカルで過すごす夜も、これで最後になった。

「──で、提てい案あんですけれど。今日は二人とも寝しん台だい使いませんこと」

　唐とう突とつなフェルのひと言に、クロウは胡う乱ろんなまなざしを返してくる。

「どういう風の吹き回しだ。……何か妙みようなものでも拾い食いしたのか」

「失しつ敬けいな！　わ、……わたくしはただ、明日にはお城に帰るんだなと思って、ですわね」

　帰りも長い旅たび路じだ。

　いろいろと肉体的に疲れることもあったし、何よりクロウの心しん労ろうが気になっている。

　快眠基本のフェルに比べ、毎晩彼はうなされてきたのだから。

（疲れが取れないまま出立させることに、微び妙みように、本っ当に微妙に罪ざい悪あく感かんがなきにしもあらずなわけで）

　フェルはもごもご口ごもる。

「お気づきじゃないでしょうけど。あなた、こちらに来てから、毎晩うなされてらっしゃるのよ」

「……そう、か」

「でも、あなただけ寝台を使っていただこうにも、断られるじゃありませんの」

「当然だろう」

「……最初に、二人ともここで寝ればいいじゃない、って言ったのはあなたじゃなくて。わたくしも今晩はそれに同意しますわ。ただし！」

　フェルはおもむろに、衣装箱から飾り帯を引っ張り出すと、寝台の掛け布をめくる。

（よく考えれば、最初からこういう妥だ協きようをしてればよかったのかもしれないけど）

「？」

　訝いぶかしげなクロウの前で、いそいそと動き──寝台のど真ん中に一本、帯で境きよう界かい線せんを引いた。

「あなたはあっち。わたくしがこっち。それぞれの領りよう土どを決めときましょう」

　ふう、と額ひたいをぬぐい、フェルはびしっと指さし宣せん言げんする。

「絶対に出ないでくださいましね」

「分ける必要があるのか？　俺は別に気にしないが」

「わたくしが気にするのよ！　こちらの領土に指一本でもはみ出してごらんなさい、今度こそ顎あごがなくなるまで鉄てつ拳けん制せい裁さいを食らわします！」

　精せいいっぱいいかめしく腕を組んでみせるフェルに、「ふうん」とクロウは目を眇すがめる。

「お互い、侵しん犯ぱんには厳罰ということか。なるほど？　まあ、構わんが」

「……ええ、そ……そうなりますわね」

（お互いって言われるとこう……ええい気にするな！　わたしからこいつのほうにはみ出すわけないんだから！）

　よしんば寝ね相ぞうが笑えるくらい激しかったとしても、これだけ広い寝台だ。できるだけ端はしに寄って寝れば、クロウのほうまで転がっていくことなんてあり得ない。

（むしろ死体のようにかちこちに固まってすみっこで寝てやるまでだわ！）

　固く心に誓ちかい、「それではおやすみなさいませ!!」とフェルは布ふ団とんに入る。

　そして、それきり彼のほうを見ないように、背中を向けて掛け布を引っかぶった。

　やがて背後で、彼も寝台に上がる気配がする。

（気にしない気にしない気にするな！）

　彼が髪をほどく、しゅるりとかすかな響き。

　寝台が身じろぎで軋きしめば、なぜだか不ふ整せい脈みやくを訴うつたえる心臓の音に重なった。




（小こ銭ぜにが三百二十五枚、小銭が…………むり、眠れない……！）

　案あんの定じよう、深夜までぎんぎんに目が冴えっぱなしのフェルは、はあっと大きくため息をついた。

　同じ褥しとねで眠ることが、こんなに緊きん張ちようするとは思っていなかった。

（あそこにいるのはガウェイン先生あそこにいるのは頭の黒いガウェイン先生）

　作戦を変えて自じ己こ暗あん示じをかけようとしたが、これもあえなく失敗に終わる。

「……っ、……」

　──と。

　隣で眠るクロウの寝ね息いきが、急に苦しげなものに変わる。

　名前を呼ぶ声。

　行くな、とかすかな懇こん願がん。

　フェルは、胸に刺さすような痛みを感じた。

　この地で、彼は繰り返し夢を見たのだろう。弟が事切れる瞬しゆん間かんを、幾いく度どとなく。

「旦那さま」

　フェルは身体の向きを変え、思わず呼びかける。

　そうすると、彼の苦しげな寝息が、ふっと静まった。

　それきり、今度はうんともすんとも言わなくなる。それはそれで心配になった。一度様子が気になり出すと止まらない。

（せめて、寝ね汗あせふいたりくらいだったら……）

　ふと、自分で引いた飾り帯境界線のことが気になったが、彼は眠っているのだ。およそ目覚めそうな気配もない。

　身を起こすと、寝台脇わきのテーブルに手を伸ばす。きんきんに冷えた湧わき水を入れた銀の水差しの表面に、水すい滴てきが浮いている。

　ためしにハンカチを濡ぬらしてみると、ひんやり気持ちよい。

（寝苦しそうだし……ち、ちょっとだけなら……）

（いやいや何考えてんの、境界線から出るなって、こっちが言ったんだし）

　フェルの内なる悪あく魔まと天使が、さっきから何やら頭ず上じようで言い争あらそっている。

（汗をぬぐってぱっと手を引っ込めれば、毒どく龍りゆう公こうなんていってもきっと目覚めやしないでしょ）

（なにバカ言ってんの！　万一起きたらどうすんの。クッション顔に押しつけて意識がまた落ちるの待つしかないじゃない）

（それ死ぬんじゃないかな）

　途中、どっちが天使でどっちが悪魔だか分からなくなったあたりで、フェルは思考を放ほう棄きした。

　フェルは息を殺し、そうっと背伸びして旦那さまの様子を窺うかがう。やっぱり深く寝入っているように見えるが、いかんせん境界線が邪じや魔まである。

　こちらに背を向けて眠る彼の黒髪が、シーツに広がっている。顔は、見えなかった。

　じりじりと距離を詰める。まだ起きない。

（よし大丈夫）

　フェルは境界線から身を乗り出し、クロウのこめかみにハンカチを当てようと手を伸ばし──




「……捕まえた」




　不意に、その手首が、がしりと摑つかまれた。笑い含みの呟きを耳が捉える。

「え？」

　気づけば、とろりと燃える灯ともし火びのもと、氷ひよう海かいの瞳と視線が絡からんでいる。

　フェルは目をしばたたいた。

　背を向けていたはずの旦那さまの顔が、なぜこっちを向いているのだろうか。

　およそ寝ぼけた風もないし。

　──ということは。

「旦那さま、起きっ……！」

　ぎょっと身を引こうとした瞬間、くるんと視界が回る。

　軽い衝しよう撃げきとともに、身体にあたたかな感かん触しよくが。

「え？　え？」

　腕の中にすっぽり抱き込まれ、彼の胸に額を押しつけている。

　それが分かった瞬間、フェルの意識は遠のきそうになった。

「ちょっと旦那さま！　近い近い近い、近いですってば！」

「それが何か？　境界を越えてきたのは、お前だ」

「狸たぬき寝ね入いりなんて卑ひ怯きようですわよ！　いつから起きてらしたの!?」

「最初はちゃんと寝ていたさ。起きたのは、お前ががさごそ動き始めたあたりかな」

「がさごそって、わたくしは虫じゃなくてよ！」

「いいからおとなしくしろ枕。膝ひざ枕まくらも抱き枕も大たい差さないだろう」

「接せつ触しよく面めん積せき的に大違いですわよ！　あれはあれでどうかと思いますけれど!!　痛い暑い苦しい、とっととお離しなさい！」

　わめくフェルに、「決まりは決まりだ」と彼は薄く笑った。

「残念。……領土侵犯してきた奴やつは、好きに料理していい取り決めだったな」

「……っ」

（料理ぃ!?）

　往おう生じよう際ぎわ悪くじたばたもがいたが、いっそう抵てい抗こうを封ふうじるように腕に力を込められてしまった。それっきりもう、身じろぎすら叶かなわない。

　蛇へびに吞まれる寸前のカエルの気分だ。

（落ち着きなさいってば！　初夜だって、おんなじようなことになったじゃない!?）

　あの、色気もへったくれもない夜を思い出して、フェルは暴あばれ狂くるう心臓をなだめようと試みた。

　けれど、重ねようとすればするほど、心しん拍ぱく数すうは上がるばかりだ。

　あのときは、気づかなかった。

　けれど今なら分かってしまう。

　ああ。この人の手は、こんなに大きい。髪を梳すく指先は、宝物にでも触れるようで。

（策さく士しで、分っかりにくくて、怖こわくって、意い地じ悪わるで、優しくてひどくて優しいこの人に）

　身代わり花嫁と、敵国の皇おう子じ様。別れこそ予定調和。

　──けれど、嫁とついでから何度、この手に助けられたんだろう。この声に励はげまされたんだろう……。

（駄だ目めだ。違う。違わない）

「嫌きらい！」

　気づくと、フェルは必死に叫さけんでいた。自身に言い聞かせるように。

「嫌い嫌い嫌い、大嫌いですあなたなんて！」

「知ってる」

「じゃあ、離して……」

「それは断る。これは、仕し置おきだからな。……約やく定じようを違たがえたのは、お前だろう」

　さり、と耳のそばで音がする。彼が己おのれの銀髪を柔やわらかく嚙んだのだと知り、たちまち脳のう天てんからつま先までぼっこぼこに沸わき立った。

　人として、信じられると思いはした。ただ、今さら気づいたのは──

（……男の人、なんだ）

　なんで今まで、この人に平気で膝とか貸せてたんだろう。

　気づけば、フェルは仰あお向むけに横たわり、自分の上から覆おおいかぶさる旦那さまを見上げていた。ほどいた彼の髪が、まるで黒い滝のように流れる。呆然とするフェルは、顔の両脇につかれた腕のせいで身動きが取れない。

「お前自身は、強きよう烈れつすぎるほどの色を持っているのに」

　フェルの瞳を覗き込み、彼は低く囁ささやいた。

「白いな、お前の肌は。どんな色にでも染まりそうだ」

「何言ってっ……」

　フェルの文もん句くに重ねて。

　長い指で髪を搔かき分け、彼はフェルのこめかみにくちづけた。続けて、吐と息いきが静かに首くび筋すじを撫なでる。唇は冷たいのに、触れるそばから、まるでやけどのようにうずきだす。

「っ、」

　熱く、苦しく、甘く。甘く。炎ほのおに炙あぶられ、蜜みつ蠟ろうが溶とけるように。

（違う。甘く、なんて）

　否定の言葉は、予想外に弱々しくて。フェルは自分で驚いた。

「おたわむれを……離れて、くださいな、旦那さま」
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　拒きよ絶ぜつしたはずなのに、彼は逆にぎゅっとフェルを抱きしめてくる。とっさに突っ張った手は、結局抗あらがいきれなくて、気づけば緩ゆるくクロウの夜着の胸元をすがるように摑んでいた。

　いつからだろう。触れてくる指先が、優しいと感じるようになったのは。

　冷たい青の瞳と視線が絡むたび、緊張や怯おびえとは違う意味で、心臓が跳はねるようになったのは。

　もっと一緒にいたい、近づきたい、もっと知りたい。声が聞きたい。笑ってほしい。触れてほしい。

　この感情の正体は。

　もう、ごまかせない。

（駄だ目め）

　──胸にあるのは、切ない甘さ。

　それから、叫びだしたくなるほどの罪ざい悪あく感かん。

「しきたりどおり、ワルプルギスまで、待つべきなんだろう。だが」

　うるさい、心臓、言うことを聞け！　さっきから、血が沸ふつ騰とうして。ただ熱くて、もう何も考えられない。

　唇を引き結び、ぎゅっと目を閉じたフェルの耳に落とされたのは、独どく白はくのような呟き。




「……穢けがしてしまおうか。今、ここで」




　──そこまでが限界だった。

（なんじゃそりゃあああ！）

　頭が真っ白になる。

　処しよ理りできません、と。頭のどこかでお手上げの声。

　そのまま、事態に追いつけなくなったフェルの意識はぶつんと途と切ぎれた。
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　最初は何も考えず眠っていたし、いつもの悪い夢にうなされていた。それはまったく噓うそではない。

　ただ、小声で名を呼ばれて目を覚ましたとき、彼女がこちらを窺っているのが分かったから、ちょっとしたいたずらを思いついただけだ。

　少しだけからかってやるつもりだった。動どう機きは、いつもの延えん長ちよう線せん上じようにある。

　──途と中ちゆう、本気で理性が飛びかけたことは否定しないが。

「……？」

　腕の中でじたばたもがくフェルが、急におとなしくなったので、クロウは眉まゆをひそめる。

　己の胸に顔を押しつけたまま、彼女はぴくりとも動かない。

「どうした、シレ……」

　白い衣きぬに包まれた肩に手をかけて、気づいた。鼓こ膜まくを打つのは、すうすうと安らかな寝ね息いき。

　その瞬間、クロウはなんともいえない脱だつ力りよく感かんに襲おそわれる。




（そこで寝るか、普通!?）




　嫌われているのは知っていたが──さすがにここまで男として認識されていないとなると、多少、思うところがある。

　実際には、フェルの意識が暗あん転てんしたのだが、もちろんクロウには知るよしもない。

　──と。

（なんだ？）

　着衣に軽い重みを感じ、目を瞠みはる。フェルの小さな手が、きゅっとクロウの胸元を握りしめたままだったのだ。

（……）

　そういえば最近、自分の前でも少しだけ笑ってくれるようになった。墓参りにも付き合ってくれた。ひとえに、彼女が度を越したお人よしだからだと思っていたが。

（もしかして、少しは信用されている──のか？）

　嬉しいような複雑なような。

　はーっと長いため息をつき、彼は腕の中の身体を抱きしめ直した。昂たかぶった気をどうしてくれようと苛いらつくが、気持ちよさそうな寝顔に、邪じや気きが抜ける。

「ワルプルギスには覚かく悟ごしておけよ、フェル」

　──毒づいた彼の表情は、夜闇だけが知っている。
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「本っ当に色気のない旅行でしたわね！」

　翌日、気を失ったままぐっすり寝入ったフェルは、つやつやとした顔色で旦だん那なさまを振り返った。

「……そうだな……」

　軽く額ひたいを押さえる彼の目の下は、なんとなくまだ青黒い気がする。

「？　旦那さまどうされまして」

「……誰のせいだと思って……いや、いい」

　前髪に指を埋うずめてはーっとひときわ長く息をこぼす彼に、フェルは首を傾かしげた。

（昨日はあんなに大丈夫そうだったのに）

　というか、フェルをそれはもう楽しそうにからかってきたくせに。

　でも、──よく考えたくなくても、一晩中、彼の腕の中で過ごしたわけで。

　低めの体温の奥から伝わる、確かな熱の気配とか。規則正しい鼓こ動どうとか。

　すっかり馴な染じんでしまったオードコローニュだとか。

　彼の香りを嗅かぐと落ち着くのだと。そこまで慣ならされてしまっている事実だとか……。

　それから、抱き寄せられて囁ささやかれた、あの言葉。




　──穢してしまおうか。今、ここで。




（ひょわあああ！）

　たちまち耳まで真っ赤になったフェルは、奇き声せいは脳内に留とどめ、思い出したあれやこれを追い払はらう。

（腕の中でって何よ!?　コレ的なドレがあったわけでもないのに！）

　熱を持ったフェルの頰ほおを、クロウは訝いぶかしげに見る。

「どうした？　また熱でも出したのか、シレイネ」

　温泉で湯ゆ冷ざめしたのか？　と首を傾げつつ、彼はフェルの額に手のひらを当てる。

　熱を計っているだけなのだろうが──

（さ、触さわらないで）

　艶つやっぽく囁ささやかれるのも落ち着かないけれど、こうして何なに気げなく触ふれられるのも苦手だ。当たり前のように伸ばされるその手が、近く感じられるから。

（……気のせい……に、したいけど）

　たぶん、気のせいじゃない。それでも言葉にした瞬間、胸に込み上げたのは──とんでもない高こう揚よう。

　そして、すぐにそれを搔かき消してしまうような、洪こう水ずいのような虚きよ無む感かんだった。

（自覚するだけ、バカみたいなのにね）

　この人の妻は『シレイネさま』。

　いくらそばにいようと、それは『フェル』ではあり得ないのに。

　そしてそのかりそめの立場すら、夏までには絶対に手放さなければならない。

（……嫌いじゃなきゃ、いけなかったのに）

　離れたいと自ら望まなければいけないのに。

　それでも、叶かなわない、不毛な想いなんて目を背そむけて。

　すぐにちゃんと、心まで殺して、自分だって騙だましてみせる。

（忘れるから）

　右手に光る鈴すず蘭らんの指輪を、左手でそっと撫なでてみた。これを左手につける日は、決してこないけれど。

（ちょっとでいい……旅行から帰ったらもう、キレイさっぱりいつもの日常に戻ってみせるんだから。離り婚こんめざして努力する、いつもどおりに）

　だから、せめて今だけは。




（どうしよう。わたし──あなたが、好きだ）
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　妹の機き嫌げんを損そこねたのは初めてではない。

　けれど今回は、割と修しゆう復ふく不可能な域いきまで「やらかした」かもしれない。

　ユナイア王国国王、セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアは、金色の蔓つたがあしらわれた白い扉の前で、はあっと大きくため息をこぼした。

「シレイネ？　そろそろ顔を見せてくれないか」

　彼女の居室が予告もなく『開かずの間』と化したのは、つい昨日のことだ。

　とはいえ、そもそも怒いかりを買ったのは、もっとずっと前、葦あしの月も終わりに近づいた頃。

　──〝セタンタお兄さま。わたくしのあの子をどこへやったの？〟

　妹お気に入りの話し相手の行ゆく方えを尋ねられるたび、のらりくらりとかわしてきたセタンタだが、いったいどうして知ったものか、政せい略りやく婚こんを申し込んできた敵国の皇おう子じの絵姿を見つけてしまったのだ。

　聡そう明めいな彼女が、真しん相そうに気づくのはあっという間だった。

　だいたい感情を素直に発はつ露ろさせる身代わりの『彼女』とは違い、妹は基本的に、静かに慎つつましく笑うばかりだ。

　けれど、その時ばかりは違った。泣きじゃくって叫ぶ妹を見たことなど、いまだかつてなかったのに。

　──〝ひどい。ひどいわ、セタンタお兄さま！　花嫁の身代わりに立てた……？　なんてこと。なんということをしてくださったの〟

　──〝よりによって、毒どく龍りゆうに？　ああ。セタンタお兄さまはご存じないのだわ。あの子をクルヴァッハなどにくれてやることの、本当の意味を〟

　──〝あんな場所では、兄さまが……〟

（あれは、どういう意味だったのだろう）

　妹がたくさんの隠し事をしていることは知っている。

　そして、彼女が〝あの子〟と呼ぶ身代わりの少女を、ひとかたならず大切に慈いつくしんでいる事情も。

　それでいて、決して自分のもとに閉じ込めはせず──セタンタは何度か、そんなに気に入りなら、離り宮きゆうにでも囲ってみればと提てい案あんしたのだが──、おんぼろの孤こ児じ院いんに、律りち儀ぎに返してやる理由も。

　なぜ、あんなにあの少女は妹に似ているのだろう。

　なぜ、妹はあれほどまでに、『彼女』に執しゆう着ちやくするのだろう。

　その答えを、探ってこなかったわけではない。

　最近は、うすうす察さつしてきている。あの娘がいったい、なんなのか──。

「シレイネ？　どうか機き嫌げんを直してくれ。この兄と話をしよう。お前の好きな、ロアレンのりんごを使ったシードルも、木き苺いちごのタルトも用意させたから」

　一度は、銀盆いっぱいの宝石の贈り物と、甘あまい菓子で機き嫌げんを直してくれた。実際、昨日まではいつもと何も変わり無かったのだ。

　西のエルラント帝国とも肩を並べる、北の大国のユナイアの国王も妹の前ではかたなしだ。たまのわがままなら可愛かわいいが、本格的に嫌きらわれるのは勘かん弁べんしてほしい。たった二人の兄きよう妹だいで、セタンタにとって、彼女は何にも代えがたい存在なのに。

　真っ白なクリームを詰めた木苺のタルト。ロアレン地方のりんごのシードル。どちらも、妹の好物という『ことになっている』。

　──あの子がね、わたくしの目の前で食べて、美お味いしいと言ったのよ。だから、わたくしは木苺のタルトが好きだということにしたの。

　ふふ、と夜のしじまを揺ゆらし、妹は笑ったものだ。兄と、兄が王となった国のこと以外、何事にも基本的に興味を示さない妹が、恍こう惚こつとして幸せそうに。

　病弱な身体からだは陽光の強さに耐たえられず、月光の下でしか会うことは叶わない。外気にすら蝕むしばまれ、時折咳せき込んで、赤いもので唇くちびるを濡ぬらしたまま笑う妹は、兄であるセタンタすら、ぞっと背せ筋すじが粟あわ立だつほど美しかった。

「シレイネ？」

　いつまでも出て来ないはずはない。

　高をくくっていたセタンタだが、その日は少し、勝手が違っていた。

（──？）

　最初に感じたのは違い和わだ。

　鳥かごに小鳥がいない。水すい槽そうに色鮮やかな魚がいない。宝石箱にしまっておいたはずの、夕ゆう輝き晶しようがない。そんな、違和感。

（まさか）

　彼は、さっと顔色を変えて扉を押した。

　部屋の鍵かぎは開いていた。

（……何だ、これは）

　セタンタは瞠どう目もくする。

　最初に目に飛び込んできたのは、床にばらばらに散らばる、蝶ちようの残骸だった。

　白。黒。青。紫むらさき。緑──さまざまな色の蝶たちは、まるで道しるべのように続いている。すべての翅はねをむしられ、ばらばらにされて。

　翅に導かれるように、室内に入る。嫌いやな予感が胸の内で膨ふくらんだ。

「……シレイネ？　いるんだろう」

　返事はなかった。

　──ただ、中庭にしつらえられた、ガラス張りの空っぽの浄じよう室しつだけが、予感が当たってしまったことを示していた。











Ｆｉｎ．
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　この本をお手にとって頂き、ありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、五割引き以上で買い物をしたら負けだと思っている守しゆ銭せん奴ど仮かり嫁よめと、けなげドＳな旦だん那なさまをめぐる離り婚こんラブコメ第三弾です。

　今回は新婚旅行のお話です。一巻が「一いつ攫かく千せん金きん」二巻で「大戦争」。だんだん離婚にかかるものの規模が大きくなって、「離婚の果はてに世界滅めつ亡ぼう」とか「離婚、それは宇宙人の侵しん略りやく」とかにならないうちに方向転てん換かんしてみました。

　ところで私め、この巻ができあがるまでに、親知らずを抜きました。

直前まで、一足先に体験した周囲から「痛すぎて死ねる」「物が食べられなくなって二キロやせた」などと脅おどされ倒したものです。器具を歯にガンガン容よう赦しやなく振りおろされた挙あげ句く、「アゴが外はずれるんじゃないか!?」とお医者さんに詰きつ問もんすると、「大丈夫。ここは口こう腔くう外げ科かだから外れてもはめ直せる」とサムズアップ返されたという人もいました。

　セオリーとして、ここは、実際やってみたら屁へみたいなものでしたよ！　と今から同じ治ち療りように臨のぞむかもしれない皆様にエールを送るべきですよね、うんアレまじめに痛い。

　口内から工事現場の音が聞こえてくるのはなかなかの恐きよう怖ふ体験でした。それ以上に怖かったのは、頭上でお医者さまがたの交わす会話、「あれ、おかしいな？」「ま、いっか。諦あきらめよう」……ちょっと待って何を諦めたの!?　口いじられてると突っ込めない！

　くだらない話が過ぎましたが、そろそろ真ま面じ目めにお世話になった皆様にお礼を申し上げたく。山下ナナオ様!!　超ちよう絶ぜつ麗うるわしいイラストの数々、二十四時間眺ながめ続けても飽あきません！　とくに、最初の膝ひざ枕まくらの絵が素晴らしすぎて画面の前から動けなくなりました。何より、おなじみの、カバー裏のひとコマが可愛かわいくてもう！　ぴらっとめくって頂いたところに、まさかのお人がくつろいでいらっしゃいます。ぜひ、本編読了後にご覧下さいませ。

　またも絶大なご迷惑をおかけした担当Ｉ様。いつも、お電話で明るい笑い声に癒いやされています。親知らず抜いた日、「ほっぺた腫はれて面おも白しろい顔になったら写メってくださいアハハ！」とのお言葉に、地上に舞い降りた天使かと思いました。ルシファーとかそういう系。

　お手紙で、ホームページで、あたたかいご感想をくださる皆様。毎度お返事遅くて申し訳ございません……何度も何度も読み返しては、そのたび励はげまされております。

　そして誰より、今、この本を読んでくださっているあなたへ、最大級の感謝を込めまして。離婚なんて不吉な文字を戴いただく本を少女向けレーベルで三冊めまで出すことができたのは、ひとえに皆様の応援あっての賜たまものです。からっと楽しめるラブコメを掛かけ声に、今後も頑がん張ばってまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　また、お会いできれば幸いでございます。


夕鷺かのう　拝　　　　
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どうも変な寝言をよく言ってしまうそうです。一番アレな記録は、「姉さん気をつけて！　 私は以前、ビネガーと酢を間違えて酷い目にあったことがある！」と叫んだというもの。ビネガーと酢って、同じじゃないか……
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